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○武蔵野大学学則（案）

（昭和４０年 １月２５日） 
改正 昭和４２年 １月２８日 昭和４４年 ４月 １日 

昭和４５年 ４月１０日 昭和４６年 ４月 １日 

昭和４７年 ４月 １日 昭和４８年 ４月 １日 

昭和４９年 ４月 １日 昭和５０年 ４月 １日 

昭和５１年 ４月 １日 昭和５２年 ４月 １日 

昭和５３年 ４月 １日 昭和５４年 ４月 １日 

昭和５５年 ４月 １日 昭和５６年 ４月 １日 

昭和５７年 ４月 １日 昭和５８年 ４月 １日 

昭和５９年 ４月 １日 昭和６０年 ４月 １日 

昭和６１年 ４月 １日 昭和６２年 ４月 １日 

昭和６３年 ４月 １日 平成 元年 ４月 １日 

平成 ２年 ４月 １日 平成 ３年 ４月 １日 

平成 ３年 ７月 １日 平成 ３年１０月 １日 

平成 ４年 ４月 １日 平成 ５年 ４月 １日 

平成 ６年 ４月 １日 平成 ７年 ４月 １日 

平成 ８年 ４月 １日 平成 ９年 ４月 １日 

平成１０年 ４月 １日 平成１１年 ４月 １日 

平成１２年 ４月 １日 平成１３年 ４月 １日 

平成１４年 ４月 １日 平成１５年 ４月 １日 

平成１６年 ４月 １日 平成１７年 ４月 １日 

平成１８年 ４月 １日 平成１９年 ４月 １日 

平成２０年 ４月 １日 平成２１年 ４月 １日 

平成２２年 ４月 １日 平成２３年 ４月 １日 

平成２４年 ４月 １日 平成２５年 ４月 １日 

平成２６年 ４月 １日 平成２７年 ４月 １日 

平成２８年 ４月 １日 平成２９年 ４月 １日 

平成３０年 ４月 １日 平成３１年 ４月 １日 

令和 ２年 ４月 １日 令和 ３年 ４月 １日 

令和 ４年 ４月 １日 令和 ５年 ４月 １日 

令和 ６年 ４月 １日 

第１章 総則

（名称）

第１条 本学は、武蔵野大学（以下「本学」という。）と称する。

（目的） 

第２条 本学は、教育基本法及び学校教育法に準拠し、かつ、仏教精神を根幹として学識、

情操、品性ともにすぐれた人格を育成するとともに、学問の研究を深め、世界の平和

と人類の幸福に寄与することをもって目的とする。 

２ 各学部･学科の教育目的は次のとおりとする。 

（１） 文学部

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、文

学を学び、文化を理解し、社会で活躍できる表現・伝達能力を身につけた人材の育

成を目的とする。 

＜日本文学文化学科＞ 

日本文学及び日本文化を学ぶことを通じて豊かな感性を養い、読解力・表現力・

創造力・批評力を身につけ、新しい文化を創造することのできる人材の育成を目的

とする。 

（２） グローバル学部

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、複

数の言語を駆使し、多様な学生や多文化との関わりの中で、広い視野をもってグロ

ーバルな視点から問題発見・課題解決ができる人材の育成を目的とする。 

＜グローバルコミュニケーション学科＞ 

英語、中国語、日本語のうち、母語以外の２言語を駆使し、言語文化を中心とす

る知識を有し、グローバルな環境で活躍することのできる人材を育成する。 

＜日本語コミュニケーション学科＞ 

日本語の高度なコミュニケーション能力と課題解決能力を有し、国際社会に日本
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語と日本文化を発信するなど、グローバルに活躍できる人材を育成する。 

＜グローバルビジネス学科＞ 

英語を含む複数の言語を駆使し、ビジネス社会でグローバルに活躍できる人材を

育成する。 

（３） 法学部

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、法

律学又は政治学の専門的な知識を養い、普遍的なものの見方、考え方を身につけ、 共

生の視点を持って課題発見・解決のできる人材の育成を目的とする。 

＜法律学科＞ 

幸福な生活の実現に役立つ実用的な法律知識と考え方を身につけることによって、

共生の視点を持って持続可能な社会の形成に貢献できる人材を育成する。 

＜政治学科＞ 

自分を取り巻く社会環境を理解し、公共精神と共生の視点をもった市民としての

能力・技能を身につけることによって、持続可能な社会の形成に貢献できる人材を

育成する。 

（４） 経済学部

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、経

済学の専門的な知識を養い、普遍的・科学的なものの見方、考え方を身につけ、共

生の視点を持って課題発見・解決のできる人材の育成を目的とする。 

＜経済学科＞ 

国際化した社会の中で、高い倫理観と共生の視点を持ち、社会貢献と自己実現を

目指して、経済学の方法と知見によって普遍的・科学的なものの見方・考え方を修

得することで、問題発見・解決ができ、国内外の企業や官公庁など幅広い分野での

活躍ができる人材を育成する。 

（５） 経営学部

仏教精神を根幹として、世界の幸せの実現に向け高い倫理観と共生の視点を育成

するとともに、経営学及び会計学における専門知識と技能を修得し、多様で複雑化

するビジネス分野及び非営利・公共分野等において、多様な諸問題を発見・解決で

きる実践的な能力を身につけた人材を育成する。 

＜経営学科＞ 

変転著しい国際社会の中で、世界の幸せの実現に向け、高い倫理観と共生の視点

を持ち、経営学を中心とした社会科学の知識と技能を修得し、組織人として、ある

いは個人で、ビジネス分野を中心とした領域及びその他の様々な領域において、多

様な諸問題を発見・解決できる実践的な能力を身につけた人材を育成する。 

＜会計ガバナンス学科＞ 

国際化した社会の中で、高い倫理観と共生の視点を持ち、社会貢献と自己実現を

目指して、会計言語を駆使し、営利組織・非営利組織を問わず、組織を批判的見地

で分析できる知識を養い、国内外の企業等のビジネス分野及び非営利・公共分野等

で活躍できる有為な人材、中小企業の事業承継者や経営幹部、並びに公認会計士、

税理士等の専門人材を育成する。 

（６） アントレプレナーシップ学部

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、起

業家精神（アントレプレナーシップ）を抱き、既存の枠を超えて新たな価値を創造

できる実践的な能力を身につけた人材の育成を目的とする。 

＜アントレプレナーシップ学科＞ 

変革期を迎え、予測困難で多様性に富んだ現代社会の中で、高い倫理観と好奇心

をもって、世界の幸せのために未知なるものに挑戦しようという志、起業家精神（ア

ントレプレナーシップ）を抱き、多様な背景を持つ人を巻き込みながら、既存の枠

を超えて新たな価値を創造できる実践的な能力を身につけた人材を育成する。

（７） データサイエンス学部
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仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、デ

ータ、メディアコンテンツ及びそれらの分析・統合による「知の創造」を対象とす

る新しい学術を志向し、多くの応用の発展を実現できる人材を養成する。 

＜データサイエンス学科＞ 

ビッグデータ、人工知能・機械学習等の新領域の経済的、技術的基礎と応用を学

習し、データ、メディアコンテンツの分析・統合により、ビッグデータの戦略的活

用と意思決定が行える人材を養成する。 

（８） 人間科学部

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、人

間が直面する歴史的・社会的諸課題を、心理、生命、社会、福祉などの側面から科

学的に理解し、実践的に解決できる人材の育成を目的とする。 

＜人間科学科＞ 

人間の心理、生命、社会行動を科学的方法論に基づいて研究し、人間が直面する

諸課題を人間尊重の立場にたって実践的に解決できる人材の育成を目的とする。 

＜社会福祉学科＞ 

人と社会の共生を実現しようとする人格を育成するとともに、社会福祉又はこれ

に関連する実践的で専門的な知識と技術を持つ人材の育成を目的とする。 

（９） ウェルビーイング学部

仏法の真理観を根幹として、人間の抱える根源的な苦悩からの解放を見据え

つつ、学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、科学や技術の最

先端の知見や成果も取り入れた学際的なアプローチによって、幸せ・生きがい・

安心・福祉・健康・平和など、人々と世界のウェルビーイングをデザインし、

創造していく人材の育成を目的とする。 

＜ウェルビーイング学科＞ 

ウェルビーイングという総合的概念についての社会学・心理学的知見や、新

たに創造的なデザインを行うため問題発見・課題解決できる実践的な能力を身

につけ、今後のあるべきウェルビーイング社会の創造に主体的に取り組んでい

く人材を養成する。 

（１０） 工学部

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、専

門的な知識を養い、持続可能な社会構築に向けて主体的に参画し、工学的手法によ

り課題解決のできる人材を養成する。 

＜サステナビリティ学科＞ 

人類社会や地球環境のサステナビリティに対する深い理解に基づき、ソーシャル

デザイン及び環境エンジニアリングの知識・方法・技術によって、サステナブルな

世界の実現に貢献できる人材を養成する。 

＜数理工学科＞ 

自然現象や社会現象をモデル化して理解し、システム設計に応用することができ

る人材や、大規模データから問題の本質を見抜くデータサイエンティスト等、数理

工学の専門能力を身につけ、持続可能な社会構築に向けて主体的に参画する人材を

育成する。 

＜建築デザイン学科＞ 

建築の分野を中心に、持続可能な社会構築に向けてデザインできる専門的能力を

活用して現代社会が直面する多様な課題を解決できる人材を育成する。 

（１１） 教育学部

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、幅

広い視野を持って教育及び教育支援に携わることのできる人材の育成を目的とする。 

＜教育学科＞ 

児童生徒の成長・発達に関する知識を学習し、児童生徒を健やかに育むための技

術と実践力を身につけ、教育とその支援活動を行える、高い人格と専門的な実践力・
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企画力をもった教育者の育成を目的とする。 

＜幼児教育学科＞ 

  人格教育に重きを置き、乳幼児期から児童期・青年期に至る発達全体を見通しな

がら、特に乳幼児期の子供の成長発達に関しての専門性の高い幼児教育者・保育者

の育成を目的とする。 

（１２） 薬学部 

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、慈

悲の心を持ち、多様な薬学関連分野で人々に貢献できる人材の育成を目的とする。 

＜薬学科＞ 

６年一貫教育の趣旨を生かし、教養教育から基礎薬学教育、医療薬学教育へと系

統的な教育を行うことで、医療人として高い倫理観と高度な専門知識を兼ね備えた

実践力のある薬剤師の育成を目的とする。 

（１３） 看護学部 

仏教精神を根幹として学識、情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、人

の「生老病死」と看護は密接に関係することを認識し、人々の健康及び福祉の向上

に貢献できる人材の育成を目的とする。 

＜看護学科＞ 

深い人間理解を基盤に、高い倫理観と看護の専門的な知識及び技術を有する看護

職の育成を目的とする。 
（学長） 

第２条の２ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

２ 教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が

定めるものについては、別に定める。 

３ 学長の任期及び選任については、別に定める。 
（自己点検・評価） 

第３条 本学は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、

教育研究活動等の状況について自ら点検し、評価を行う。 

２ 点検、評価に関しての事項・体制については、別に定める。 

（認証評価） 

第３条の２ 本学は、学校教育法に則り、文部科学大臣の認証を受けた者（認証評価機関）

による評価（認証評価）を受けるものとする。 

２ 認証評価に関しての事項・体制については、別に定める。 

（学部・学科及び学生定員） 

第４条 本学に次の学部、学科及び専修を置き、定員は次のとおりとする。人間科学科

における精神保健福祉士の定員は（  ）内のとおり定める。 

学部 学 科 ・ 専 攻         入学定員 
編入学定員 

収容定員 
２年次 ３年次 

文学部 日本文学文化学科 ２００名 ５名 － ８１５名 

グローバル学

部 

グローバルコミュニケーショ

ン学科 
１６５名 － ３名 

６６６
名 

日本語コミュニケーション学

科 
８０名 － ５名 

３３０
名 

グローバルビジネス学科 ５５名 － ７名 
２３４
名 

法学部 
法律学科 １９０名 ３名 － ７６９名 

政治学科 １００名 ３名 － ４０９名 

経済学部 経済学科 １７５名 ３名 － ７０９名 
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経営学部 
経営学科 ２２０名 ３名 － ８８９名 

会計ガバナンス学科 ９０名 － － ３６０名 

アントレプレ

ナーシップ学

部 

アントレプレナーシップ学科 ６０名 － － ２４０名 

データサイエ

ンス学部 
データサイエンス学科 ９０名 － － ３６０名 

人間科学部 
人間科学科 

２１５名 

（２０

名） 

２名 

 
－ 

８６６名 

（８０

名） 

社会福祉学科 １４５名 ４名 － ５９２名 

ウェルビーイ

ング学部 
ウェルビーイング学科 ８０名 １０名 － ３５０名 

工学部 

サステナビリティ学科 ７０名 － － ２８０名 

数理工学科 ６０名 － － ２４０名 

建築デザイン学科 ７０名 － － ２８０名 

教育学部 

教

育

学

科 

初等コース 

１２０名 － 

－ 

４８０名 

国語コース － 

英語コース － 

理科コース － 

幼児教育学科 １００名 － － ４００名 

薬学部 薬学科 １４５名 － － ８７０名 

看護学部 看護学科 １２５名 － － ５００名 

 

（大学院） 
第４条の２ 本学に大学院を置く。 

２ 大学院に関する事項は、武蔵野大学大学院学則に定める。 

（通信教育課程） 
第４条の３ 本学に通信教育部を置く。 

２ 通信教育部に関する事項は、武蔵野大学通信教育部学則及び武蔵野大学大学院通信教

育部学則に定める。 

（別科） 
第４条の４ 本学に別科（日本語教育課程）及び別科（介護福祉士養成課程）を置く。 

２ 別科に関する規程は、別に定める。 

（専攻科）  
第４条の５ 本学に専攻科（言語聴覚士養成課程）を置く。 

２ 専攻科に関する規程は、別に定める。 

第５条 （削除） 

（修業年限及び在学期間） 

第６条 各学科の修業年限は４年とし、在学期間は８年を超えることができない。ただし、

薬学部薬学科においては、修業年限は６年とし、在学期間は１２年を超えることができ

ない。 
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第２章 学年、学期及び休業日 
（学年） 

第７条 学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。 
（学期） 

第８条 学年は、２学期又は４学期に分ける。 
２ 前項の学期の期間については、別に定める。 
３ 年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原則とす

る。 

（休業日） 

第９条 休業日は、次のとおりとする。 
（１） 日曜日 

（２） 国民の祝日に関する法律に定めた日 

（３） 本学創立記念日（５月２１日） 

（４） 夏季休業、冬季休業、春季休業に関しては別に定める。 

（５） その他学長が必要と認めたときは、臨時に休業し、又は休業日に授業を行うこ

とがある。 

 

第３章 授業科目及び単位算定基準 
（授業科目） 

第１０条 本学には、次の授業科目を置く。 
共通科目・学科科目 

２ （削除） 
３ 前項により開講する授業科目の種類及び単位数は、別表（１）及び教育学部教育学科

履修内規のとおりとする。 
（資格課程の授業科目） 

第１１条 前条に定めるほか、教職、司書、司書教諭、日本語教員養成、建築士、保育士、

社会福祉士、精神保健福祉士及び保健師に関する授業科目を置く。 
２ 前項により開講する授業科目の種類及び単位数は、別表（２）～（４）、（６）及び（８）

（９）（１０）（１１）（１２）のとおりとする。 
（単位） 

第１２条 各授業科目の単位数は、４５時間の学修を必要とする内容をもって１単位とす

ることを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な

学修等を考慮して、次の基準により計算するものとする。 
（１） 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で本学が定める時

間の授業をもって１単位とする。 
（２） 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で本学が定

める時間の授業をもって１単位とする。 
（３） 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作の授業科目について

は、これらの学修の成果を評価して単位を授与することができる。 
２ 学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として学生が履

修すべき単位数について、１年間に履修科目として登録できる単位数の上限を定める。 
３ 前項に定める単位数の上限は、別表（１）－３に定める。 
４ 所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については、前項に定める上限を超え

て履修科目の登録を認めることができる。 
（メディアを利用して行う授業） 

第１２条の２ 本学において教育上有益と認めるときは、前条の授業を、多様なメディア

を高度に利用して、教室等以外の場所で履修させることができる。 
２ 前項の授業の方法により修得する単位数は、卒業の要件として修得すべき単位数のう

ち６０単位を超えないものとする。 
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３ メディアを利用して行う授業科目及び授業方法については別に定める。 
 

第４章 試験及び単位の認定 
（単位の認定） 

第１３条 １つの授業科目を履修した者に対しては、試験の上単位を与える。 
２ 各授業科目について授業時数の３分の１以上欠席した者は、その授業科目の単位の認

定を受けることができない。 
（追、再試験） 

第１３条の２ 病気その他やむを得ない事情により定期試験に欠席した者に対しては、追

試験を行うことがある。 
２ 不合格の科目については、再試験を行うことがある。 
３ 追試験及び再試験の実施については別に定める。 
（成績評価） 

第１４条 試験の成績評価は、次のとおりとする。 
Ｓ（１００点～９０点）、Ａ(８９点～８０点）、Ｂ（７９点～７０点）、 

Ｃ（６９点～６０点）、Ｄ（５９点～０点）。 

Ｃ以上を合格とし、Ｄは不合格とする。 

第１５条 （削除） 
第１６条 （削除） 
第１７条 （削除） 
第１８条 （削除） 

（他大学等における学修） 
第１９条 本学において教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基

づき、学生に当該他大学又は短期大学の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により履修した授業科目については、合計６０単位を超えない範囲で卒業

要件の単位として認めることができる。 
３ 前２項は、国内外の大学等へ留学した場合にも適用する。 
（大学以外の教育施設における学修） 

第１９条の２ 本学において教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専

門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を本学における授

業科目の履修とみなし、単位を認めることができる。 
２ 前項により認めることができる単位数は、前条により本学において修得したものと認

める単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 
（入学前の既修得単位の認定） 

第２０条 本学において教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は

短期大学において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得し

た単位を含む。）を本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したと

みなし単位を認めることができる。 
２ 前項により修得したものとみなして認めることのできる単位数は、編入学、転学等の

場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第１９条及び前条によ

る単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 
３ 前２項の単位認定の取り扱いについては、別に定める。 
（外国人留学生の単位の読み替え） 

第２１条 （削除） 
 

第５章 卒業・学位授与及び資格の取得 
（卒業の要件） 

第２２条 卒業の要件は、文学部並びにグローバル学部、法学部、経済学部、経営学部、

アントレプレナーシップ学部、データサイエンス学部、人間科学部、ウェルビーイン

グ学部、工学部、教育学部、看護学部は合計１２４単位以上、薬学部は合計２０５単位
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以上を修得していることとする。 

（１） 文学部日本文学文化学科

日本文学文化学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修４６単位を含

めて７６単位。自由選択単位は、３２単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科

科目、教職課程科目等の資格取得科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学

科科目の単位をあてることができる。 

（２） グローバル学部グローバルコミュニケーション学科、日本語コミュニケーショ

ン学科、グローバルビジネス学科

グローバルコミュニケーション学科の共通科目は、必修１２単位。学科科目は、

必修２４単位及び選択必修単位を含めて７５単位。自由選択単位は、３７単位以上。

自由選択単位は、共通科目、学科科目、資格取得科目、５大学単位認定科目、他学

部・他学科の学科科目の単位をあてることができる。 

日本語コミュニケーション学科の共通科目は、必修１２単位。学科科目は、必

修２３単位及び選択必修単位を含めて７９単位。自由選択単位は、３３単位以上。

自由選択単位は、共通科目、学科科目、資格取得科目、５大学単位認定科目、他

学部・他学科の学科科目の単位をあてることができる。 

グローバルビジネス学科の共通科目は、必修１１単位。学科科目は、必修２８単

位及び選択必修単位を含めて８４単位。自由選択単位は、２９単位以上。自由選択

単位は、共通科目、学科科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の

単位をあてることができる。 

（３） 法学部法律学科、政治学科

法律学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修３０単位を含めて８２

単位。自由選択単位は、２６単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目から

所要単位以上に取得した単位、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることがで

きる。なお、育成プログラムについては別に定める。 

政治学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修３０単位を含めて８３

単位。自由選択単位は、２５単位以上。ただし、卒業論文を履修しない者は、うち

６単位は隣接科目群を除く学科科目とする。自由選択単位は、共通科目、学科科目

から所要単位以上に取得した単位、他学部・他学科の学科科目の単位をあてること

ができる。なお、育成プログラムについては別に定める。 

（４） 経済学部経済学科

経済学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、８４単位。自由選択単位は、

２４単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目から所要単位以上に取得した

単位、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることができる。なお、育成プログ

ラムについては別に定める。

（５） 経営学部経営学科、会計ガバナンス学科

経営学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修２２単位を含めて７

８単位。自由選択科目は、３０単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目か

ら所要単位以上に取得した単位、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることが

できる。 

会計ガバナンス学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修２２単位を

含めて８０単位。自由選択単位は、２８単位以上。自由選択単位は、共通科目、学

科科目から所要単位以上に取得した単位、他学部・他学科の学科科目の単位をあて

ることができる。なお、育成プログラムについては別に定める。 

（６） アントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科

アントレプレナーシップ学科の共通科目は、必修１８単位。学科科目は、必修６

６単位を含めて９７単位。自由選択単位は、９単位以上。自由選択単位は、共通科

目、学科科目から所要単位以上に取得した単位、他学部・他学科の学科科目の単位

をあてることができる。 

（７） データサイエンス学部データサイエンス学科
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データサイエンス学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は必修５９単位を

含めて９６単位。自由選択単位は１２単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科

科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることができ

る。 

（８） 人間科学部人間科学科、社会福祉学科

人間科学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修３８単位を含めて８

６単位。自由選択単位は、２２単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目、

資格取得科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位をあてるこ

とができる。 

社会福祉学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は必修６４単位を含めて８

８単位。自由選択単位は、２０単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目、

５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることができる。 

（９） ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科

ウェルビーイング学科の共通科目は、必修１２単位。学科科目は、必修８６単位。

自由選択単位は２６単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目、５大学単位

認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることができる。 

（１０） 工学部 サステナビリティ学科、数理工学科、建築デザイン学科

サステナビリティ学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修４９単位

を含めて８７単位。自由選択単位は２１単位以上。自由選択単位は、共通科目、学

科科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位、学校教育法施行

規則第１４３条の２に定める教育関係共同利用拠点として認定された他大学の公開

授業及び成果に基づき単位認定される科目をあてることができる。 

数理工学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修４０単位を含めて７

８単位。自由選択単位は、３０単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目、

教職課程科目等の資格取得科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目

の単位をあてることができる。 

建築デザイン学科の共通科目は、必修１６単位。学科科目は、必修４８単位を含

めて７８単位。自由選択単位は、３０単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科

科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることができ

る。 

（１１） 教育学部教育学科、幼児教育学科

教育学科の共通科目は、必修１５単位。ただし、理科コースの共通科目は、必修

１５単位を含めて１７単位。学科科目は、初等コースが必修５４単位を含めて７８

単位、国語コースが必修６６単位を含めて８４単位、英語コースが必修６４単位を

含めて７７単位、理科コースが必修７０単位を含めて９２単位。自由選択単位は、

初等コースが３１単位以上、国語コースが２５単位以上、英語コースが３２単位以

上、理科コースが１５単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目、資格取得

科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることができ

る。

幼児教育学科の共通科目は、必修１５単位。学科科目は、必修６１単位を含めて

８４単位。自由選択単位は、２５単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目、

資格取得科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位をあてるこ

とができる。

（１２） 薬学部薬学科

薬学科の共通科目は、必修１４単位、学科科目は、必修１８５単位。自由選択単

位は６単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目、他学部・他学科の学科科

目の単位をあてることができる。 

（１３） 看護学部看護学科

看護学科の共通科目は、必修１５単位、学科科目は、必修１０１単位。自由選択

単位は８単位以上。自由選択単位は、共通科目、学科科目、教職課程科目、他学
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部・他学科履修許可科目、通信教育部人間科学部の認定心理士科目の単位をあてる

ことができる。 

２ （削除） 

３ （削除） 

４ （削除） 

５ 第１項の規定にかかわらず、成果に基づき単位認定する科目の単位を卒業要件に含む

ことができる。これについては別に定める。

（学位） 

第２２条の２ 本学に４年以上（薬学部薬学科は６年以上）在学し（ただし、全ての学年

で１年以上在籍すること）、前条第１項各号に定める単位を修得した者には、学長が教

授会の意見を聴き、学長が卒業を認定し、次の学位を授与する。 

文学部 日本文学文化学科 学士（文学） 

グローバル学部 
グローバルコミュニケー

ション学科

学士（グローバルコミュニケーショ

ン) 

グローバル学部 
日本語コミュニケーショ

ン学科
学士（日本語コミュニケーション） 

グローバル学部 グローバルビジネス学科 学士（グローバルビジネス） 

法学部 法律学科 学士（法律学） 

法学部 政治学科 学士（政治学） 

経済学部 経済学科 学士（経済学） 

経営学部 経営学科 学士（経営学） 

経営学部 会計ガバナンス学科 学士（会計学） 

アントレプレナーシッ

プ学部

アントレプレナーシップ

学科
学士（ビジネス） 

データサイエンス学部 データサイエンス学科 学士（データサイエンス学） 

人間科学部 人間科学科 学士（人間学） 

人間科学部 社会福祉学科 学士（社会福祉学） 

ウェルビーイング学部 ウェルビーイング学科 学士（ウェルビーイング） 

工学部 サステナビリティ学科 学士（サステナビリティ学） 

工学部 数理工学科 学士（工学） 

工学部 建築デザイン学科 学士（工学） 

教育学部 教育学科 学士（教育学） 

教育学部 幼児教育学科 学士（幼児教育学) 

薬学部 薬学科 学士（薬学） 

看護学部 看護学科 学士（看護学) 

２ 前項の定めにかかわらず、３年以上在学し、卒業に必要な単位を優秀な成績で修得し

たと認める場合（薬学部薬学科を除く）には、前項を準用し、卒業させることができ

る。

（教員免許状の取得） 

第２２条の３ 教員免許状を取得しようとする者は、教育職員免許法及び同法施行規則に

基づく本学所定の別表（２）の単位を修得しなければならない。ただし、教育学科及び

幼児教育学科において教員免許状取得に要する単位の修得については、別表（１）の中

に定める。 

２ 取得できる教員免許状の種類は、次のとおりとする。 

文学部 日本文学文化学科 
高等学校教諭１種免許状（国語・書道） 

中学校教諭１種免許状（国語） 

工学部 数理工学科 
高等学校教諭１種免許状（数学） 

中学校教諭１種免許状（数学） 

教育学部 教育学科 
高等学校教諭１種免許状（国語・書道） 

高等学校教諭１種免許状（英語） 
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高等学校教諭１種免許状（理科） 

中学校教諭１種免許状（国語） 

中学校教諭１種免許状（英語） 

中学校教諭１種免許状（理科） 

小学校教諭１種免許状 

幼児教育学科 幼稚園教諭１種免許状 

看護学部 看護学科 養護教諭１種免許状 

（司書資格） 

第２２条の４ 司書の資格を得ようとする者は、図書館法施行規則に基づく本学所定の別

表（３）の単位を修得しなければならない。 

（司書教諭資格）

第２２条の５ 司書教諭の資格を得ようとする者は、学校図書館司書教諭講習規程に基づ

く本学所定の別表（４）の単位を修得しなければならない。

（社会教育主事課程）

第２２条の６ （削除）

（日本語教員養成課程）

第２２条の７ 日本語教員養成のための、課程の修了の認定を受けようとする者は、本学

所定の別表（６）の単位を修得しなければならない。

（一級建築士並びに二級建築士及び木造建築士）

第２２条の８ 一級建築士並びに二級建築士及び木造建築士の受験資格を得ようとする

者は、建築士法に基づく本学所定の別表（８）建築デザイン学科の単位を修得しなけれ

ばならない。

（保育士）

第２２条の９ 保育士の資格を得ようとする者は、児童福祉法施行規則に基づく本学所定

の別表（９）の単位を修得し、幼児教育学科を卒業しなければならない。ただし、幼児

教育学科卒業までの間に別表（９）の単位を修得できなかった者は、幼児教育学科卒業

後、科目等履修生として単位を修得すれば、保育士資格を取得することができる。

（社会福祉士）

第２２条の１０ 社会福祉士の受験資格を得ようとする者は、社会福祉士及び介護福祉士

法に基づく本学所定の別表（１０）の単位を修得しなければならない。

（精神保健福祉士）

第２２条の１１ 精神保健福祉士の受験資格を得ようとする者は、精神保健福祉士法に基

づく本学所定の別表（１１）の単位を修得しなければならない。

第６章 入学、転入学、編入学、復学、再入学・復籍、休学、転部・転科・転専

攻、留学、転学・退学及び除籍

（入学の時期）

第２３条 入学は原則として毎年１回、時期は学年の始めとする。ただし、必要とされる

場合には、年に２回とし、時期は別に定める。

（入学資格）

第２４条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者でなければなら

ない。

（１） 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

（２） 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によ

りこれに相当する学校教育を修了した者を含む）

（３） 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者

で文部科学大臣の指定した者

（４） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外

教育施設の当該課程を修了した者
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（５） 文部科学大臣の指定した者

（６） 文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格した者

（７） 本大学において、個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で、１８歳に達した者

（出願）

第２５条 入学志願者は、本学所定の入学願書その他の書類に入学検定料を添えて、指定

の期日までに提出しなければならない。

（選考）

第２６条 入学志願者に対して選考を行う。選考の方法等については、別に定める。

（手続き）

第２７条 合格した者は、本学所定の書類に学費を添えて指定の期日までに入学の手続き

をしなければならない。

２ 正当な理由なく前項の手続きをしない者は、合格を取り消すことがある。 

（許可）

第２８条 合格した者のうちから、前条の手続きを行った者について学長が教授会の意見

を聴き、入学を許可する。

２ （削除） 

（保証人・緊急対応者）

第２９条 保証人は、父母又はこれにかわる者とし、他に１名緊急時に対応できる者（以

下｢緊急対応者｣という。）を必要とする。

２ 保証人は、その学生の在学中に生じた事項について責任を負うものとする。

３ 緊急対応者は、原則として東京都及びその近県に在住する者とし、緊急時に対応でき

る者とする。

（氏名・住所等の変更）

第３０条 学生、保証人、緊急対応者の氏名、住所等連絡先が変更になったときは、その

旨を速やかに届け出なければならない。

（保証人・緊急連絡先の変更）

第３１条 保証人、緊急対応者が変更になったときは、速やかに新たな保証人、緊急対応

者を届け出なければならない。

（転入学）

第３１条の２ 本学への転入学又は編入学を希望する者については、選考の上、学長が教

授会の意見を聴き、これを許可することがある。

２ 転入学に関する規程は、別に定める。

（編入学）

第３１条の３ 編入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者でなければなら

ない。

（１） 短期大学を卒業した者

（２） 大学の課程１年（３１単位以上）若しくは２年（６２単位以上）を修了した者

（３） 学士の学位を有する者

（４） 大学入学有資格者で、文部科学大臣の定めた基準（修業年限２年以上の課程修

了に必要な総時間数 1700 時間以上）を満たす専修学校の専門課程を修了した者

（５） 旧専門学校（３年制）を卒業した者

（６） 高等専門学校（５年制）を卒業した者

（７） 国立大学養護教諭養成所（３年制課程）国立工業教員養成所を卒業した者

（８） 短期大学の課程１年（３１単位以上）を修了した者

（９） ３年以上の社会経験を有する者

（１０） 本学別科(日本語教育課程)において、科目等履修生として、所定の３５単位を

修得し、かつ一定の成績を修めた者

（１１） 高等学校専攻科（修業年限２年以上で、その他の文部科学大臣が定める基準を

満たす）を修了した者
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２ 編入学に関する規程は別に定める。 
（復学） 

第３１条の４ 休学期間が満了した場合は、復学となる。ただし、病気によって休学の許

可を受けた者は、医師の診断書を添えて所定の「復学願」を提出しなければならない。 
２ 復学の時期は、原則として学年始めとする。ただし、修業にさしつかえない場合は、

他の時期でも許可することがある。 
３ 休学期間中に休学の事由がやみ、復学しようとする者は所定の「復学願」を提出しな

ければならない。 
（再入学・復籍） 

第３１条の５ 退学又は除籍した者が３年以内に保証人連署にて再入学又は復籍を願い

出たときは、選考の上、学長が教授会の意見を聴き、これを許可することがある。この

場合において退学又は除籍以前の在学期間及び修得単位は所定の在学年限及び卒業所

要単位に算入する。 
２ 再入学及び復籍の時期は、原則として学年始めとする。ただし、修業にさしつかえな

い場合は、他の時期でも許可することがある。 
３ 再入学及び復籍に関する規程は別に定める。 

（休学） 
第３２条 病気又はやむを得ない理由により２カ月以上修学できない者は、医師の診断書

又は詳細な理由を記載した保証人連署の休学願を提出し、学長の許可を得て休学するこ

とができる。 
２ 学長は病気等のため、修学が困難と認められる場合休学を命ずることができる。 

（休学期間） 
第３３条 休学期間は、原則として当該年度内とする。ただし、やむを得ない場合には、

その期間を６カ月ごとに延長することができる。 
２ 休学の期間は、通算して３年を超えることができない。 
３ 休学期間は、在学年限に算入しない。 

（転部・転科・転専攻） 
第３３条の２ 本学の学生が、大学の学部間への転部・転科・転専攻を願い出た場合にお

いて、それが教育上有益と認められるときは、学長がこれを許可することがある。 
２ 転部・転科・転専攻に関する規程は別に定める。 

（留学） 
第３３条の３ 本学の学生が、国内外の大学、又はこれに相当する高等教育機関への留学

を願い出た場合において、それが教育上有益と認められるときは、学長がこれを許可す

ることがある。 
２ 留学に関する規程は、別に定める。 
第３４条 （削除） 

（退学・転学） 
第３５条 退学又は転学を希望する者は、保証人連署の上、その理由を記載した願いを提

出して学長の許可を受けなければならない。 
第３６条 （削除） 
第３７条 （削除） 

（除籍） 
第３８条 次の各号の一に該当する者は、除籍する。 

（１） 在学期間が所定の年数を超えた者 
（２） 第３３条第２項に定める年数を超えた者 
（３） 授業料その他学費を滞納し催告してもなお納付しない者 
（４） 薬学部及び看護学部においては、卒業年次を除く同一学年に２年在籍し、なお

進級できない者。ただし、休学期間を除く。 
（５） 死亡の届け出があった者 
（６） 外国人留学生で、出入国管理及び難民認定法に定める在留資格を喪失した者 
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第３９条 （削除） 
第４０条 （削除） 
 

第７章 学費 
（納入方法及び時期） 

第４１条 本学の学費は、別表（７）のとおりとする。 
特別な事由のある場合は、別に定めるところにより学費の減免を行うことができる。 

学費の納入時期及び納入期限、延納については、別に定める。 

第４２条 （削除） 
（納入金の返還） 

第４３条 既納の学費は、原則として返還しない。ただし、入学手続完了後、定められた

期日までに入学辞退を申し出た者に対しては、入学金以外の納入金を返還することがあ

る。 
（休学中の学費） 

第４４条 休学中の学費については、別に定める。 
（留学中の学費） 

第４５条 第３３条の３における留学中の学費は別に定める。 
（学期途中の退学・転学の学費） 

第４６条 学期の途中において退学又は転学をしようとする者は、その期の学費を納入し

なければならない。 
第４７条 （削除） 

（転入学・編入学・再入学の学費） 
第４８条 転入学、編入学又は再入学の場合の学費については別に定める。 
 

第８章 教職員組織 
（副学長及び学部長） 

第４９条 第２条の２に規定する学長の他、副学長、学部長を置くことができる。 
２ 副学長の業務については別に定める。 
３ 学部長は、学部に関する校務をつかさどる。 
第４９条の２（削除） 
第４９条の３（削除） 

（教職員） 
第４９条の４ 本学に次の教職員を置く。 
（１） 教授 
（２） 准教授 
（３） 講師 
（４） 助教 
（５） 助手 
（６） 実習助手 
（７） 事務職員 
２ 前項のほか、必要に応じ、技術職員及びその他必要な職員、非常勤の教職員を置くこ

とができる。 
（名誉教授） 
第４９条の５ 本学に名誉教授の称号を設ける。 
２ 名誉教授に関する規程は別に定める。 

（名誉博士） 
第４９条の６ 本学に名誉博士の称号を設ける。 
２ 名誉博士に関する規程は別に定める。 
 （客員教員） 
第４９条の７ 本学に客員教員の称号を設ける。 
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２ 客員教員に関する規程は別に定める。

（臨床教員）

第４９条の８ 本学に臨床教員の称号を設ける。

２ 臨床教員に関する規程は別に定める。

（職務）

第５０条 教職員の職務は、学校教育法及び本学で定める規程による。

第９章 教授会及び委員会

（教授会の設置及び構成）

第５１条 学部に教授会を置く。教授会は学部長、学科長及び教授をもって構成する。た

だし、学部長が必要と認めたときは構成員以外の教職員の出席をもとめることができる。 
（招集及び議長）

第５２条 教授会は、原則としてあらかじめ議案を通知して学部長がこれを招集し、その

議長 となる。学部長に事故があるときはあらかじめ学部長の指名した者が代行する。 
（審議事項）

第５３条 教授会は、次に掲げる事項を審議する。

（１） 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項

（２） 学位の授与に関する事項

（３） 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を

聴くことが必要なものとして学長が定める事項

（４） 教育及び研究にかかわる規則及び組織に関する事項

（５） 教育課程及び履修方法に関する事項

（６） 学生の試験に関する事項

（７） 学生の休学、転学、退学に関する事項

（８） 学生の賞罰に関する事項

（９） 学生の厚生補導に関する事項

（１０） その他教育及び研究に関する重要事項

（１１） 上記各号に関する諸規程の制定・改廃に関する事項

（１２） 学部運営上学部長が必要と認めた事項

２ 前項第１号から第３号については、学長に意見を述べることとし、第４号以降につい

ては、学長の求めに応じ学長に意見を述べることができる。

３ 教授会運営内規は別に定める。

（委員会）

第５４条 本学又は学部に教育、厚生補導、図書施設等に関して委員会を設けることがで

きる。

２ 委員会に関する規程は別に定める。

第１０章 付属施設

（付属施設）

第５５条 本学に付属の図書館を置く。

２ 本学には、前項に定めるほか、付属の研究所、センタ―、その他必要な教育研究施設

を置くことができる。

３ 付属施設に関する規則は、別に定める。

第１１章 厚生、保健施設

（厚生・保健施設）

第５６条 本学の教職員、学生の保健医療及び厚生のため、医務室、休養室その他を設け

る。

第１２章 学生寮
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（学生寮）

第５７条 本学に学生寮を設ける。

２ 学生寮に関する規程は別に定める。

第１３章 賞罰

（表彰）

第５８条 次の各号の一に該当する者に対し、学長は、これを賞することができる。

（１） 成績特に優秀なる者

（２） 品行方正にして他学生の模範となる者

２ 前項以外にも、学長が特別に優秀と認めた者については、これを賞することができる。

（懲戒）

第５９条 本学の学則に背き又は本学の秩序を乱し、学生としての本分に反した行為のあ

るときは、学長はこれを懲戒する。懲戒は、譴責、停学及び退学とする。

２ 前項の退学は次の各号の一に該当する者に対して行う。

（１） 性行不良で改善の見込みがないと認められた者

（２） 学業を怠り成績不良で成業の見込みがないと認められた者

（３） 正当な理由なくして出席が常でない者

（４） 著しく学生の本分に反し、本学の秩序を乱した者

３ 第１項の懲戒が正式に決定するまでの期間、学長は当該学生に対し、自宅謹慎を命じ

ることができる。なお、停学の懲戒を受けた場合、自宅謹慎期間を停学期間に含めるこ

とができる。

４ 懲戒に関しては、別に定める。

第６０条 （削除）

第１４章 公開講座、研究生、科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生

（公開講座）

第６１条 本学は、社会人の教養と文化の向上に資するため、公開講座を開催することが

できる。

（研究生）

第６２条 本学において特定の専門事項に関する研究に従事することを願い出た者には、

選考の上、研究生として受入れを許可することがある。

２ 研究生に関する規程は、別に定める。

３ 研究生の研究料は別に定める。

（科目等履修生）

第６３条 授業科目の履修を願い出た者には、本学の教育に支障のない限りにおいて科目

等履修生として受入れを許可することがある。

２ 科目等履修生が履修した授業科目については、第１３条及び第１４条の規定により所

定の単位を与えることができる。

３ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。

４ 科目等履修生の履修料は別に定める。

（特別聴講学生）

第６４条 他の大学又は短期大学の学生で、本学において授業科目の履修を願い出た者に

は、当該他大学又は短期大学との協議に基づき、特別聴講学生として受入れを許可する

ことがある。

２ 特別聴講学生に関する規程は、別に定める。

３ 特別聴講学生の受講料は別に定める。

（外国人留学生）

第６５条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願

する者があるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。

２ 外国人留学生に関する規程は、別に定める。
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（学則の準用）

第６６条 研究生、科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生には、別に規定するほ

か、本学則を準用する。ただし、研究生、科目等履修生及び特別聴講学生については、

第６条、第２２条の２条第１項及び第２項を準用しない。

２ （削除）

３ （削除）

第１５章 奨学金制度

（奨学金）

第６７条 本学は、建学の精神に基づき、学生に対してその学資を補助し、将来の大成を

助成するために奨学金制度を設ける。

２ 奨学金制度の詳細については別に定める。

附 則

昭和４０年１月２５日 

昭和４２年１月２８日改正 

昭和４４年４月 １日改正 

昭和４５年４月１０日改正 

昭和４６年４月１日改正。ただし、昭和４６年３月３１日以前から在学している者には、

第１１条及び第３７条については、なお従前の例による。 

昭和４７年４月１日改正。ただし、昭和４７年３月３１日以前から在学している者には、

第３７条については、なお従前の例による。 

昭和４８年４月１日改正。ただし、昭和４８年３月３１日以前から在学している者には、

第３７条並びに第３８条については、なお従前の例による。 

昭和４９年４月１日改正。ただし、昭和４９年３月３１日以前から在学している者には、

第３７条並びに第３８条については、なお従前の例による。また、入学考査料について

は入学志願時から適用する。 

昭和５０年４月１日改正。ただし、昭和５０年３月３１日以前から在学している者には、

第３７条並びに第３８条については、なお従前の例による。 

昭和５１年４月１日改正。ただし、昭和５１年３月３１日以前から在学している者には、

第３７条並びに第３８条については、なお従前の例による。 

昭和５２年４月１日改正。ただし、昭和５２年３月３１日以前から在学している者には、

第３７条並びに第３８条については、なお従前の例による。 

昭和５３年４月１日改正。ただし、昭和５３年３月３１日以前から在学している者には、

第３７条並びに第３８条については、なお従前の例による。 

昭和５４年４月１日改正。ただし、昭和５４年３月３１日以前から在学している者には、

第３６条並びに第３７条については、なお従前の例による。 

昭和５５年４月１日改正。ただし、昭和５５年３月３１日以前から在学している者には、

第３６条並びに第３７条については、なお従前の例による。 

昭和５６年４月１日改正。ただし、昭和５６年３月３１日以前から在学している者には、

第３６条並びに第３７条については、なお従前の例による。 

昭和５７年４月１日改正。ただし、昭和５７年３月３１日以前から在学している者には、

第３６条並びに第３７条については、なお従前の例による。 

昭和５８年４月１日改正。ただし、昭和５８年３月３１日以前から在学している者には、

第３６条並びに第３７条については、なお従前の例による。 

附 則（第９条第２項、第１８条、第１９条、第３１条第２項追加、第５１条改正、

第９条第３項、第３１条一部改正） 

この学則は、昭和５９年４月１日から施行する。 

昭和５９年３月３１日以前から在学している者には、第３８条並びに第３９条につ

いては、なお従前の例による。 
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附 則（第３８条別表５一部改正） 

この学則は、昭和６０年４月１日から施行する。 

昭和６０年３月３１日以前から在学している者には、第３８条並びに第３９条につ

いては、なお従前の例による。 

附 則（第９条第３項別表（１）、別表（２）、第３８条別表（５） 一部改正） 

この学則は、昭和６１年４月１日から施行する。 

昭和６１年３月３１日以前から在学している者には、第３８条並びに第３９条につ

いては、なお従前の例による。 

附 則（第９条第３項別表（１）、第３８条別表（５） 一部改正） 

この学則は、昭和６２年４月１日から施行する。 

昭和６２年３月３１日以前から在学している者には、第３８条並びに第３９条につ

いては、なお従前の例による。 

附 則（第１８条、第５９条、第６３条第３項追加、第６３条第３項一部追加、第

９条第３項別表（１）、別表（２）、第２１条第１項第２号、第４号、第３９条別表（５）

第６３条第１項一部改正） 

この学則は、昭和６３年４月１日から施行する。 

昭和６３年３月３１日以前から在学している者には、第３９条並びに第４０条につ

いては、なお従前の例による。 

附 則（第８条、第９条第２項、第９条第３項別表（１）及び別表（１）―２、第

１３条、第２０条、第３９条別表（５）一部改正） 

この学則は、平成元年４月１日から施行する。 

平成元年３月３１日以前から在学している者には、第１３条、第３９条並びに第４０

条については、なお従前の例による。 

第３９条並びに第４０条別表（５）のうち、平成元年３月３１日までに入学を許可さ

れた者に係る入学金については、なお従前の例による。 

附 則（第２１条の２第２項一部改正） 

この学則は、平成２年４月１日から施行する。ただし、平成２年３月３１日以前から

在学している者には、第１３条、第２１条の２第２項、第３９条並びに第４０条につい

ては、なお従前の例による。 

附 則（第９条第３項別表（１）、第３９条別表（５） 一部改正） 

この学則は、平成３年４月１日から施行する。ただし、平成３年３月３１日以前から

在学している者には、第１３条、第２１条の２第２項、第３９条並びに第４０条につい

ては、なお従前の例による。 

附 則（第２１条第３項一部改正） 

この学則は、平成３年７月１日から施行する。ただし、平成３年３月３１日以前から

在学している者には、第１３条、第２１条の２第２項、第３９条並びに第４０条につい

ては、なお従前の例による。 

附 則（第３９条・第４０条別表（５） 一部改正） 

この学則は、平成３年１０月１日から施行する。ただし、平成３年９月３０日までに

納付する入学金、施設設備資金については、なお従前の例による。また、平成３年３月

３１日以前から在学している者には、第１３条、第２１条の２第２項についてはなお従

前の例による。 

附 則（第４条、第３９条・第４０条別表（５） 一部改正、第４１条） 

この学則は、平成４年４月１日から施行する。 

第４条の規定にかかわらず平成４年度から平成１１年度までの入学定員は、次のとお

りとする。 

学  部 学 科 入 学 定 員 

文   学   部 
日 本 文 学 科 ２００名 

英 米 文 学 科 ２００名 

平成４年３月３１日以前から在学している者には、第１３条、第３９条、第４０条第
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４１条については、なお従前の例による。 

附 則（第３条追加、第５条、第８条第２項、第２４条、第４０条・第４１条別表

（５）、第５９条、第６０条、第６１条、第６２条、第６３条、第６４条一部改正、第３９

条・第４０条別表（５） 一部改正、第４１条） 

この学則は、平成５年４月１日から施行する。平成５年３月３１日以前から在学して

いる者には、第４０条、第４１条については、なお従前の例による。 

附 則（第４０条・第４１条別表（５）改正） 

この学則は、平成６年４月１日から施行する。平成６年３月３１日以前から在学して

いる者には、第４０条、第４１条については、なお従前の例による。 

附 則（第４条、第５条、第１０条第３項別表（１）及び別表（１）―２、第１１

条第２項別表（２）（３）（４）、第１９条第３項追加、第２０条、第２１条、第２２条、第

４０条・第４１条別表（５） 改正） 

この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

第５条の規定にかかわらず平成７年度から平成１１年度までの入学定員は、次のとお

りとする。 

学  部 学 科 入 学 定 員 

文  学  部 
日 本 文 学 科 １５０名 

英 米 文 学 科 １５０名 

また、平成７年３月３１日以前から在学している者には、第１０条第３項別表（１）

及び別表（１）―２、第１１条第２項別表（２）（３）（４）、第２０条、第２１条、第２

２条については、なお従前の例による。 

附 則（第１０条・第２２条の２別表（２） 一部追加、並びに第２項一部追加及び

第２２条の５追加） 

この学則は、平成８年４月１日から施行する。ただし、平成８年３月３１日以前から

在学している者には、第４１条、第４２条については、なお従前の例による。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条、第２２条の２別表（２）、第２２条

の３別表（３）、第２２条の４別表（４）、第２２条の５別表（５）、第４１・第４２条別表

（７）、第５１条、第５２条、第５４条一部改正、第２２条の６及び別表（６）追加） 

この学則は平成９年４月１日から施行する。ただし、平成９年３月３１日以前から在

学している者には、第４１条、第４２条については、なお従前の例による。 

附 則（第４条一部追加、第５条削除、第１０条第１項、第１０条第３項別表（１）

及び別表（１）―２一部追加、第１２条改正、第２０条第２項、第２１条、第２２条第１

及び３項、第２２条の２第２項、第４１条別表（７）、第５１条一部追加） 

この学則は、平成１０年４月１日から施行する。ただし、平成１０年３月３１日以前

から在学している者には、第４１条、第４２条については、なお従前の例による。 

附 則（第４条、第１０条第１項及び第３項別表（１）―２備考、第２０条第２項、

第２１条、第２２条第１項及び第３項、第２２条の２別表（２）及び第２項、第２２条の

４別表（４）、第２２条の６別表（６）、第４１条別表（７）、第５１条一部改正） 

この学則は、平成１１年４月１日から施行する。ただし、平成１１年３月３１日以前

から在学している者には、第４１条、第４２条については、なお従前の例による。 

附 則（第４条、第１０条第１項及び第３項別表（１）、第２０条第２項、第２１条、

第２２条第１項、第２２条の２第２項一部改正） 

この学則は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、平成１２年３月３１日以

前から在学している者の学費は、第４１条、第４２条の規定にかかわらず、なお従前

の例による。 

２ 第４条の規定にかかわらず、平成１５年度までの入学定員は次のとおりとする。 

年度等 

学科 

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 

入 学 定 員 入 学 定 員 入 学 定 員 入 学 定 員 
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日本語･日本文学

科 
２５５名 ２３５名 ２１５名 １９５名 

英語･英米文学科         ２６０名 ２４５名 ２３０名 ２１５名 

３ 第２０条第２項については平成１２年度入学生から適用する。平成１２年３月３１日

以前から在学している者については、なお従前の例による。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（２）、第２２条第４項、

第２２条の２第２項一部改正） 

この学則は、平成１３年４月１日から施行する。ただし、平成１３年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条、第４２条の規定にかかわらず、なお従前の例

による。第２２条第３項については、平成１３年度入学生から適用し、平成１３年３月

３１日以前から在学している者については、なお従前の例による。 

附 則（第３章 授業科目及び履修方法並びに単位算定基準、第１０条第３項別表

（１）、第７章学費、第４１条別表（７）一部改正及び各条文を整理し、簡潔な「項目」の

追加 ） 

この学則は、平成１４年４月１日から施行する。ただし、平成１４年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第１章第１条、第２条、第４条、第４条の２、第４条の３、第３章第１０

条第３項別表（１）、第１１条、第１１条第２項、第５章第２２条、第２２条第（１）（２）

（３）号、第２２条の２、第２２条の３、第２２条の３第２項一部改正、第２２条の８、

第２２条の９追加 改正） 

１ この学則は、平成１５年４月１日から施行する。ただし、平成１５年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 武蔵野女子大学は、平成１５年３月３１日現在、同大学（通信教育部を除く）に在学

する者が、在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

３ 前項の期間、武蔵野大学の学長、その他の教職員は武蔵野女子大学の学長その他の教

職員を兼ねるものとする。 

４ 第４条の規定にかかわらず、平成１６年度までの入学定員は次のとおりとする。 

学 科・専 攻 平成１５年度 平成１６年度 

環境学科 
環境アメニティ専攻 ６０名 ６０名 

住環境専攻 ６０名 ６０名 

附 則（第１章第４条、第３章第１０条第３項別表（１）、第５章第２２条、第２２

条第（４）号、第２２条の２、第７章第４１条別表（７）一部追加、第６章第２４条一部

改正） 

この学則は、平成１６年４月１日から施行する。ただし、平成１６年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条規定にかかわらず、なお従前の例による 

附 則（第１章第４条、第３章第１０条第３項別表（１）、別表（１）―２、第１１

条第２項別表（２）～（６）及び（８）（９）、第１２条第２・３項別表（１）―３、別表

（７）備考、第４章第２１条別表（１）―２備考、第５章２２条―２２条第（１）（２）（３）

（４）号、第２２条の２、第７章第４１条別表（７）、第９章第５３条一部追加及び改正） 

この学則は、平成１６年４月１日から施行する。ただし、平成１６年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第１章第４条、第５章第２２条第（１）・（２）・（３）・（４）号、第６章第

２４条一部改正） 

この学則は、平成１７年４月１日から施行する。ただし、平成１７年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第４条、第６条、第１０条第３項別表（１）、第１２条第３項別表（１）―

３、第２２条、第２２条第（４）号、第２２条の２、第２２条の３ 一部改正、 第２２

条第（５）号、第４１条別表（７）一部追加) 
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１ この学則は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、平成１８年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 薬学部薬学科において、平成１８年３月３１日以前から在学している者は、第６条、

第１０条第３項別表（１）、第１２条第３項別表（１）―３、第２２条、第２２条第（４）

号については、なお従前の例による。 

附 則（第４条、第９条、第１０条第３項別表（１）、第１２条第３項別表（１）―

３、第２２条、第２２条第（３）号、第２２条の２、第２２条の３別表（２）、及び第２項、

第２２条の９、及び別表（９）、第４１条別表（７）、第４９条、第５１条 一部改正、第３

８条第（４）号追加） 

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。ただし、平成１９年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 第４９条第７号の助手の取扱については、当分の間(平成 22 年 3 月 31 日まで)従前の

例による。 

附 則（第２条第２項追加、第４条、第１０条第３項別表（１）・別表（１）―２、

第１１条第２項別表（２）（３）（４）（６）（８）（９）、第１２条第３項別表（１）―３、

第２１条、第２２条、第２２条の２、第２２条の３別表（２）、第２２条の３第２項、第２

２条の４別表（３）、第２２条の５別表（４）、第２２条の７別表（６）、第２２条の 8 別表

（８）、第２２条の９別表（９）、第４１条別表（７） 一部改正） 

１ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。ただし、平成２０年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 平成２０年３月３１日以前から、現代社会学部現代社会学科に在学している者につい

ては、第４条、第１０条第３項別表（１）及び別表（１）―２、第１１条第２項別表（２）

（３）（４）（６）、第１２条第３項別表（１）―３、第２１条、第２２条、第２２条第

（２）号、第２２条の２、第２２条の３別表（２）、第２２条の３第２項、第４１条別

表（７）の規定にかかわらず、なお、従前の例による。ただし、第２条第２項の学科の

教育目的については、次のとおりとする。

〈現代社会学科〉 

さまざまな課題をかかえる現代社会で、社会科学の専門的な知識を理解するとともに、

他の分野との関わり合いを総合的に学び、自己の確立をめざし、多様な課題発見・

解決できる人材の育成を目的とする。 

附 則（第２条の２、第４条、第１０条第３項別表（１）及び別表（１）―２、第

１１条第２項別表（２）（３）（４）（６）（９）（１０）、第１２条第３項別表（１）―３、

第２１条、第２２条、第２２条の２、第２２条の３別表（２）、第２２条の３第２項、第２

２条の４別表（３）、第２２条の５別表（４）、第２２条の７別表（６）、第２２条の８別表

（８）、第２２条の９別表（９）、第３１条の３、第３１条の４、第４１条別表（７）一部

改正、第２２条の１０別表（１０）、第３１条の５追加） 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、平成２１年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 第１２条（単位）人間関係学部児童学科については、講義１５時間、演習３０時間、

学内実習３０時間、配属実習及び実技４５時間をもってそれぞれ１単位とする。 

附 則（第２条第２項第（５）号、第４条、第１０条第３項別表（１）、別表（１）

―２、第１１条第２項別表（２）（３）（４）（６）（８）（９）（１０）、第１２条第３項別表

１―（３）、第２２条、第２２条の３別表（２）、第２２条の４別表（３）、第２２条の５別

表（４）、第２２条の７別表（６）、第２２条の８別表（８）、第２２条の９別表（９）、第

２２条の１０別表（１０）、第４１条別表（７）、第５９条第３項一部改正） 

１ この学則は、平成２２年４月１日から施行する。ただし、平成２２年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 平成２２年３月３１日以前から、環境学部環境学科住環境専攻に在学している者につ

いては、第２条第２項第（５）号、第４条、第１０条第３項別表（１）、第１１条第２

項別表（２）（３）（４）（６）、第１２条第３項別表１―（３）、第２２条、第２２条の
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３別表（２）、第２２条の８、第４１条別表（７）の規定にかかわらず、なお、従前の

例による。 

附 則（第４条の４条文追加、第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）、

別表（１）―２、第１１条第２項別表（２）（３）（４）（６）（８）（９）、第１２条第３項

別表（１）―３、第２１条、第２２条、第２２条の２、第２２条の３別表（２）、第２項、

第２２条の４別表（３）、第２２条の５別表（４）、第２２条の７別表（６）、第２２条の８

別表（８）、第２２条の９別表（９）、第４１条別表（７）一部改正） 

この学則は、平成２３年４月１日から施行する。ただし、平成２３年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第４１条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第１条、第２条第２項、第４条、第４条の３第２項、第１０条第３項別表

（１）（１）―２、第１１条第１項、第２項別表（２）（３）（４）（６）（５）（８）（１１）、

第１２条第３項別表（１）―３、第２１条、第２２条第１項、第２２条の２、第２２条の

３第１項別表（２）、第２項、第２２条の４別表（３）、第２２条の８別表（８）、第２９条、

第３０条、第３１条、第３１条の３第１０号、第４１条別表（７） 一部変更、第２２条

の１１追加） 

  この学則は、平成２４年４月１日から施行する。ただし、平成２４年３月３１日以前

から在学している者については、第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）（１）

―２、第１１条第１項、第２項別表（２）（３）（４）（５）（６）（８）（１１）、第１２

条第３項別表（１）―３、第２１条、第２２条第１項、第２２条の２、第２２条の３第

１項別表（２）、第２項、第２２条の４別表（３）、第２２条の８別表（８）、第３１条

の３第１項第１０号、第４１条別表（７）の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

附 則（第４条、第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（１１）、第４１

条別表（７） 一部変更） 

  この学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、平成２５年３月３１日以前

から在学している者については、第４条、第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項

別表（１１）の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

附 則（第４条、第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（１１）、第１２

条第３項別表（１）―３、第２２条第１項、第２２条の３第１項別表（２）、第２項、第４

１条別表（７） 一部変更、第５８条第２項 追加） 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、平成２５年３月３１日以前

から在学している者については、第４条、第１１条第２項別表（１１）、第２２条の３

第２項、第４１条別表（７）の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

２ 薬学部の｢一般用医薬品学実習｣｢生薬療法学実習｣｢病理学｣｢レギュラトリーサイエン

ス概論｣｢卒業研究１｣｢卒業研究２｣｢卒業研究３｣｢卒業研究４｣を除き、平成２５年３月

３１日以前から在学している者の授業科目については、第１０条第３項別表（１）の規

定にかかわらず、なお、従前の例による。 

３ 平成２５年３月３１日以前から在学している者の卒業の要件については、第２２条第

１項の規定にかかわらず、なお、従前の例による。ただし、薬学部については、下表の

とおりとする。 

入学年度(平成) 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

卒業所要単位数 204.5 238 238 237 235 

附 則（第２条第２項、第４条、第４条の５、第１０条第３項別表（１）（１）―２、

第１１条第２項別表（２）（３）（４）（６）、第１２条第３項別表（１）―３、第２１条、

第２２条第１項、第２２条の２、第２２条の３第１項別表（２）、第２項、第４１条別表（７）

一部変更、第４条の５ 追加） 

１ この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２６年３月３１日以前

から在学している者については、第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）（１）

―２、第１１条第２項別表（２）（３）（４）（６）、第１２条第３項別表（１）―３、第

２１条、第２２条第１項、第２２条の２、第２２条の３第１項別表（２）、第２項、第
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４１条別表（７）の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

２ 政治経済学部政治経済学科及び政治経済学部経営学科は平成２６年度より募集を停止

する。ただし、同学科は同学科の学生が在学しなくなる日までの間、存続するものとす

る。 

附 則（第４条、第１０条第３項別表（１）、（１）―２、第１１条第２項別表（２）

（６）（８）（９）（１０）、第１２条第３項別表（１）―３、第２２条第１項、第２２条の

３第１項別表（２） 一部変更） 

この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２６年３月３１日以前

から在学している者については、第４条、第１０条第３項別表（１）、（１）―２、第１

１条第２項別表（２）（６）（８）（９）（１０）、第１２条第３項別表（１）―３、第２２

条第１項、第２２条の３第１項別表（２）の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

附 則（第１０条第３項別表（１） 一部変更） 

この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２６年３月３１日以前

から在学している者については、第１０条第３項別表（１）の規定にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則（第２条、第４条、第１０条第３項別表（１）、（１）―２、第１２条第３項

別表（１）―３、第２２条第１項、第２２条の３第２項、第４４条 一部変更） 

１ この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２６年３月３１日以前

から在学している者については、第２条、第４条、第１０条第３項別表（１）―２、第

１２条第３項別表（１）―３、第２２条第１項、第２２条の３第２項の規定にかかわら

ず、なお、従前の例による。 

２ 薬学部の「卒業研究１」「卒業研究２」｢卒業研究３｣「卒業研究４」を除き、平成２６

年３月３１日以前から在学している者の授業科目については、第１０条第３項別表（１）

の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）（１）―２、第１１条第

２項別表（２）（３）（４）（６） （８）、第１２条第３項別表（１）―３、第２１条、第２

２条第１項、第２２条の２、第２２条の３第１項別表（２）、第２項、第２２条の８、第４

１条別表（７） 一部変更） 

１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、平成２７年３月３１日以前

から在学している者については、第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）（１）

―２、第１１条第２項別表（２）（３）（４）（６）（８）、第１２条第３項別表（１）―

３、第２１条、第２２条第１項、第２２条の２、第２２条の３第１項別表（２）、第２

項、第２２条の８、第４１条別表（７）の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

２ 環境学部環境学科は平成２７年度より募集を停止する。ただし、同学科は同学科の学

生が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第２２条第１項 一部変更） 

１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、薬学部薬学科において、平

成２７年３月３１日以前から在学している者については、第１０条第３項別表（１）、

第２２条第１項の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

２ グローバル・コミュニケーション学部グローバル・コミュニケーション学科、法学部

法律学科、政治学科、経済学部経済学科、経営学科、人間科学部人間科学科において、

平成２６年３月３１日以前から在学している者については、第１０条第３項別表（１）

の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

附 則（第２条の２、第８条、第１０条第３項別表（１）（１）―２、第１１条第２

項別表（２）（６）（８）（１０）、第２２条、第２２条の２、第２８条、第３１条の２、第

３１条の５、第３２条、第３３条、第３３条の２、第３３条の３、第４１条別表（７）、第

５３条、第５８条、第５９条 一部変更） 

１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、平成２７年３月３１日以前

から在学している者については、第１１条第２項別表（２）（８）（１０）、第４１条別

表（７）（科目等履修生の 4 学期制の取扱いを除く）の規定にかかわらず、なお、従前
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の例による。 

２ 平成２６年３月３１日以前から在学している者については、第１０条第３項別表（１）

―２、第１１条第２項別表（６）の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

３ 文学部日本文学文化学科、法学部法律学科、政治学科、経済学部経済学科、経営学科、

人間科学部人間科学科、社会福祉学科、教育学部児童教育学科、薬学部薬学科において、

平成２７年３月３１日以前から在学している者については、第１０条第３項別表（１）

（共通科目の「オリンピック文化論」を除く）の規定にかかわらず、なお、従前の例に

よる。 

４ グローバル・コミュニケーション学部グローバル・コミュニケーション学科において、

平成２６年３月３１日以前から在学している者については、第１０条第３項別表（１）

（共通科目の「オリンピック文化論」を除く）の規定にかかわらず、なお、従前の例に

よる。 

５ 看護学部看護学科において、平成２７年３月３１日以前から在学している者について

は、第１０条第３項別表（１）、第２２条第１項の規定にかかわらず、なお、従前の例

による。また、第２２条第５項は適用しないものとする。 

６ 文学部日本文学文化学科、グローバル・コミュニケーション学部グローバル・コミュ

ニケーション学科、法学部法律学科、政治学科、人間科学部人間科学科、社会福祉学科、

教育学部児童教育学科、薬学部薬学科において、平成２７年３月３１日以前から在学し

ている者については第２２条第１項（成果に基づき単位認定する科目の取扱いを除く）

の規定にかかわらず、なお、従前の例による。

７ 経済学部経済学科、経営学科において、平成２７年３月３１日以前から在学している

者については第２２条第１項（自由選択科目の他学部・他学科の学科科目の取扱い及び

成果に基づき単位認定する科目の取扱いを除く）の規定にかかわらず、なお、従前の例

による。 

附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）（１）―２、第１１条第

１項、第２項別表（２）（３）（４）（５）（６）、第１２条第３項別表（１）―３、第２１条、

第２２条第１項、第２２条の２、第２２条の３第１項別表（２）、第２項、第２２条の６、

第３８条、第４１条別表（７） 一部変更 

１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、平成２８年３月３１日以前

から在学している者については、第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）―

２、第１１条第２項別表（３）（４）（教育学部を除く）（６）、第１２条第３項別表（１）

―３、第２１条、第２２条第１項、第２２条の２、第２２条の３第１項別表（２）（「教

職特殊研究Ａ」「教職特殊研究Ｂ」を除く）、第２項、第３８条、第４１条別表（７）の

規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

２ グローバル・コミュニケーション学部グローバル・コミュニケーション学科は平成２

８年度より募集を停止する。ただし、同学科は同学科の学生が在学しなくなる日までの

間、存続するものとする。 

３ グローバル・コミュニケーション学部グローバル・コミュニケーション学科、経済学

部経営学科、教育学部児童教育学科において、平成２８年３月３１日以前から在籍して

いる者については、第１０条第３項別表（１）の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。 

４ 薬学部薬学科において、平成２７年４月１日以降に入学した者については、第１０条

第３項別表（１）（学科科目の「微生物医薬品学２」を除く）の規定にかかわらず、な

お従前の例による。 

附 則（第２条第１項、第２項、第４条、第１０条第２項、第３項別表（１）、（１）

―２、第１１条第２項別表（６）、第１２条第３項別表（１）―３、第２２条第１項第２号、

第５号、第６号、第７号、第２２条の２第１項、第２項、第２３条、第３１条の４第１項、

第４１条別表（７）、第６３条第２項 一部変更、第１２条第４項、第３１条の４第３項 追

加） 

１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、平成２８年３月３１日以前
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から在籍している者については、第２条第２項、第４条、第１１条第２項別表（６）、

第１２条第３項、第２２条第１項第５号、第２３条、第４１条別表（７）の規定にかか

わらず、なお従前の例による。 

２ 教育学部児童教育学科において、平成２７年３月３１日以前から在籍している者につ

いては、第２２条第１項第７号の学校教育専修理科コース及び学校教育専修保健体育コ

ースの必修単位数の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 平成２８年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）

の適用については別に定める。 

附 則（第４条、第１０条第３項別表（１）、第４１条別表（７） 一部変更） 

この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２９年３月３１日以前

から在学している者については、第４条、第１０条第３項別表（１）、第４１条別表（７）

の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（９）、第２２条第１項第

１号、第３号、第４号、第５号、第６号、第７号、第８号、第９号 一部変更） 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２９年３月３１日以前

から在籍している者については、第１１条第２項別表（９）、第２２条第１項第１号、

第３号、第４号、第５号、第６号、第７号、第８号、第９号の規定にかかわらず、なお

従前の例による。

２ 平成２９年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）

の適用については別に定める。

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（９）、第１２条第３項別

表（１）―３、第２２条第１項第５号、第７号 一部変更） 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２９年３月３１日以前

から在籍している者については、第１１条第２項別表（９）、第１２条第３項別表（１）

―３、第２２条第１項第５号、第７号の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 平成２９年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）

の適用については別に定める。 

附 則（第２条第２項、第４条の３第２項、第８条第１項、第１０条第３項別表（１）、

（１）―２、第１１条第２項別表（２）、（３）、（４）、（６）、（８）、（９）、（１０）、（１１）、

第２２条第１項、第５項、第２２条の２第１項、第２２条の９、第２４条、第２５条、第

２７条第１項、第２９条第１項、第３１条の２第１項、第３１条の３第１項、第３２条第

１項、第３３条第１項、第３５条、第５５条第２項 一部変更）

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２９年３月３１日以前

から在籍している者については、第１１条別表（４）、第２２条第１項、第２２条の７、

第２２条の９、第２２条の１０、第２２条の１１の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

２ 平成２９年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）

の適用については別に定める。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第４１条別表（７） 一部変更） 

 この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、平成３０年３月３１日以前

から在籍している者については、第１０条第３項別表（１）、第４１条別表（７）の規

定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（３）、

第１２条第３項別表（１）―３、第２２条第１項、第２２条の２第１項、第４１条別表（７） 
 この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、平成３０年３月３１日以前

から在籍している者については、第２条第２項、第４条の規定にかかわらず、なお従前

の例による。 

附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）、（１）―２、第１１条

第２項別表（９）、第１２条第３項別表（１）―３、第２２条第１項、第２２条の２第１項、

第２２条の３、第２２条の９、第４１条別表（７） 一部改正） 
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１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、平成３０年３月３１日以前

から在籍している者については第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）―２、

第１１条第２項別表（９）、第２２条第１項、第２２条の３、第２２条の９の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

２ 平成３０年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）、

第１２条第３項別表（１）―３の適用については別に定める。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（９）、第２２条の２第１

項 一部改正） 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 平成３０年３月３１日以前から在籍している者についての第２２条の２第１項の適用

については別に定める。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（２）、（９）、第２２条の

第１項 一部改正）、第４１条別表（７） 

この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項、第１２条第３項別表（１）―３、

第２２条第１項、第２２条の２第１項、第２２条の３第１項、第２項、第４１条別表（７） 

一部改正） 

１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。ただし、平成３１年３月３１日以前

から在学している者については、第４条（教育学部児童教育学科の名称変更を除く）の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 平成３１年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）

の適用については、別に定める。 

３ 第２２条の２第１項の在籍要件及び第２２条の３第２項の教育学科の取得免許状につ

いては、平成３０年４月１日に遡って適用する。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（２）、第１２条第３項別

表（１）―３、第２１条、第２２条第１項、第２２条の３第２項） 

１ この学則は平成３１年４月１日から施行する。 

２ 第２１条外国人留学生の単位の読み替え及び第２２条１項日本事情に関する科目の単

位については、平成２７年４月１日に遡って適用する。 

附 則（第１２条の２ 追加、第３８条 一部変更） 

この学則は平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（第３条の２追加、第４条、第４条の４、第１０条第３項別表（１）、（１）

―２、第１１条第２項別表（９）、第１２条第３項別表（１）―３、第２１条、第２２条第

１項、第５１条 一部変更） 

１ この学則は令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和２年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）の

適用については、別に定める。 

附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（９）、

第１２条第３項別表（１）―３、第２２条第１項、第２２条の２第１項、第２２条の３第

１項第２項、第２２条の９、第４１条別表（７） 一部変更） 

この学則は令和２年４月１日から施行する。ただし、令和２年３月３１日以前から在学 

している者については教育学部こども発達学科の名称変更を除き、第４条、第１０条第３ 

項別表（１）、第１１条第２項別表（９）、第２２条第１項、第４１条別表（７）の規定に

かかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（６）、第２２条第１項一

部変更） 

１ この学則は令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和２年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）、第

１１条第２項別表（６）の適用については、別に定める。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第２２条第１項一部変更） 
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１ この学則は令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和２年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）の

適用については、別に定める。 

附 則（第８条、第１０条第２項、第３項別表（１）及び別表（１）―２、第１１

条別表（６）（８）（９）（１０）、第１２条第３項別表（１）―３一部変更、第２１条削

除、第２２条第１項一部変更） 

１ この学則は令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和３年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）の

適用については、別に定める。 

３ 令和３年３月３１日以前から在籍している者については、第１０条第２項、第１０条

第３項別表（１）―２、第１１条別表（６）（８）（９）（１０）、第１２条第３項別表（１）

―３、第２１条、第２２条第 1 項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）、第１１条別表（１１）、

第１２条第３項別表（１）―３一部変更、第２２条第１項、第２２条の２、第４１条別

表（７）一部変更） 

１ この学則は令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和３年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）の

適用については、別に定める。 

３ 令和３年３月３１日以前から在籍している者については、第４条、第１１条別表（１

１）、第１２条第３項別表（１）―３、第４１条別表（７）の規定にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第２２条第１項 一部変更、第１１条別表（１

２）追加）

１ この学則は令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）、第

１１条別表（１２）の適用については、別に定める。 

３ 令和４年３月３１日以前から在籍している者については、第２２条第１項の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（１２）一部変更） 

１ この学則は令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）、第

１１条第２項別表（１２）の適用については、別に定める。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（２）、（３）、（８）、（９）

変更） 

１ この学則は令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）、第

１１条第２項別表（２）、（３）、（８）、（９）の適用については、別に定める。 

３ 第１１条第２項別表（８）備考欄に記載の二級・木造建築士指定科目に係る必要 

単位数については、令和２年３月１日以降に受験するすべての学生に適用する。 

附 則（第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（２）、（６）、（９）、第２

２条、第４９条、第４９条の２、第６７条 一部変更、第４９条の３、４、５、６、

７、８ 追加） 

１ この学則は令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）、第

１１条第２項別表（２）、（６）、（９）、第２２条の適用については、別に定める。 

附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）、第１１条第２項別表（２）、

第１２条第３項別表（１）－３、第２２条、第２２条の２、第２２条の３、第４１条

別表（７）、第４９条 一部変更、第２条の２第３項追加、第４９条の２、第４９条の

３削除） 

１ この学則は令和５年４月１日から施行する。 
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２ 令和５年３月３１日以前から在籍している者についての第１０条第３項別表（１）の

適用については、別に定める。 

３ 工学部環境システム学科は令和５年度より募集を停止する。ただし、同学科は同学科

の学生が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

附 則（第１０条第３項別表（１） 一部変更） 

１ この学則は令和５年４月１日から施行する。

２ 令和５年３月３１日以前から在籍している経営学部経営学科及び経営学部会計ガバナ

ンス学科の学生についての第１０条第３項別表（１）の適用については、別に定める。 
附 則（第２条第２項、第４条、第１０条第３項別表（１）、第１２条第３項別

表（１）－３、第２２条、第２２条の２、第４１条別表（７） 一部変更） 

この学則は令和６年４月１日から施行する。 
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文学部日本文学文化学科
別表（１）

必修 選択
文学部 〔共通科目〕
日本文学文化学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1

備考
区 分

学 科
授業科目

単位数

日本文学文化
1/4
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文学部日本文学文化学科
別表（１）

必修 選択
備考

区 分
学 科

授業科目
単位数

スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

日本文学文化
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文学部日本文学文化学科
別表（１）

必修 選択
備考

区 分
学 科

授業科目
単位数

フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔教職関連〕
日本国憲法 2 教職必修

〔学科科目〕
【学科基礎科目】
古代文学 2
中古文学 2
中世文学 2

　近世文学 2
　近代・現代文学 2
日本語学概論Ⅰ 2
日本語学概論Ⅱ 2
入門ゼミＡ 2

　入門ゼミＢ 2
漢文学 2
日本文学史Ⅰ（古典） 2
日本文学史Ⅱ（近現代） 2
小説の歴史 2
武蔵野学 2

【学科展開科目】
プレゼミ１Ａ 2
プレゼミ１Ｂ 2
プレゼミ２Ａ 2
プレゼミ２Ｂ 2
ゼミＡ 2
ゼミＢ 2

日本文学文化研究調査実習Ⅰ 1
日本文学文化研究調査実習Ⅱ 1
日本文学文化研究調査実習Ⅲ 1
日本文学文化研究（日本書誌学と文献資料講読） 2

【卒業論文・卒業制作】
卒論ゼミ 4
卒業論文 4

【文学・語学コース】
日本文学特講Ⅰ（奈良時代の作家と作品） 2
日本文学特講Ⅱ（平安時代の作家と作品） 2
日本文学特講Ⅲ（鎌倉・室町時代の作家と作品） 2
日本文学特講Ⅳ（江戸時代の作家と作品） 2
日本文学特講Ⅴ（近代・現代の作家と作品） 2
日本文学特講Ⅵ（戦前・戦後の作家と作品） 2

日本文学文化
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文学部日本文学文化学科
別表（１）

必修 選択
備考

区 分
学 科

授業科目
単位数

日本文学特講Ⅶ（児童文学の作家と作品） 2
日本文学研究Ⅰ（奈良時代の文学と文化） 2
日本文学研究Ⅱ（平安時代の文学と文化） 2
日本文学研究Ⅲ（鎌倉・室町時代の文学と文化） 2
日本文学研究Ⅳ（江戸時代の文学と文化） 2
日本文学研究Ⅴ（近代・現代の文学と文化） 2
日本文学研究Ⅵ（児童文学と詩の研究） 2
日本文学研究Ⅶ（近代・現代の文学と表現） 2
日本文学研究Ⅷ（近代・現代の文学と人生） 2
漢文学中国文学特講（漢文訓読学） 2
漢文学中国文学研究Ⅰ（和漢比較文学） 2
漢文学中国文学研究Ⅱ（日本漢文学） 2
日本語学特講（古代の日本語） 2
日本語学研究（近代の日本語） 2
仏教と日本文学文化 2

【文化・創作・芸術コース】
創作入門Ⅰ 2
創作入門Ⅱ 2
日本の演劇（古典芸能） 2
書道基礎 2
日本文化特講Ⅰ（日本の祭りと民話） 2
日本文化特講Ⅱ（日本の生活文化） 2
日本文化研究Ⅰ（朗読・語りと舞台演出） 2
日本文化研究Ⅱ（演劇実践演習） 2
比較文学特講（外国文学） 2
創作基礎Ⅰ（小説Ⅰ） 2
創作基礎Ⅱ（小説Ⅱ） 2
創作基礎Ⅲ（俳句） 2
創作基礎Ⅳ（短歌） 2
創作基礎Ⅴ（現代詩） 2
創作基礎Ⅵ（児童文学） 2
創作基礎Ⅶ（絵本） 2
創作研究Ⅰ（小説Ⅰ） 2
創作研究Ⅱ（小説Ⅱ） 2
創作研究Ⅲ（俳句） 2
創作研究Ⅳ（短歌） 2
創作研究Ⅴ（現代詩） 2
書道学特講Ⅰ（書道漢字） 2
書道学特講Ⅱ（書道仮名） 2

　書道学研究（書道応用） 2
書論・鑑賞 2
日文キャリア演習Ⅰ（編集デザイン） 2
日文キャリア演習Ⅱ（編集デザイン） 2

【副専攻】
日文特別ゼミⅠ 4
日文特別ゼミⅡ 4
日文特別ゼミⅢ 4
日文特別ゼミⅣ 4

日本文学文化
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グローバル学部グローバルコミュニケーション学科

別表（１）

必修 選択
グローバル学部 〔共通科目〕

【建学】
仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

グローバルコ
ミュニケーショ

ン学科

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部グローバルコミュニケーション学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1

【ＣＨＰ】
　ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部グローバルコミュニケーション学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【言語演習科目】
<日本語科目群>
日本語１Ａ 1
日本語１Ｂ 1
日本語１Ｃ 1
日本語１Ｄ 1
日本語２Ａ 1
日本語２Ｂ 1
日本語２Ｃ 1
日本語２Ｄ 1

<中国語科目群>
中国語１Ａ 1
中国語１Ｂ 1
中国語１Ｃ 1
中国語１Ｄ 1
中国語２Ａ 1
中国語２Ｂ 1
中国語２Ｃ 1
中国語２Ｄ 1
中国語３Ａ 1
中国語３Ｂ 1
中国語資格試験演習（初級）１ 1
中国語資格試験演習（初級）２ 1
中国語資格試験演習（初級）３ 1
中国語資格試験演習（中級）１ 1
中国語資格試験演習（中級）２ 1
中国語資格試験演習（中級）３ 1

<英語科目群>
English for Qualifications A 1
English for Qualifications B 1
English for Qualifications C 1
English for Qualifications D 1
Practical Communication A 2
Practical Communication B 2
Integrated Skills for Qualifications A 1
Integrated Skills for Qualifications B 1
Integrated Skills for Qualifications C 1
Integrated Skills for Qualifications D 1

８単位選択必修
（留学生のみ）

１６単位選択必修
(留学生は除く）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部グローバルコミュニケーション学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

Integrated Skills for Communication A 2
Integrated Skills for Communication B 2

英語資格試験演習Ａ 2
英語資格試験演習Ｂ 2
英語資格試験演習Ｃ 2
英語資格試験演習Ｄ 2
Advanced Skills for Communication A 2
Advanced Skills for Communication B 2

<English Study Abroad Program>
　EAP Beginner 1 4
　EAP Beginner 2 4
　EAP Beginner 3 4
　EAP Intermediate 1 4
　EAP Intermediate 2 4
　EAP Intermediate 3 4
  EAP Advanced 1 4
  EAP Advanced 2 4
  EAP Advanced 3 4
  EAP Masters 1 4
  EAP Masters 2 4
  EAP Masters 3 4
  EAP Masters 4 4
  EAP Masters 5 4
  EAP Masters 6 4
  EAP Masters 7 4
  Undergraduate Courses 1 2
  Undergraduate Courses 2 2
  Undergraduate Courses 3 3
  Undergraduate Courses 4 4
  Undergraduate Courses 5 5
  Undergraduate Courses 6 10
  Undergraduate Courses 7 10

【学科基礎科目】
基礎ゼミ 1
プレゼミ 1

【多文化共修科目】
グローバルスタディーズ/Global Studies 2
キャリアデザイン入門 2
異文化コミュニケーション概論 2

【学科専門科目】

<翻訳・通訳科目群>
英語翻訳演習Ａ 2
英語翻訳演習Ｂ 2
英語翻訳演習Ｃ 2

16単位
選択必修

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部グローバルコミュニケーション学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

英語翻訳演習Ｄ 2
英語通訳演習Ａ 2
英語通訳演習Ｂ 2
英語通訳演習Ｃ 2
英語通訳演習Ｄ 2
中国語翻訳演習Ａ 2
中国語翻訳演習Ｂ 2
中国語翻訳演習Ｃ 2
中国語翻訳演習Ｄ 2
中国語通訳演習Ａ 2
中国語通訳演習Ｂ 2
中国語通訳演習Ｃ 2
中国語通訳演習Ｄ 2

<言語・文化科目群>
中国研究（文化文学）初級Ａ 2
中国研究（文化文学）初級Ｂ 2
中国研究（文化文学）中級Ａ 2
中国研究（文化文学）中級Ｂ 2
中国研究（文化文学）中級Ｃ 2
中国研究（文化文学）中級Ｄ 2
中国研究（文化文学）上級Ａ 2
中国研究（文化文学）上級Ｂ 2
中国研究（文化文学）上級Ｃ 2
中国研究（文化文学）上級Ｄ 2
Communication Studies A 2
Communication Studies B 2
Area Studies US A 2
Area Studies US B 2
Area Studies UK A 2
Area Studies UK B 2
Area Studies China A 2
Area Studies China B 2

Global Media Literacy A 2
Global Media Literacy B 2
Media English A 2
Media English B 2
EFL Reading A 2
EFL Reading B 2
EFL Reading C 2
EFL Reading D 2
Literary Texts, Critical Methods A 2
Literary Texts, Critical Methods B 2
English and Film Studies A 2
English and Film Studies B 2
Academic Reading A 2
Academic Reading B 2

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
5/6

学則-37



グローバル学部グローバルコミュニケーション学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

Academic Reading C 2
Academic Reading D 2
Language Acquisition A 2
Language Acquisition B 2
Sociolinguistics A 2
Sociolinguistics B 2
World Englishes A 2
World Englishes B 2
Comparative Culture A 2
Comparative Culture B 2
Cultural Studies A 2
Cultural Studies B 2

<学部隣接科目群>
日本研究（政治・社会）Ａ 2
日本研究（政治・社会）Ｂ 2
日本研究（政治・社会）Ｃ 2
日本研究（政治・社会）Ｄ 2
日本研究（文化・文学・サブカルチャー）Ａ 2
日本研究（文化・文学・サブカルチャー）Ｂ 2
日本研究（文化・文学・サブカルチャー）Ｃ 2
日本研究（文化・文学・サブカルチャー）Ｄ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ａ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｂ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｃ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｄ 2

<特別講義>
特別講義 Ａ 1
特別講義 Ｂ 1
特別講義 Ｃ 1
特別講義 Ｄ 1

<ゼミ/Ｓｅｍｉｎａｒ>
ゼミ/Seminar A 2
ゼミ/Seminar B 2
ゼミ/Seminar C 2
ゼミ/Seminar D 2
課題研究演習Ａ 2
課題研究演習Ｂ 2
課題研究演習Ｃ 2
課題研究演習Ｄ 2
卒業論文/Research Project 4

ゼミ/Seminar（計8単位）又は課題
研究演習（計8単位）のいずれかを
選択必修

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部日本語コミュニケーション学科
別表（１）

必修 選択
グローバル学部 〔共通科目〕

【建学】
仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

日本語コミュニ
ケーション学科

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部日本語コミュニケーション学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部日本語コミュニケーション学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【言語演習科目】
<日本語科目群>
日本語１Ａ 1
日本語１Ｂ 1
日本語１Ｃ 1
日本語１Ｄ 1
日本語２Ａ 1
日本語２Ｂ 1
日本語２Ｃ 1
日本語２Ｄ 1

<英語科目群>
English for Qualifications 1A 1
English for Qualifications 1B 1
English for Qualifications 1C 1
English for Qualifications 1D 1
English for Qualifications 2A 1
English for Qualifications 2B 1
English for Qualifications 2C 1
English for Qualifications 2D 1
English for Qualifications 3A 1
English for Qualifications 3B 1
English for Qualifications 3C 1
English for Qualifications 3D 1
Practical Communication 1A 1
Practical Communication 1B 1
Practical Communication 1C 1
Practical Communication 1D 1
Practical Communication 2A 1
Practical Communication 2B 1
Practical Communication 2C 1
Practical Communication 2D 1
Practical Communication 3A 1
Practical Communication 3B 1
Practical Communication 3C 1
Practical Communication 3D 1
Remedial English A 1
Remedial English B 1
英語資格試験演習Ａ 2
英語資格試験演習Ｂ 2

学科科目は、必修２３単位及び選択必修単
位を含めて７９単位以上修得する。

日本語科目群及び観光・ビジネス日
本語科目群から１６単位選択必修
（留学生のみ）

２４単位選択必修(留学生は除く）

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部日本語コミュニケーション学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

英語資格試験演習Ｃ 2
英語資格試験演習Ｄ 2

<中国語科目群>
中国語１Ａ 1
中国語１Ｂ 1
中国語１Ｃ 1
中国語１Ｄ 1
中国語２Ａ 1
中国語２Ｂ 1
中国語２Ｃ 1
中国語２Ｄ 1
中国語３Ａ 1
中国語３Ｂ 1
中国語３Ｃ 1
中国語３Ｄ 1
中国語資格試験演習１Ａ 1
中国語資格試験演習１Ｂ 1
中国語資格試験演習２Ａ 1
中国語資格試験演習２Ｂ 1

【学科基礎科目】
基礎ゼミ 1
プレゼミＡ 1
プレゼミＢ 1

【多文化共修科目】
グローバルスタディーズ/Global Studies 2
グローバルプロジェクト/Global Project 2
海外インターンシップ１（基礎） 2
海外インターンシップ２（基礎） 3
海外インターンシップ３（基礎） 4
海外インターンシップ４（発展） 2
海外インターンシップ５（発展） 3
海外インターンシップ６（発展） 4

【学科専門科目】

<日本語教員養成科目群>
異文化コミュニケーションＡ 2
異文化コミュニケーションＢ 2
日本語学概論 2
音声学基礎Ａ 2
音声学基礎Ｂ 2
第二言語習得理論Ａ 2
第二言語習得理論Ｂ 2
日本語教授法概論Ａ 2
日本語教授法概論Ｂ 2
日本語教育実習 4
日本語実践教育Ａ 2

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部日本語コミュニケーション学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

日本語実践教育Ｂ 2
日本語教育文法Ａ 2
日本語教育文法Ｂ 2
日本語学各論Ａ 2
日本語学各論Ｂ 2
日本語教育学各論Ａ 2
日本語教育学各論Ｂ 2

<観光・ビジネス日本語科目群>
実用日本語１Ａ 1
実用日本語１Ｂ 1
実用日本語１Ｃ 1
実用日本語１Ｄ 1
実用日本語２Ａ 1
実用日本語２Ｂ 1
実用日本語２Ｃ 1
実用日本語２Ｄ 1
観光学概論 2
日本研究（経済・経営）Ａ 2
日本研究（経済・経営）Ｂ 2
日本研究（経済・経営）Ｃ 2
日本研究（経済・経営）Ｄ 2
日本研究（政治・社会）Ａ 2
日本研究（政治・社会）Ｂ 2
日本研究（政治・社会）Ｃ 2
日本研究（政治・社会）Ｄ 2
日本研究（観光・ビジネス）Ａ 2
日本研究（観光・ビジネス）Ｂ 2
日本研究（観光・ビジネス）Ｃ 2
日本研究（観光・ビジネス）Ｄ 2

<サブカルチャー・メディア科目群>
日本研究（文化・文学・サブカルチャー）Ａ 2
日本研究（文化・文学・サブカルチャー）Ｂ 2
日本研究（文化・文学・サブカルチャー）Ｃ 2
日本研究（文化・文学・サブカルチャー）Ｄ 2
日本研究（教育とサブカルチャー）Ａ 2
日本研究（教育とサブカルチャー）Ｂ 2
日本研究（教育とサブカルチャー）Ｃ 2
日本研究（教育とサブカルチャー）Ｄ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ａ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｂ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｃ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｄ 2

<特別講義>
特別講義 Ａ 1
特別講義 Ｂ 1
特別講義 Ｃ 1

　観光・ビジネス日本語科目群
　及び日本語科目群から
　１６単位選択必修（留学生のみ）

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部日本語コミュニケーション学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

特別講義 Ｄ 1

<ゼミ/Ｓｅｍｉｎａｒ>
ゼミ/Seminar A 2
ゼミ/Seminar B 2
ゼミ/Seminar C 2
ゼミ/Seminar D 2
卒業論文/Research Project 4

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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グローバル学部グローバルビジネス学科
別表（１）

必修 選択
グローバル学部 〔共通科目〕

【建学】
仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

グローバルビジ
ネス学科

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ
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グローバル学部グローバルビジネス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ
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グローバル学部グローバルビジネス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【言語演習科目】
<中国語科目群>
中国語１Ａ 1
中国語１Ｂ 1
中国語１Ｃ 1
中国語１Ｄ 1
中国語２Ａ 1
中国語２Ｂ 1
中国語２Ｃ 1
中国語２Ｄ 1
中国語３Ａ 1
中国語３Ｂ 1
中国語３Ｃ 1
中国語３Ｄ 1
中国語資格試験演習１Ａ 1
中国語資格試験演習１Ｂ 1
中国語資格試験演習２Ａ 1
中国語資格試験演習２Ｂ 1
ビジネス中国語Ａ 1
ビジネス中国語Ｂ 1
ビジネス中国語Ｃ 1
ビジネス中国語Ｄ 1

<英語科目群>
English for Qualifications 1A 1
English for Qualifications 1B 1
English for Qualifications 1C 1
English for Qualifications 1D 1
English for Qualifications 2A 1
English for Qualifications 2B 1
English for Qualifications 2C 1
English for Qualifications 2D 1
English for Qualifications 3A 1
English for Qualifications 3B 1
English for Qualifications 3C 1
English for Qualifications 3D 1
Practical Communication 1A 1
Practical Communication 1B 1
Practical Communication 1C 1
Practical Communication 1D 1

８単位選択必修(留学生は除く）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ
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グローバル学部グローバルビジネス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

Practical Communication 2A 1
Practical Communication 2B 1
Practical Communication 2C 1
Practical Communication 2D 1
Practical Communication 3A 1
Practical Communication 3B 1
Practical Communication 3C 1
Practical Communication 3D 1
Reading for Business Studies 1
Business Writing 1
Business Presentation 1
Business Meeting 1

<日本語科目群>
基礎日本語１Ａ 1
基礎日本語１Ｂ 1
基礎日本語１Ｃ 1
基礎日本語１Ｄ 1
基礎日本語１Ｅ 1
基礎日本語１Ｆ 1
基礎日本語１Ｇ 1
基礎日本語１Ｈ 1
日本語１Ａ 1
日本語１Ｂ 1
日本語１Ｃ 1
日本語１Ｄ 1
日本語２Ａ 1
日本語２Ｂ 1
日本語２Ｃ 1
日本語２Ｄ 1
実用日本語１Ａ 1
実用日本語１Ｂ 1
実用日本語１Ｃ 1
実用日本語１Ｄ 1
実用日本語２Ａ 1
実用日本語２Ｂ 1
実用日本語２Ｃ 1
実用日本語２Ｄ 1
日本語資格試験演習Ａ 1
日本語資格試験演習Ｂ 1
日本語資格試験演習Ｃ 1
日本語資格試験演習Ｄ 1

【学科基礎科目】
基礎ゼミ/Fundamental Seminar 1
プレゼミA/Pre-seminar A 1
プレゼミB/Pre-seminar B 1
Career Design 1

１６単位選択必修
(学科の定める基準により、他の学
科科目をもって代えることができ
る)

 ８単位選択必修
 (留学生のみ）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ
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グローバル学部グローバルビジネス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【多文化共修科目】
グローバルスタディーズ/Global Studies 2
グローバルプロジェクト/Global Project 2

【ビジネス科目】
Introduction to Business Studies A 2
Introduction to Business Studies B 2
Management A 2
Management B 2
Accounting A 2
Accounting B 2
Accounting Advanced A 2
Accounting Advanced B 2
Research Method for Business Studies 2
Problem-Solving and Decision-Making 2
Finance A 2
Finance B 2
Management in Japan 2
Digital Economy 2
Statistics for Business Studies A 2
Statistics for Business Studies B 2
Managerial Accounting A 2
Managerial Accounting B 2
Organizational Behavior A 2
Organizational Behavior B 2
Business Economics A 2
Business Economics B 2
Global Trading A 2
Global Trading B 2
Financial Services A 2
Financial Services B 2
Hospitality A 2
Hospitality B 2
Marketing in Global Business A 2
Marketing in Global Business B 2

  Advanced Marketing in Global Business A 2
  Advanced Marketing in Global Business B 2
Digital Marketing 2
Strategy in Global Business A 2
Strategy in Global Business B 2
China Business Studies A 2
China Business Studies B 2
Emerging Markets 2
Business Law and Ethics 2
Internship A 1
Internship B 1
Internship C 2
Internship D 4
Entrepreneurship 2

３２単位選択必修

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ
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グローバル学部グローバルビジネス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

International Lectures 1 (GB) 1
International Lectures 2 (GB) 1
International Lectures 3 (GB) 1
International Lectures 4 (GB) 1

【学科専門科目】

<学部隣接科目群>
英語資格試験演習Ａ/Practical Exercises for English Qualifications A 2
英語資格試験演習Ｂ/Practical Exercises for English Qualifications B 2
英語資格試験演習Ｃ/Practical Exercises for English Qualifications C 2
英語資格試験演習Ｄ/Practical Exercises for English Qualifications D 2
異文化コミュニケーションＡ/Cross-cultural Communication A 2
異文化コミュニケーションＢ/Cross-cultural Communication B 2

<特別講義>
特別講義/Special Lectures A 1
特別講義/Special Lectures B 1
特別講義/Special Lectures C 1
特別講義/Special Lectures D 1

<ゼミ/Ｓｅｍｉｎａｒ>
ゼミ/Seminar A 2
ゼミ/Seminar B 2
ゼミ/Seminar C 2
ゼミ/Seminar D 2
卒業論文/Research Project for Graduation Thesis 4

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ
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法学部法律学科
別表（１）

必修 選択
法学部 〔共通科目〕
法律学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

法律
1/6
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法学部法律学科
別表（１）

必修 選択
  区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

法律
2/6

学則-52



法学部法律学科
別表（１）

必修 選択
  区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【基礎科目群】
法学１（法学の基礎） 2
法学２（法学概論） 2
民法１Ａ（総則） 2
民法１Ｂ（総則） 2
憲法１（統治） 2
憲法２（人権） 2
刑法１（総論） 2

【基幹科目群】
民法２Ａ（物権） 2
民法２Ｂ（担保物権） 2
民法３Ａ（債権各論） 2
民法３Ｂ（債権各論） 2
民法４Ａ（債権総論） 2
民法４Ｂ（債権総論） 2
民法５Ａ（親族法） 2
民法５Ｂ（相続法） 2
民事訴訟法１ 2
民事訴訟法２ 2
刑法２（各論） 2
刑法３（各論） 2
刑事訴訟法１ 2
刑事訴訟法２ 2
会社法１ 2
会社法２ 2
企業法総論 2

 ２０単位以上選択必修

法律
3/6

学則-53



法学部法律学科
別表（１）

必修 選択
  区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

【展開科目群】
＜行政法＞
行政法１（総論①） 2
行政法２（総論②） 2
行政救済法 2
租税法１ 2
租税法２ 2
地方自治法１（自治の法と制度） 2
地方自治法２（自治体政策法務論） 2
社会安全論Ａ 2
社会安全論Ｂ 2

＜国際関係法＞
国際法１ 2
国際機構論 2
国際法２ 2
国際私法 2
英米法 2
アジア法（中国法・韓国法） 2
アジア法（東南アジア法） 2

＜現代社会関係法＞
労働法１ 2
労働法２ 2
社会保障法 2
企業取引法 2
経済法（独禁法） 2
知的財産法 2
消費者法 2
金融法 2
ＩＴ関係法 2
情報法 2
マーケティング法 2
刑事政策 2
高齢化社会と法 2
執行・保全・倒産法 2
比較取引法 2
共生の法律学 2
不動産評価論（東京都不動産鑑定士協会寄付講座） 2

＜法曹養成関係法＞
民法演習 2
憲法演習 2
刑法演習 2

＜英語＞
法律学文献講読(英語) 2
ビジネス法律英語 2
International Lectures 1(Law) 1
International Lectures 2(Law) 1
International Lectures 3(Law) 1
International Lectures 4(Law) 1

＜中国語＞
日本民事法１（法学の基礎、民法総則） 2
日本民事法２（物権法、契約法、不法行為法） 2
日本民事法３（担保物権法、債権総論） 2
日本民事法４（会社法、知財法） 2

 １４単位以上選択必修

法律
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法学部法律学科
別表（１）

必修 選択
  区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

【エクスターンシップ】
企業エクスターンシップ 2

【資格対策科目群】
資格ガイダンス 2
キャリア開発 2
地方公務員特殊研究１ 4
地方公務員特殊研究２ 4
地方公務員特殊研究３ 4

地方公務員特殊研究４ 4

【アカデミック・スキル科目】
プレゼミ 2
プレゼンゼミ 2

【最先端研究】
ゼミナール１ 2
ゼミナール２ 2
ゼミナール３ 2
ゼミナール４ 2
卒業論文 2

【隣接科目群】
＜政治学＞
政治学史１ 2
政治学史２ 2
現代政治理論１ 2
現代政治理論２ 2

日本政治論 2
立法過程論 2
政策過程論 2
計量政治学 2
行政学 2
公共政策論１ 2
公共政策論２ 2
公共選択論 2
地方自治 2
公共管理論 2
国際関係論 2
International Lectures 1(Politics) 1
International Lectures 2(Politics) 1
International Lectures 3(Politics) 1
International Lectures 4(Politics) 1

＜経済学＞
ミクロ経済学１ 2
ミクロ経済学２ 2
マクロ経済学１ 2
マクロ経済学２ 2
財政学１ 2
財政学２ 2
経済政策論 2
経済学Ｓ１（経済学入門） 2
経済学Ｓ２（ミクロ経済学） 2

平成２７年度以前入学生のみ

法律
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法学部法律学科
別表（１）

必修 選択
  区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

経済学Ｓ３（ミクロ経済学） 2
経済学Ｓ４（マクロ経済学） 2
経済学Ｓ５（マクロ経済学） 2

＜経営学・会計学＞
経営学入門 2
会計学入門 2
企業と社会 2
経営学基礎 2
金融論１ 2
金融論２ 2

法律
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法学部政治学科

別表（１）

必修 選択
法学部 〔共通科目〕
政治学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

政治
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法学部政治学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2

留学生または日本語を母語としない学生
は、外国語科目群の必修科目に代えること
ができる

政治
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法学部政治学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【基礎科目群】
政治学原論１ 2
政治学原論２ 2
日本政治論基礎 2
国際政治学基礎 2
憲法１（統治） 2
憲法２（人権） 2
地方政府研究１ 1
地方政府研究２ 1
International Lectures 1(Politics) 1
International Lectures 2(Politics) 1
International Lectures 3(Politics) 1
International Lectures 4(Politics) 1

【基幹科目群】
政治
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法学部政治学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

＜歴史･理論＞
政治学史１ 2
政治学史２ 2
日本政治外交史１ 2
日本政治外交史２ 2
西洋政治史１ 2
西洋政治史２ 2
政治学基礎文献講読１ 2
政治学英語文献講読１ 2

＜日本政治・政治過程＞
日本政治論 2
行政学 2
公共政策論１ 2
公共政策論２ 2
計量政治学 2
政治学基礎文献講読２ 2
政治学英語文献講読２ 2
選挙特殊研究１ 2
選挙特殊研究２ 2
選挙特殊研究３ 2

＜国際政治・地域研究＞
国際政治学１ 2
国際政治学２ 2
比較政治学 2
平和学 2
外交政策論 2
アメリカ政治論 2
ヨーロッパ政治論 2
政治学基礎文献講読３ 2
政治学英語文献講読３ 2

【展開科目群】
＜歴史･理論＞
日本政治思想史１ 2
日本政治思想史２ 2
現代政治理論１ 2
現代政治理論２ 2
数理政治学 2
コミュニケーションの政治理論 2
政治史・政治理論演習１ 2
政治史・政治理論演習２ 2

＜日本政治・政治過程＞
公共管理論 2
政治心理学 2
政治社会学 2
立法過程論 2
政治データ分析 2
上級計量政治学 2  ８単位選択必修
地方自治 2

１２単位を選択必修。そのうち、政治
学基礎文献講読１～３から１科目選択
必修、政治学英語文献講読１～３から
１科目選択必修。

政治
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法学部政治学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

日本政治・政治過程演習１ 2
日本政治・政治過程演習２ 2

＜国際政治・地域研究＞
国際関係論 2
アジア政治論 2
中国政治論 2
中東政治論 2
アフリカ政治論 2
国際政治・地域研究演習１ 2
国際政治・地域研究演習２ 2

＜政治学特殊研究＞
政治学特殊研究１ 2
政治学特殊研究２ 2
政治学特殊研究３ 2

【資格対策科目群】
キャリア開発 2
地方公務員特殊研究１ 4
地方公務員特殊研究２ 4
地方公務員特殊研究３ 4
地方公務員特殊研究４ 4

【アカデミック・スキル科目】
初年次ゼミ 2
プレゼミ 2
プレゼンゼミ 2

【最先端研究】
ゼミナール１ 2

ゼミナール２ 2

ゼミナール３ 2

ゼミナール４ 2

卒業論文 6

【隣接科目群】
＜法律学＞
法学１（法学の基礎） 2
法学２（法学概論） 2
民法１Ａ（総則） 2
民法１Ｂ（総則） 2
民法２Ａ（物権） 2
民法２Ｂ（担保物権） 2
民法３Ａ（債権各論） 2
民法３Ｂ（債権各論） 2
民法４Ａ（債権総論） 2
民法４Ｂ（債権総論） 2
民法５Ａ（親族法） 2
民法５Ｂ（相続法） 2
行政法１（総論①） 2

 平成２７年度以前入学生のみ

政治
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法学部政治学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

行政法２（総論②） 2
行政救済法 2
国際法１ 2
国際法２ 2
国際機構論 2
企業法総論 2
労働法１ 2
労働法２ 2
社会保障法 2
刑法１（総論） 2
刑法２（各論） 2
会社法１ 2
会社法２ 2
刑法３（各論） 2
民法Ｓ１（総則） 2
民法Ｓ２（物権法・担保物権法） 2
民法Ｓ３（債権各論） 2
民法Ｓ４（債権総論） 2
International Lectures 1(Law) 1
International Lectures 2(Law) 1
International Lectures 3(Law) 1
International Lectures 4(Law) 1

＜経済学＞
ミクロ経済学１ 2
ミクロ経済学２ 2
マクロ経済学１ 2
マクロ経済学２ 2
財政学１ 2
財政学２ 2
経済政策論 2
経済学Ｓ１（経済学入門） 2
経済学Ｓ２（ミクロ経済学） 2
経済学Ｓ３（ミクロ経済学） 2
経済学Ｓ４（マクロ経済学） 2
経済学Ｓ５（マクロ経済学） 2

 平成２７年度以前入学生のみ

政治
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経済学部経済学科

別表（１）

必修 選択
経済学部 〔共通科目〕
経済学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

経済
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経済学部経済学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

経済
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経済学部経済学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】

全学教養ゼミナール１ 2

全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【基礎科目群】
経済学基礎１ 2
経済学基礎２ 1
初年次ゼミ 1
経済学入門 2
経済学と数学 1
経済学のための数学 2
統計学１ 2
統計学２ 2
データ分析入門 2
大学での学び方を考える 1
ミクロ経済学入門１ 2
ミクロ経済学入門２ 2
マクロ経済学入門１ 2
マクロ経済学入門２ 2

経済
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経済学部経済学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

【基幹科目群】
中級ミクロ経済学１ 2
中級ミクロ経済学２ 2
中級マクロ経済学１ 2
中級マクロ経済学２ 2
ゲーム理論１ 2
ゲーム理論２ 2
計量経済学１ 2
計量経済学２ 2
国際経済史１ 2
国際経済史２ 2
英語で学ぶ経済学１ 2
英語で学ぶ経済学２ 2
経済学プレゼミ 2

【展開科目群】
データで学ぶ世界経済 2
データで学ぶ日本経済史 2
現代経済史１ 2
現代経済史２ 2
経済思想史１ 2
経済思想史２ 2
財政学１ 2
財政学２ 2
日本経済論 2
公共経済学１ 2
公共経済学２ 2
経済政策論 2
産業組織論１ 2
産業組織論２ 2
国際貿易論１ 2
国際貿易論２ 2
金融論１ 2
金融論２ 2
国際金融論１ 2
国際金融論２ 2
労働経済学１ 2
労働経済学２ 2
環境経済学１ 2
環境経済学２ 2
金融システム論 2
行動経済学 2
途上国の経済分析 2
都市経済学 2

【応用科目群】
経済学特殊研究Ａ 2
経済学特殊研究Ｂ 2

６０単位選択必修
（うち３０単位は基礎科目群・基幹
科目群より履修）

経済
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経済学部経済学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

【最先端研究】
ゼミナール１ 2
ゼミナール２ 2
ゼミナール３ 2
ゼミナール４ 2
卒業論文 4

【経営・会計科目群】
経営学入門 2
経営学基礎 2
フィナンシャル・プランニング論１ 2
フィナンシャル・プランニング論２ 2
会計学入門 2
簿記１ 2
簿記２ 2

【資格対策科目群】
キャリア開発 2
地方公務員特殊研究１ 4
地方公務員特殊研究２ 4
地方公務員特殊研究３ 4
地方公務員特殊研究４ 4

【隣接科目群】
＜法律学＞
法学１（法学の基礎） 2
法学２（法学概論） 2
憲法１（統治） 2
憲法２（人権） 2
民法１Ａ（総則） 2
民法１Ｂ（総則） 2
民法２Ａ（物権） 2
民法２Ｂ（担保物権） 2
民法３Ａ（債権各論） 2
民法３Ｂ（債権各論） 2
民法４Ａ（債権総論） 2
民法４Ｂ（債権総論） 2
民法５Ａ（親族法） 2
民法５Ｂ（相続法） 2
行政法１（総論①） 2
行政法２（総論②） 2
民法Ｓ１（総則） 2
民法Ｓ２（物権法・担保物権法） 2
民法Ｓ３（債権各論） 2
民法Ｓ４（債権総論） 2

＜政治学＞
政治学原論１ 2

平成２７年度以前入学生のみ

経済
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経済学部経済学科

別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

政治学原論２ 2
日本政治論 2
国際政治学１ 2
国際政治学２ 2
政治学史１ 2
政治学史２ 2
行政学 2
公共政策論１ 2
公共政策論２ 2

経済
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経営学部経営学科
別表（１）

必修 選択
経営学部 〔共通科目〕
経営学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

経営
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経営学部経営学科
別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

経営
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経営学部経営学科
別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【基礎科目群】
経営学入門 2
経営学基礎 2
経営学への招待 2
経営フィールドワーク入門 2
グループコミュニケーション１Ａ 2
グループコミュニケーション１Ｂ 2
戦略データ分析１ 2
研究調査のためのＩＣＴ基礎 2
会計学入門 2
経済学入門 2

【基幹科目群】
経営文献講読Ａ 1
経営文献講読Ｂ 1
経営戦略１ 2
経営戦略２ 2
イノベーションマネジメント 2

経営
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経営学部経営学科
別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

マーケティング１ 2
マーケティング２ 2
流通経済 2
組織行動 2
経営組織 2
組織と人のマネジメント 2
セルフマネジメント 2
ダイバーシティマネジメント 2
経営のための会計入門 2 ３０単位以上選択必修
財務会計１ 2
財務会計２ 2
中小企業マネジメント 2
経営史 2
企業経営とＥＳＧ 2
質的研究調査の方法 2
量的研究調査の方法 2
戦略データ分析２ 2
アート＆テクノロジーＡ 2
アート＆テクノロジーＢ 2
グループコミュニケーション２Ａ 2
グループコミュニケーション２Ｂ 2
ワールドビジネス 2

【展開科目群】
発展・経営戦略Ａ 2
発展・経営戦略Ｂ 2
発展・イノベーションマネジメント 2
発展・マーケティングＡ 2
発展・マーケティングＢ 2
発展・流通経済 2
発展・組織行動 2
組織コミュニケーション 2
組織デザイン 2
コンフリクトマネジメント 2
人材マネジメント 2
キャリアマネジメントＡ 2
キャリアマネジメントＢ 2
キャリアマネジメントＣ 2
経営管理と会計 2
企業経営とファイナンス 2
発展・中小企業マネジメント 2
ビジネスデザイン 2
経営者と社会課題 2
発展・企業経営とＥＳＧ 2
発展・戦略データ分析 2
エリア・観光研究 2
観光とホスピタリティ 2
観光交通 2
エリアマネジメント 2
エリア産業 2

８単位以上選択必修

経営
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経営学部経営学科
別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

エリアガバナンス 2
グローバルマネジメント 2
ビジネスイングリッシュ 2
経営学と未来 2
経営フィールドワークＡ 2
経営フィールドワークＢ 2
International Lectures 1[Biz] 1
International Lectures 2[Biz] 1
International Lectures 3[Biz] 1
International Lectures 4[Biz] 1
経営特別講義Ａ 2
経営特別講義Ｂ 2

【応用科目群】
経営学の最前線１Ａ 2 隔年開講
経営学の最前線１Ｂ 2 隔年開講
経営学の最前線２Ａ 2 隔年開講
経営学の最前線２Ｂ 2 隔年開講

【最先端研究】
ゼミナール１ 2
ゼミナール２ 2
経営研究 2
ゼミナール３ 2
ゼミナール４ 2
卒業研究 4

経営
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経営学部会計ガバナンス学科
別表（１）

必修 選択
経営学部 〔共通科目〕

【建学】
仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1

会計ガバナンス
学科

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

会計ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ
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経営学部会計ガバナンス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

会計ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ
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経営学部会計ガバナンス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【基礎科目群】
会計人と倫理 4
簿記入門１ 2
簿記入門２ 2
会計学入門 2
経営学入門 2
経済学入門 2
租税法入門 2

【基幹科目群】
会計人のための法学１ 2
会計人のための法学２ 2
会計人のための統計学 2
会計人のための経営学 2
スタンダード商業簿記１ 2
スタンダード商業簿記２ 2
スタンダード工業簿記１ 2
スタンダード工業簿記２ 2

会計ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ
3/5

学則-76



経営学部会計ガバナンス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

アドバンス商業簿記１ 2
アドバンス商業簿記２ 2
アドバンス工業簿記１ 2
アドバンス工業簿記２ 2
原価計算１ 2
原価計算２ 2
財務会計１ 2
財務会計２ 2
管理会計１ 2
管理会計２ 2
金融論１ 2
金融論２ 2
コーポレート・ガバナンス論１ 2

【展開科目群】
応用簿記１ 2
応用簿記２ 2
財務会計３ 2
財務諸表分析１ 2
財務諸表分析２ 2
連結会計 2
管理会計３ 2
コーポレート・ファイナンス論 2
財務会計応用 2
監査論 2
非営利会計論１ 2
非営利会計論２ 2
公会計論 2
租税法１ 2
租税法２ 2
税務会計１ 2
税務会計２ 2
コーポレート・ガバナンス論２ 2
ディスクロージャー論 2
会計データ分析１ 2
会計データ分析２ 2
会計データ分析３ 2
会計キャリア研究１ 1
会計キャリア研究２ 1
フィナンシャル・プランニング論１ 2
フィナンシャル・プランニング論２ 2
金融システム論 2
日本経済論 2
税理士による租税講座 2

【応用科目群】
会計学特殊研究Ａ 2
会計学特殊研究Ｂ 2
会計学特殊研究Ｃ 2
会計学特殊研究Ｄ 2

会計ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ
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経営学部会計ガバナンス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

会計学特殊研究Ｅ 2

【課題研究】
プレゼミ１ 2
プレゼミ２ 2
ゼミナール１ 2
ゼミナール２ 2
ゼミナール３ 2
ゼミナール４ 2
卒業論文 4

【資格科目群】
地方公務員特殊研究１ 4
地方公務員特殊研究２ 4
地方公務員特殊研究３ 4
地方公務員特殊研究４ 4
民法Ｓ１(総則) 2
民法Ｓ２(物権法・担保物権法) 2
民法Ｓ３(債権各論) 2
民法Ｓ４(債権総論) 2
経済学Ｓ１（経済学入門） 2
経済学Ｓ２（ミクロ経済学） 2
経済学Ｓ３（ミクロ経済学） 2
経済学Ｓ４（マクロ経済学） 2
経済学Ｓ５（マクロ経済学） 2
キャリア開発 2

会計ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ
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アントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科
別表（１）

必修 選択

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ学部 〔共通科目〕

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2

仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】

スポーツと身体科学 1

フィールド・スポーツ 1

【情報】

データサイエンス基礎 1

人工知能基礎 1

メディアリテラシー 1

情報技法基礎 1

情報技法発展Ａ 1

情報技法発展Ｂ 1

情報技法発展Ｃ 1

プログラミング基礎 1

プログラミング発展Ａ 1

プログラミング発展Ｂ 1

人工知能技術と社会 1

機械学習活用１ 1

機械学習活用２ 1

データサイエンス活用１ 1

データサイエンス活用２ 1

メディアデザイン 1

サービスデザイン 1

人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】

英語基礎Ａ 2

英語基礎Ｂ 1

英語基礎Ｃ 2

英語基礎Ｄ 1

英語発展Ａ 1

英語発展Ｂ 1

英語発展Ｃ 1

英語発展Ｄ 1

英語綜合Ａ 1

英語綜合Ｂ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ
1/6
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アントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

中国語基礎１ 1

中国語基礎２ 1

中国語発展１ 1

中国語発展２ 1

中国語綜合１ 1

中国語綜合２ 1

フランス語基礎１ 1

フランス語基礎２ 1

フランス語発展１ 1

フランス語発展２ 1

フランス語綜合１ 1

フランス語綜合２ 1

ドイツ語基礎１ 1

ドイツ語基礎２ 1

ドイツ語発展１ 1

ドイツ語発展２ 1

ドイツ語綜合１ 1

ドイツ語綜合２ 1

スペイン語基礎１ 1

スペイン語基礎２ 1

スペイン語発展１ 1

スペイン語発展２ 1

スペイン語綜合１ 1

スペイン語綜合２ 1

韓国語基礎１ 1

韓国語基礎２ 1

韓国語発展１ 1

韓国語発展２ 1

韓国語綜合１ 1

韓国語綜合２ 1

留学準備１ 1

留学準備２ 1

英語資格・検定試験対策１ 1

英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】

日本語リテラシー 1

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ
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アントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

日本語基礎Ａ 1

日本語基礎Ｂ 1

日本語基礎Ｃ 1

日本語基礎Ｄ 1

日本語発展Ａ 1

日本語発展Ｂ 1

日本語発展Ｃ 1

日本語発展Ｄ 1

日本事情 2

【ＣＨＰ】

ＳＤＧｓ基礎 1

ＳＤＧｓ発展１ 1

ＳＤＧｓ発展２ 1

ＳＤＧｓ発展３ 1

ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】

フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1

フィールド・スタディーズ２ 2

フィールド・スタディーズ３ 3

フィールド・スタディーズ４ 4

フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1

フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2

フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3

フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4

フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1

フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2

フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3

フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4

フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5

フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1

フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2

フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3

フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4

フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5

フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1

フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2

フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3

留学生または日本語を母語
としない学生は、外国語科
目群の必修科目に代えるこ
とができる

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ
3/6
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アントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】

インターンシップ 1

企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】

全学教養ゼミナール１ 2

全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】

武蔵野市自由講座 2

証券ビジネス論 2

〔学科科目〕

【マインド科目】

キャリアデザイン１ 1

キャリアデザイン２ 1

キャリアデザイン３ 1

幸福学 1 １単位選択必修

好奇心醸成 1

未来構想 1

事業と哲学 2

倫理観１ 1

倫理観２ 1

女性とアントレプレナーシップ 1

政治と社会 1

地域課題と事業創造 1

デザインと事業創造 1

科学技術と事業創造 1

グローバルアントレプレナー（海外研修） 1

情報編集力 1

アントレプレナーシップ１Ａ 1

アントレプレナーシップ１Ｂ 1

アントレプレナーシップ２Ａ 1

アントレプレナーシップ２Ｂ 1

アントレプレナーシップ２Ｃ 1

アントレプレナーシップ２Ｄ 1

アントレプレナーシップ３Ａ 1

アントレプレナーシップ３Ｂ 1

２単位選択必修

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ
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アントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

アントレプレナーシップ３Ｃ 1

アントレプレナーシップ３Ｄ 1

アントレプレナーシップ４Ａ 1

アントレプレナーシップ４Ｂ 1

アントレプレナーシップ４Ｃ 1

アントレプレナーシップ４Ｄ 1

【事業推進科目】

クリティカルシンキング基礎 2

クリティカルシンキング１ 2

クリティカルシンキング２ 2

課題解決プロセス１ 1

課題解決プロセス２ 1

ビジネスモデル研究基礎 1

インターネットビジネス基礎 1

領域別Ｔｅｃｈ研究Ａ 1

領域別Ｔｅｃｈ研究Ｂ 1

領域別Ｔｅｃｈ研究Ｃ 1

領域別Ｔｅｃｈ研究Ｄ 1

アフターデジタルの課題解決 1

事業計画Ａ 2

事業計画Ｂ 2

プロトタイピングＡ 1

プロトタイピングＢ 1

コミュニケーション基礎 1

コーチング 1

プレゼンテーション 1 １単位選択必修

チーム・プロジェクトマネジメント 1

ファイナンス・アカウンティング基礎 1

ファイナンスＡ 1

ファイナンスＢ 1

リーガル基礎 1

マーケティング基礎 1

マーケティングＡ 1

マーケティングＢ 1 １単位選択必修

マーケティングＣ 1

グローバルマネジメント 1

1

1

１単位選択必修

コミュニケーション基礎、ファイ
ナンス・アカウンティング基礎、
リーガル基礎、マーケティング基
礎から２単位選択必修

２単位選択必修

１単位選択必修

２単位選択必修

２単位選択必修

リーダーシップとマネジメント

組織・人事マネジメント

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ
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アントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【実践科目】

プロジェクト入門 1

インターンシップ（領域別Ｔｅｃｈ研究） 1

インターンシップＡ 2

インターンシップＢ 3

インターンシップＣ 4

プロジェクト基礎Ａ 2

プロジェクト基礎Ｂ 2

プロジェクト基礎Ｃ 2

プロジェクト応用Ａ 4

プロジェクト応用Ｂ 4

プロジェクト発展Ａ 4

プロジェクト発展Ｂ 4

プロジェクト発展Ｃ 4

プロジェクト発展Ｄ 4

プロジェクト発展Ｅ 1

プロジェクト発展Ｆ 2

プロジェクト発展Ｇ 3
プロジェクト発展Ｈ 4

【ゼミナール科目】
ゼミナール１ 2
ゼミナール２ 2
ゼミナール３ 2
ゼミナール４ 2
ゼミナール５ 2

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ
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データサイエンス学部データサイエンス学科
別表（１）

必修 選択

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部 〔共通科目〕
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ
1/4
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データサイエンス学部データサイエンス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ
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データサイエンス学部データサイエンス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【専門共通科目】
　データサイエンス学 2
　人類と人工知能（AI） 2
メディアクリエーション・データデザインⅠ 2
メディアクリエーション・データデザインⅡ 2
データサイエンスプログラミングⅠ 2
データサイエンスプログラミングⅡ 2

　データと数理Ⅰ 2
　データと数理Ⅱ 2
　データと経済統計 2
　データと計量経済学 2
ソーシャルイノベーションの起こし方 2
サイバーフィジカルシステム 2
機械学習と深層学習 2
Webエンジニアリングと社会 2
機械学習デザインⅠ 2
機械学習デザインⅡ 2
人工知能(AI)テクノロジデザインⅠ 2
人工知能(AI)テクノロジデザインⅡ 2
データサイエンス特論 2

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ
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データサイエンス学部データサイエンス学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

　情報経済特論 2
　データマイニング 2
　データベースデザイン 2
　ビジネスモデル創出 2

【専門コース科目】
<AIクリエーション・コース>
　人工知能(AI)テクノロジデプロイメント 2
マルチメディア知識ベース 2
ロボティクス・IoT 2
サイバーセキュリティと人工知能(AI) 2
バーチャルリアリティ 2

<AIアルゴリズムデザイン・コース>
　機械学習アルゴリズムデザイン 2
　画像・音声認識システム 2
テキストマイニング 2
時空間データベース 2
リアルワールド解析シミュレータ 2

<ソーシャルイノベーション・コース>
人工知能(AI)社会の情報倫理 2
社会・環境デザイン・フィールドワーク 2
グローバル・ビジネス・ガバナンス 2
テクノロジマネジメント 2
マーケティングデータ分析 2

【専門デプロイメントコース科目】
　専門デプロイメントコースⅠ(人工知能（AI）クリエーション) 2
　専門デプロイメントコースⅡ(人工知能（AI）アルゴリズムデザイン) 2 　　2科目4単位選択必修
　専門デプロイメントコースⅢ（ソーシャルイノベーション） 2

【社会連携型教育】
　社会連携活動概論 1
　データサイエンス社会実践学習Ａ（短期） 1
　データサイエンス社会実践学習Ｂ（短期） 1
　データサイエンス社会実践学習（中期） 2
　データサイエンス社会実践学習（長期） 3
　データサイエンス社会実践学習（海外） 4

【プロジェクト型科目】
　未来創造PJ-AⅠ 4
　未来創造PJ-BⅠ 2
　未来創造PJ-AⅡ 4
　未来創造PJ-BⅡ 2
　未来創造PJ-AⅢ 4
　未来創造PJ-BⅢ 2
　未来創造PJ-AⅣ 4
  未来創造PJ-BⅣ 2
　卒業論文創成課題 4
　卒業論文Ⅰ 4
　卒業論文Ⅱ 4

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ
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人間科学部人間科学科

別表（１）

必修 選択
人間科学部 〔共通科目〕
人間科学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

人間科学
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人間科学部人間科学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

人間科学
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人間科学部人間科学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【学科基礎科目】
人間学入門 2
人間科学基礎 2
人間論基礎 2
基礎ゼミ１ 1
基礎ゼミ２ 1
心理学概論Ⅰ 2
心理学概論Ⅱ 2
心理学研究法 2
心理学統計法 2
メンタルヘルス論Ⅰ 2

メンタルヘルス論Ⅱ 2
対人コミュニケーション論 2

【人間学基幹科目群】 人間科学
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人間科学部人間科学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

　論理学 2
ロジカルシンキング 2
東洋思想論１ 2
東洋思想論２ 2
西洋思想論１ 2
西洋思想論２ 2
平和学 2
宗教学概論 2
死生学 2

【臨床心理科目群】
心理学実験１ 2
心理学実験２ 2
知覚・認知心理学 2
感情・人格心理学 2
学習・言語心理学 2
臨床心理学概論 2
発達心理学１ 2
発達心理学２ 2
人格心理学 2
司法・犯罪心理学１ 2
司法・犯罪心理学２ 2
教育・学校心理学 2
家族心理学 2
心理的アセスメント 2
心理療法論（心理学的支援法） 2
臨床心理学特殊演習 2
精神分析学 2

英語文献研究 2
カウンセリング演習 1
心理演習 1
公認心理師の職責 2
心理実習１ 1
心理実習２ 1

【産業・社会科目群】
社会学 2
地域社会学 2
家族社会学 2
社会調査法 2
社会調査実習 2
社会・集団・家族心理学 2
社会心理学 2
対人行動論１ 2
対人行動論２ 2
産業・組織心理学 2
集団心理学 2
産業カウンセリング論 2
コミュニティ心理学 2

【人間学基幹科目群】の中から８単位選択
必修

人間科学
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人間科学部人間科学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

文化心理学 2
マスコミュニケーション論 2

社会保障Ⅰ 2

社会保障Ⅱ 2

地域福祉論Ⅰ 2
地域福祉論Ⅱ 2
権利擁護を支える法制度 2
社会福祉の原理と政策Ⅰ 2
社会福祉の原理と政策Ⅱ 2
関係行政論 2
刑事司法と福祉 2

【生命・健康科学科目群】
生命科学１ 2
生命科学２ 2
生命科学実験演習１ 1
生命科学実験演習２ 1
自然人類学１ 2
自然人類学２ 2
生理実験演習１ 1
生理実験演習２ 1
脳と心１ 2
脳と心２ 2
心理統計法演習 2
健康・医療心理学 2
健康科学 2

精神医学(精神疾患とその治療)Ⅰ 2
精神医学(精神疾患とその治療)Ⅱ 2
医学知識（人体の構造と機能及び疾病） 2
心身医学 2
障害者・障害児心理学 2
福祉心理学 2
神経・生理心理学 2
スポーツ心理学 2
生体適応論 2

【精神保健福祉科目群】

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2
精神障害リハビリテーション論 2
精神保健福祉の原理Ⅰ 2
精神保健福祉の原理Ⅱ 2
精神保健福祉制度論 2

ソーシャルワーク論 2
ソーシャルワークの理論と方法(専門)Ⅰ 2

人間科学
5/6

学則-93



人間科学部人間科学科

別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ソーシャルワークの理論と方法(専門)Ⅱ 2
ソーシャルワーク演習 1
ソーシャルワーク演習(専門)Ⅰ 1
ソーシャルワーク演習(専門)Ⅱ 1
ソーシャルワーク演習(専門)Ⅲ 1
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 1
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 2
ソーシャルワーク実習 4

障害者福祉論 2

【人間論演習】
人間論演習１ 1
人間論演習２ 1

【フィールド・スタディーズ発展（学科）】

フィールド・スタディーズ発展１（人間科学） 3
フィールド・スタディーズ発展２（人間科学） 3

【総合科目】
人間科学プロジェクト１ 2
人間科学プロジェクト２ 2
総合研究１ 2
総合研究２ 2
International Lectures(Human Sciences)1 1
International Lectures(Human Sciences)2 1

【卒業研究】
卒業論文 2

卒業論文演習１ 1
卒業論文演習２ 1

人間科学
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人間科学部社会福祉学科
別表（１）

必修 選択
人間科学部 〔共通科目〕
社会福祉学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

社会福祉
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人間科学部社会福祉学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2

留学生または日本語を母
語としない学生は、外国
語科目群の必修科目に代
えることができる

社会福祉
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人間科学部社会福祉学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】

武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【社会福祉基盤形成科目群】
ソーシャルワークの基盤と専門職１ 2
ソーシャルワークの基盤と専門職２ 2
ソーシャルワークの理論と方法１ 2
ソーシャルワークの理論と方法２ 2
地域福祉と包括的支援体制１ 2
地域福祉と包括的支援体制２ 2
コミュニティ・オーガナイジング論 2
ケースマネジメント論 2
ソーシャルワークの理論と方法３ 2
ソーシャルワークの理論と方法４ 2
社会福祉の原理と政策１ 2
社会福祉の原理と政策２ 2

【社会福祉実践領域科目群】
社会福祉
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人間科学部社会福祉学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

高齢者福祉 2
障害者福祉 2
児童・家庭福祉 2
貧困に対する支援 2
保健医療と福祉 2
ソーシャルアントレプレナー論 2
ファンドレイジング論 2
リハビリテーション論 2
刑事司法と福祉 2
家族福祉論 2
女性福祉論 2
スクールソーシャルワーク論 2
多文化共生ソーシャルワーク論１ 2
多⽂化共⽣ソーシャルワーク論２ 2

【社会福祉制度政策科目群】
福祉サービスの組織と経営 2
社会保障１ 2
社会保障２ 2
社会福祉発達史 2

【社会福祉関係科目群】
社会学と社会システム 2
危機介入論 2
生と死を考える福祉論 2
心理学と心理的支援 2
社会福祉調査の基礎 2
フィールド実習指導１ 2
フィールド実習指導２ 2
フィールド実習１ 2
フィールド実習２ 2
医学概論 2
権利擁護を支える法制度 2
発達心理学 2

児童精神医学 2

精神医学総論 2
犯罪・非行心理学 2
教育社会学 2
住環境論 2
学校の制度 2
生徒指導論 2
精神保健の課題と支援 2

【社会福祉実践研究力形成科目群】
社会福祉基礎ゼミナール 2
社会福祉発展ゼミナール 2
ソーシャルワーク演習１ 2
ソーシャルワーク実習指導１ 2
ソーシャルワーク演習２ 2

社会福祉
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人間科学部社会福祉学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ソーシャルワーク演習３ 2
海外ソーシャルワーク実習 1
社会福祉専門ゼミナール１ 2
ソーシャルワーク演習４ 2
ソーシャルワーク実習指導２ 2
ソーシャルワーク演習５ 2
ソーシャルワーク実習指導３ 2
ソーシャルワーク実習 5
社会福祉専門ゼミナール２ 2
スクールソーシャルワーク演習 2
スクールソーシャルワーク実習指導 2
スクールソーシャルワーク実習 2
卒業研究 2

【社会福祉実践力統合科目群】
社会福祉職業論 1
社会福祉特講１ 1
社会福祉特講２ 1
社会福祉特講３ 1
社会福祉特講４ 1

社会福祉
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ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科
別表（１）

必修 選択

〔共通科目〕
【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1

ウェルビーイン
グ学科

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ウェルビーイン
グ学部
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ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科
別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1
フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1

留学生または日本語を母語としな
い学生は、外国語科目群の必修科
目に代えることができる
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ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科
別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【基盤科目群】
＜建学の精神＞

建学の精神入門Ａ（人間観） 1
建学の精神入門Ｂ（真理観） 1
建学の精神入門Ｃ（Dharma Dialogue） 1
建学の精神入門Ｄ（幸福論） 1
建学の精神基礎Ａ（死生学） 1
建学の精神基礎Ｂ（巡礼） 1
建学の精神基礎Ｃ（縁起・共生） 1
建学の精神応用Ａ（文献購読） 1
建学の精神応用Ｂ（Ancestors' Voices） 1

＜ウェルビーイングデザイン＞
WBデザイン入門Ａ（全体像と歴史） 1
WBデザイン入門Ｂ（健康） 1
WBデザイン入門Ｃ（心理） 1
WBデザイン入門Ｄ（教育） 1
WBデザイン基礎Ａ（経済・行動科学） 1
WBデザイン基礎Ｂ（社会） 1
WBデザイン基礎Ｃ（福祉） 1
WBデザイン応用Ａ（社会心理） 1
WBデザイン応用Ｂ（哲学・倫理学） 1
WBデザイン応用Ｃ（医療） 1
WBデザイン発展（デザイン工学） 1

＜ウェルビーイングリテラシー＞
WBリテラシー入門Ａ（ポジティブ心理学基礎） 1
WBリテラシー入門Ｂ（パーマカルチャー） 1
WBリテラシー入門Ｃ（アート（書）） 1
WBリテラシー入門Ｄ（アート（身体表現）） 1
WBリテラシー基礎Ａ（感性工学） 1
WBリテラシー基礎Ｂ（対人コミュニケーション） 1
WBリテラシー基礎Ｃ（ロジカル思考） 1
WBリテラシー基礎Ｄ（システム思考） 1
WBリテラシー基礎Ｅ（文章） 1
WBリテラシー基礎Ｆ（プロジェクトマネジメント） 1
WBリテラシー基礎Ｇ（成人発達理論） 1
WBリテラシー基礎Ｈ（ビジネス・イノベーション） 1

ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ
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ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科
別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

WBリテラシー基礎Ｉ（アート（書）） 1
WBリテラシー応用Ａ（論理学） 1
WBリテラシー応用Ｂ（社会調査法） 1
WBリテラシー応用Ｃ（対話の場づくり） 1
WBリテラシー応用Ｄ（コーチング的コミュニケーション） 1
WBリテラシー応用Ｅ（アート（書）） 1
WBリテラシー応用Ｆ（人類の歴史） 1
WBリテラシー応用Ｇ（エコシステム） 1
WBリテラシー発展Ａ（実践者に聴く１） 1
WBリテラシー発展Ｂ（実践者に聴く２） 1
WBリテラシー発展Ｃ（プレゼンテーション） 1
WBリテラシー発展Ｄ（お金） 1

【探究する科目群】
＜ゼミナール＞

入門ゼミＡ 2
入門ゼミＢ 2
基礎ゼミＡ 1
基礎ゼミＢ 2

＜自己理解＞
自己理解入門Ａ（自己との対話） 1
自己理解入門Ｂ（自己肯定感） 1
自己理解入門Ｃ（他者との対話） 1
自己理解入門Ｄ（自己受容・他者信頼） 1
自己理解基礎Ａ（コンパッション） 1
自己理解基礎Ｂ（対話） 1
自己理解基礎Ｃ（セルフ・コンパッション） 1

＜自然・環境＞
自然・環境入門Ａ 2
自然・環境入門Ｂ 2
自然・環境基礎Ａ 1
自然・環境基礎Ｂ 2
自然・環境プロジェクト 4

＜地域・医療・福祉＞
地域•医療•福祉基礎Ａ（医療・看護） 1
地域•医療•福祉基礎Ｂ（地域と福祉） 1
地域•医療•福祉基礎C（高齢者福祉） 1
地域•医療•福祉応用Ａ（社会心理） 1
地域･医療･福祉応用Ｂ（公共政策） 1

＜ビジネス＞
ビジネス基礎Ａ（企業） 1
ビジネス基礎Ｂ（人事) 1
ビジネス基礎Ｃ（起業） 1
ビジネス応用（社会システム） 1
地域・ビジネスプロジェクト 4

＜国際理解＞
国際コミュニケーション 1
多文化理解 1
海外インターンシップ 2

ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ
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ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科
別表（１）

必修 選択
区 分

学 科
授業科目

単位数
備考

【創造する科目群】
＜未来デザイン＞

未来デザイン方法論Ａ（イノベーション論） 1
未来デザイン方法論B（手法１） 1
未来デザイン方法論C（手法２） 1
未来デザインプロジェクト 4

＜応用ゼミ・卒業プロジェクト・卒業論文＞
応用ゼミＡ 1
応用ゼミＢ 2
卒業プロジェクト 2
卒業論文 2
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工学部サステナビリティ学科
別表（１）

必修 選択
工学部 〔共通科目〕

【建学】
仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1

サステナビリ
ティ学科

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ
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工学部サステナビリティ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1
フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2

留学生または日本語を母
語としない学生は、外国
語科目群の必修科目に代
えることができる

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ
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工学部サステナビリティ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】

武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕
【サステナビリティ基幹科目】
サステナビリティ学と創造的学び 1
アカデミックスキル入門 2
サステナビリティ学基礎Ａ 2
サステナビリティ学基礎Ｂ 2
環境倫理・環境正義 2
環境エネルギー論 2
資源循環論 2
サステナビリティ思考入門 2
環境福祉学 2
環境政策論 2
環境経済学 2
サステナブルライフスタイル論 2
環境保全生態学 2
環境地球化学 2
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工学部サステナビリティ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

水とサステナビリティ 2
食とサステナビリティ 2

【ソーシャルデザイン科目】
ソーシャルデザイン事例研究 2
サステナブルデザイン思考 2
システム思考と学習する組織 2
共創型リーダーシップ論 2
シビックアクション論 2
ファシリテーション演習 2
メディア表現演習 2
社会調査法 2
ソーシャルビジネス論 2
サステナブル経営論 2

サステナビリティ戦略演習 2

コミュニティデザイン論 2
持続可能な地域づくり論 2
交渉と合意形成 2
環境心理学 2
ＥＳＤ論 2

【環境エンジニアリング科目】
環境統計学 2
環境材料学 2
環境気象学 2
生物多様性保全特論 2
環境分析化学 2
ＣＡＤ演習 2
ＧＩＳ・測量演習 2
環境調査演習Ａ 2
環境調査演習Ｂ 2
環境調査演習Ｃ 2
サステナビリティリスク学 2
ライフサイクルアセスメント論 2

カーボンマネジメント演習 2

資源循環マネジメント演習 2
持続可能技術特論１ 2
持続可能技術特論２ 2

【プロジェクト科目】
サステナビリティプロジェクト入門 2
サステナビリティプロジェクト１ 4
サステナビリティプロジェクト２ 4
サステナビリティプロジェクト３ 4
サステナビリティプロジェクト４ 4
サステナビリティ研究１ 4
サステナビリティ研究２ 4
卒業論文 4
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工学部サステナビリティ学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【社会連携科目】
サステナビリティ学社会実践演習Ａ 1
サステナビリティ学社会実践演習Ｂ 1
サステナビリティ学社会実践演習Ｃ 2
サステナビリティ学社会実践演習Ｄ 2
サステナビリティ学社会実践演習Ｅ 4
サステナビリティ学総合演習 1

【サステナビリティ先端科目】
サステナビリティ学特殊授業Ａ 2
サステナビリティ学特殊授業Ｂ 2
サステナビリティ学特殊授業Ｃ 2
サステナビリティ学特殊授業Ｄ 1
サステナビリティ学特殊授業Ｅ 1

【総合研究】
総合研究Ａ 1
総合研究Ｂ 2
総合研究Ｃ 4
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工学部数理工学科
別表（１）

必修 選択
工学部 〔共通科目〕
数理工学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

数理工
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工学部数理工学科
別表（１）

必修 選択

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

数理工
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工学部数理工学科
別表（１）

必修 選択

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔教職関連〕
日本国憲法 2 教職必修

〔学科科目〕

【学科基礎科目】
数理工学入門 2
線形代数１ 2
微積分１ 2
数学演習１ 1
線形代数２ 2
線形代数２演習 1
微積分２ 2
微積分２演習 1
情報処理 2
プログラミング演習 1
基礎物理１ 2
基礎物理２ 2
線形代数３ 2
微積分３ 2
数学演習２ 1
微分方程式１ 2
数理工学概論１ 2
ベクトル解析 2
複素解析 2
アルゴリズム 2
微分方程式２ 2

【学科基幹科目】
数理工学実験１ 2

数理工
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工学部数理工学科
別表（１）

必修 選択

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

確率・統計 2
応用代数 2
数理物理 2
数理工学実験２ 2
数理統計学 2
応用幾何 2
情報理論 2
数理工学概論２ 2
応用複素解析 2
グラフ理論入門 2
数値解析 2
環境・エネルギー工学 2
知的財産論 2
フーリエ解析 2
多変量解析 2
最適化理論 2
量子力学とナノ工学 2
機械学習 2
システム工学 2
応用微分方程式 2
計画工学 2
計算幾何学 2
信号処理 2

【学科展開科目】
　プロジェクト１ 4
　保険数学 2
離散数理工学 2
確率数理工学 2

　データベースと情報管理 2
　プロジェクト２ 4
　連続体力学 2
生命情報学 2
トポロジーとその応用 2
金融工学 2

【卒業研究】
数理工学研究１ 2
数理工学研究２ 2

　数理工学研究３ 2
　卒業研究 4

数理工
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工学部建築デザイン学科
別表（１）

必修 選択
工学部 〔共通科目〕

【建学】
仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

建築デザイン学
科

建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ
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工学部建築デザイン学科
別表（１）

必修 選択

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語リテラシー 1
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ
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工学部建築デザイン学科
別表（１）

必修 選択

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔学科科目〕

【学科基礎科目】
基礎デザイン１ 2

　空間表現論 2
　基礎ゼミ 2
基礎デザイン２ 2
デザインテクノロジー１ 2
デザインテクノロジー２ 2

【学科基幹科目】
設計製図１ 4
建築計画 2
デザインテクノロジー３ 2
デザインテクノロジー４ 2
設計製図２ 4
日本の建築 2
設計方法論 2
建築構造 2
建築材料 2
建築施工法 2
建築法規 2
建築学演習 2
建築構造デザイン 2

【学科展開科目】

　住居論 2

住居史 2

住宅衛生 2

プロジェクト１ 2

建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ
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工学部建築デザイン学科
別表（１）

必修 選択

  区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

西洋の建築 2

建築と環境 2

インテリアデザイン１ 2

構造力学１ 2

構造力学演習１ 2

デザインテクノロジー発展１ 2

デザインテクノロジー発展２ 2

環境工学 2

建築環境行動 2

プロジェクト２ 4

設計製図３ 4

建築景観論 2

音環境 2

建築設備１ 2

構造力学２ 2

構造力学演習２ 2

デザインテクノロジー発展３ 2

デザインテクノロジー発展４ 2

インテリアデザイン２ 2

都市防災 2

都市環境 2

設計製図４ 4

アジアの建築 2

光環境 2

建築設備２ 2

構造力学３ 2

環境デザイン 2

空間とデザイン 2

ランドスケープデザイン 2

プロジェクト３ 4

建築環境論 2

防災まちづくり論 2

建築文化論 2

プロジェクト４ 4

フィールド・スタディーズ発展１（建築） 1

フィールド・スタディーズ発展２（建築） 2

【卒業研究】
卒業研究 6

建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ
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教育学部教育学科
別表（１）

必修 選択
教育学部 〔共通科目〕
教育学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1
体育講義 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

学校教育専修理科コースは２単位選択必
修

教育
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教育学部教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1

留学生または日本語を母語としない学生
は、外国語科目群の必修科目に代えること
ができる

教育
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教育学部教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔教職関連〕
日本国憲法 2 教職必修

〔学科科目〕
【学科基礎科目】
教育学入門ゼミ 2
発達心理学 2
教育原理 2
教育心理学 2

【学科基幹科目】
教育学基礎ゼミ 2
教育学発展ゼミ 2
教職論 2
教育の制度 2
教育課程論 2
学級経営論 2

【学科展開科目】

＜福祉関連科目＞
社会福祉 2
児童家庭福祉 2

＜初等・中等教育関連科目群＞
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2
道徳教育の理論と方法 2
教育の方法と技術（情報通信技術の活用含む。） 2
生徒指導・進路指導論 2
教育相談 2
特別支援教育 2

＜指導法関連科目群＞
初等国語科指導法 2
初等社会科指導法 2

コースごとの必修科目は教育学部教育学科
履修内規の定めによる

教育
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教育学部教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

初等算数科指導法 2
初等理科指導法 2

初等生活科指導法 2
初等音楽科指導法 2
初等図画工作科指導法 2
初等家庭科指導法 2
初等体育科指導法 2
初等外国語（英語）指導法 2
国語科指導法Ａ 2
国語科指導法Ｂ 2
書道科指導法Ａ 2
書道科指導法Ｂ 2
英語科指導法Ａ 2
英語科指導法Ｂ 2

理科指導法Ⅰ 4
国語科教育法Ａ 2
国語科教育法Ｂ 2
書道科教育法 2
英語科教育法Ａ 2

英語科教育法Ｂ 2

理科指導法Ⅱ 4

＜教科・基礎技能関連科目群＞
国語（書写を含む。） 2
社会 2
算数 2
理科 2
生活 2
音楽Ａ 2
音楽Ｂ 2

図画工作Ａ 2

図画工作Ｂ 2
家庭 2
体育Ａ 2
体育Ｂ 2
初等外国語（英語） 2
日本語学概論Ａ 2
日本語学概論Ｂ 2
古代文学 2
中古文学 2
中世文学 2
近世文学 2
近代文学 2

現代文学 2

漢文学 2
書道 2

書道史 2
書論・鑑賞 2
英語学A 2
英語学B 2
英米文学・文化史A 2
英米文学・文化史B 2

Practical Communication A 2
Practical Communication B 2
Comprehensive English A 2

教育
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教育学部教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

Comprehensive English B 2
Comprehensive English C 2
Comprehensive English D 2
異文化理解A 2
異文化理解B 2
物理学概論１ 2

物理学概論２ 2
物理学実験（コンピュータ活用を含む。） 2
化学概論１ 2
化学概論２ 2
化学実験（コンピュータ活用を含む。） 2

生物学概論１ 2
生物学概論２ 2
生物学実験（コンピュータ活用を含む。） 2

地学概論１ 2

地学概論２ 2
地学実験（コンピュータ活用を含む。） 2
理科実験指導論 2

＜教科・応用科目群＞
　ＩＣＴ活用論Ａ 2

　ＩＣＴ活用論Ｂ 2
Academic English 2

実用英語音声学 2

英語プレゼンテーション 2

科学基礎１ 2

科学基礎２ 2

物理学特論１ 2

物理学特論２ 2

化学特論１ 2

化学特論２ 2

生物学特論１ 2

生物学特論２ 2

地学特論１ 2

地学特論２ 2

環境教育学 2

自然環境教育演習１ 2

自然環境教育演習２ 2

＜グローバル教員養成科目群＞
グローバル教育概説 2
グローバル教育特論 2
２１世紀型スキル 2

【実習関係】
　教育インターンシップゼミ 2
　教育インターンシップ 2
教育海外研修１ 2
教育海外研修２ 2
教育海外研修３ 4
教育プレ実習 1
教育実習指導【小学校】 1
教育実習【小学校】 4

教育実習【中学校・高等学校】 3

教育実習【中学校】 2
教育
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教育学部教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

教職実践演習（小・中・高） 2

【卒業研究】
教育学総合ゼミ 2

教育
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教育学部幼児教育学科
別表（１）

必修 選択
教育学部 〔共通科目〕
幼児教育学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1
体育講義 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

幼児教育
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教育学部幼児教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1
ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【教養日本語】
日本語基礎Ａ 1
日本語基礎Ｂ 1
日本語基礎Ｃ 1
日本語基礎Ｄ 1
日本語発展Ａ 1
日本語発展Ｂ 1
日本語発展Ｃ 1
日本語発展Ｄ 1
日本事情 2

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4

留学生または日本語を母語としない学
生は、外国語科目群の必修科目に代え
ることができる

幼児教育
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教育学部幼児教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2
証券ビジネス論 2

〔教職関連〕
日本国憲法 2 教職必修

〔学科科目〕
【学科基礎科目】
幼児教育学入門ゼミ 2
発達心理学１（保・幼） 2
保育原理 2
教育原理１（保・幼） 2

【学科基幹科目】
幼児教育学基礎ゼミ 2
幼児教育学発展ゼミ 2
教育心理学（幼） 2

教職論（保育者論） 2

教育課程論（保・幼） 2

発達心理学２（保・幼） 2
教育の制度（幼） 2
教育原理２ 2

幼児教育
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教育学部幼児教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

幼児教育学総合ゼミ 2

【学科展開科目】
＜保育・幼児教育関連科目群＞
社会福祉 2
子ども家庭福祉 2
社会的養護１ 2
子どもの保健 2
子どもの健康と安全 1

子どもの食と栄養 2
子ども家庭支援論 2
乳児保育１ 2
乳児保育２ 1
特別支援教育（保・幼） 2

社会的養護２ 1
教育の方法と技術（幼） 2
幼児理解と教育相談（幼） 2
仏教保育論 2
保幼小接続論 2

＜発達・子育て支援科目群＞
地域子育てネットワーク論 2
音楽療法 2
保育インターンシップ 2
児童心理臨床 2
子育て支援 1
子どもの理解と援助 1
発達検査法 1
芸術療法 1
病児保育論 2

＜領域及び保育内容指導法関連科目群＞
保育内容指導法（健康） 2
保育内容指導法（人間関係） 2
保育内容指導法（環境） 2
保育内容指導法（言葉） 2
保育内容指導法（身体表現）１ 1
保育内容指導法（身体表現）２ 1
保育内容指導法（造形表現）１ 1
保育内容指導法（造形表現）２ 1

保育内容指導法（音楽表現）１ 1

保育内容指導法（音楽表現）２ 1
保育内容総論 1
保育内容（健康） 1
保育内容（人間関係） 1
保育内容（環境） 1
保育内容（言葉） 1
保育内容（表現） 1

＜領域関連専門科目群＞
幼児教育
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教育学部幼児教育学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

音楽１ 2
音楽２ 2
造形１（保・幼） 1
造形２（保・幼） 1
造形３（保・幼） 1
造形４（保・幼） 1
体育１（保・幼） 1
体育２（保・幼） 1
体育３（保・幼） 2
児童文学 2
児童文化 1

＜グローバル教員養成科目群＞
グローバル教育概説 2
グローバル教育特論 2
２１世紀型スキル 2
児童英語 1

国際保育論 2

【実習関係科目】
保育・教育海外研修 2
プレ実習（保育内容の理解と方法） 1
幼児教育プロジェクト１ 2
幼児教育プロジェクト２ 2
幼児教育プロジェクト３ 2
教育実習指導【幼稚園】 1
教育実習【幼稚園】 4
保育実習指導１（保育所） 1
保育実習指導１(施設） 1

保育実習指導２ 1

保育実習指導３ 1

保育実習１（保育所） 2
保育実習１(施設） 2
保育実習２ 2
保育実習３ 2
保育・教職実践演習（幼） 2

【卒業研究】

卒業研究 2

幼児教育
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薬学部薬学科
別表（１）

必修 選択
薬学部 〔共通科目〕
薬学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

薬
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薬学部薬学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

薬
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薬学部薬学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2

【学科科目】
＜薬学準備教育科目＞
基礎物理学 2
薬学物理化学 2
薬学数学１ 2
薬学数学２ 2
薬学統計学 2
基礎化学 2
薬学化学１ 2
薬学化学２ 2
基礎生物学 2
薬学生物学 2
医療統計学･生物学的試験法 2
生命倫理・医療倫理学 2
死生学 2

＜薬学基幹科目＞
薬学概論・レギュラトリーサイエンス概論 1
早期体験実習 1
薬学総合演習１ 3
薬学総合演習２ 2
薬学総合演習３ 4
卒業研究１ 8
卒業研究２ 8
研究者養成コース薬学研究 2

＜物理系薬学を学ぶ＞
医薬品分析化学１ 2
医薬品分析化学２ 2
医薬品物理化学 2
放射性医薬品学 1
物理系実験実習１ 1
物理系実験実習２ 1

＜化学系薬学を学ぶ＞
有機化学１ 2
有機化学２ 2
有機化学３ 2
有機化学４ 2
生薬化学１ 1
生薬化学２ 2
化学系実験実習１ 1
化学系実験実習２ 1

＜生物系薬学を学ぶ＞
薬
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薬学部薬学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

解剖学１ 2
解剖学２ 2
生理学１ 2
生理学２ 2
生化学１ 2
生化学２ 2
分子生物学 2
微生物医薬品学１ 2
微生物医薬品学２ 2
生物系実験実習１ 1
生物系実験実習２ 1
生物系実験実習３ 1

＜衛生薬学を学ぶ＞
栄養代謝化学 2
食品衛生学 2
環境衛生学１ 2
環境衛生学２ 2
公衆衛生学 2
衛生薬学実験実習 1

＜医療薬学を学ぶ＞
薬理学１ 2
薬理学２ 2
薬理学３ 2
薬効安全性学 1
薬物療法学１ 2
薬物療法学２ 2
薬物動態学１ 2
薬物動態学２ 2
物理薬剤学 2
製剤学 2
天然薬物学 1
一般用医薬品学 2
医薬品情報学 1
薬業経済学 1
病態学１ 2
病態学２ 2
医薬品開発学 2
臨床生化学・臨床検査学 2
医療薬学実験実習１ 1
医療薬学実験実習２ 1
医療薬学実験実習３ 1
医療薬学実験実習４ 1
漢方治療学 1
薬局経営論 1

＜薬学臨床を学ぶ＞
臨床薬剤学１ 2
臨床薬剤学２ 2
薬剤疫学 1
臨床薬学 2
臨床調剤学 2

薬
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薬学部薬学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

臨床薬物治療学 2
基礎調剤実習 1
臨床調剤学実習 1
事前実習 4
病院薬局実務実習 12
保険薬局実務実習 12

＜法規・制度を学ぶ＞
薬事行政(制度)・関係法規　 2

＜香粧薬学系科目を学ぶ＞
香粧品学概論 1
香粧品学１ 2
香粧品学２ 2

＜製薬産業系科目を学ぶ＞
製薬産業論 1
化粧品産業論 1
臨床開発各論 1

＜キャリア開発科目＞
キャリアデザイン１ 1
キャリアデザイン２ 1
インターンシップ１（企業） 1
インターンシップ２（病院・薬局） 1

＜グローバル薬学科目＞
薬学英語１ 1
薬学英語２ 1
薬学英語３ 1
International Lectures 1(pharm) 1
International Lectures 2(pharm) 1

薬
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看護学部看護学科
別表（１）

必修 選択
看護学部 〔共通科目〕
看護学科 【建学】

仏教（生き方を考える）基礎 2
仏教（生き方を考える）発展 2

【スポーツ・身体】
スポーツと身体科学 1
フィールド・スポーツ 1

【情報】
データサイエンス基礎 1
人工知能基礎 1
メディアリテラシー 1
情報技法基礎 1
情報技法発展Ａ 1
情報技法発展Ｂ 1
情報技法発展Ｃ 1
プログラミング基礎 1
プログラミング発展Ａ 1
プログラミング発展Ｂ 1
人工知能技術と社会 1
機械学習活用１ 1
機械学習活用２ 1
データサイエンス活用１ 1
データサイエンス活用２ 1
メディアデザイン 1
サービスデザイン 1
人工知能実践プロジェクト 2

【外国語】
英語基礎Ａ 2
英語基礎Ｂ 1
英語基礎Ｃ 2
英語基礎Ｄ 1
英語発展Ａ 1
英語発展Ｂ 1
英語発展Ｃ 1
英語発展Ｄ 1
英語綜合Ａ 1
英語綜合Ｂ 1
中国語基礎１ 1
中国語基礎２ 1
中国語発展１ 1
中国語発展２ 1
中国語綜合１ 1
中国語綜合２ 1
フランス語基礎１ 1
フランス語基礎２ 1
フランス語発展１ 1
フランス語発展２ 1
フランス語綜合１ 1
フランス語綜合２ 1
ドイツ語基礎１ 1

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

看護
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看護学部看護学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

ドイツ語基礎２ 1
ドイツ語発展１ 1
ドイツ語発展２ 1
ドイツ語綜合１ 1
ドイツ語綜合２ 1
スペイン語基礎１ 1
スペイン語基礎２ 1
スペイン語発展１ 1
スペイン語発展２ 1
スペイン語綜合１ 1
スペイン語綜合２ 1
韓国語基礎１ 1
韓国語基礎２ 1
韓国語発展１ 1
韓国語発展２ 1
韓国語綜合１ 1
韓国語綜合２ 1
留学準備１ 1
留学準備２ 1
英語資格・検定試験対策１ 1
英語資格・検定試験対策２ 1

【ＣＨＰ】
ＳＤＧｓ基礎 1
ＳＤＧｓ発展１ 1
ＳＤＧｓ発展２ 1
ＳＤＧｓ発展３ 1
ＳＤＧｓ特講 2

【フィールド・スタディーズ】
フィールド・スタディーズ 1

フィールド・スタディーズ１ 1
フィールド・スタディーズ２ 2
フィールド・スタディーズ３ 3
フィールド・スタディーズ４ 4
フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 4
フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 5
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 1
フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 2
フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 3
フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4

看護
2/5

学則-135



看護学部看護学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【インターンシップ】
インターンシップ 1
企業協働プロジェクト 2

【全学教養ゼミナール】
全学教養ゼミナール１ 2
全学教養ゼミナール２ 2

【寄付講座】
武蔵野市自由講座 2

【学科教養科目】
日本国憲法 2 教職必修

社会学 2
基礎生物 2
基礎化学 2
心理学の基礎１ 2
心理学の基礎２ 2
人間工学 2
ケアマネジメント論 2
家族関係論 2
死生学 2
フィールド・スタディーズ発展（看護） 4

〔学科科目〕
【専門基礎科目】
体の働き１（形態） 1
体の働き２（機能） 1

病理学 2
疾病治療論１（急性期） 2
疾病治療論２（慢性期） 2
疾病治療論３（母子） 2
疾病治療論４（感染と免疫） 1
疾病治療論５（精神） 1
栄養学 1
薬理学 2
公衆衛生学 2
疫学総論 2
保健統計学 2
保健医療福祉行政論 2
保健医療福祉行政論２ 1 保健師は必修

生命倫理・医療倫理学 1
健康保健学 2
健康環境論 2
臨床栄養学 1 養護教諭は必修
精神保健論 1
むさしのＩＰＥ（保健医療福祉専門職と社会の連携教育） 1
セクシュアリティ論 1

【看護学・看護実践の基礎】
看護学概論 2
看護政策論 1
基礎看護実習 3看護
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看護学部看護学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

基礎看護実践論１(看護実践の基礎) 1
基礎看護実践論２(ﾍﾙｽｱｾｽﾒﾝﾄ技術) 2
基礎看護実践論３（基本技術・診療技術） 1
基礎看護実践論４（生活行動援助技術） 2
基礎看護実践論５（シミュレーション） 1
看護倫理 1

【健康増進・予防と看護】
ヘルスプロモーション概論１（個人・家族・集団・地域） 1
ヘルスプロモーション概論２（リプロダクティブヘルス・小児期） 2
ヘルスプロモーション概論３（成人期・老年期） 2
ヘルスプロモーション各論１（リプロダクティブヘルス） 2
ヘルスプロモーション各論２（家族） 1
ヘルスプロモーション演習１（基本看護技術） 1
ヘルスプロモーション演習２（リプロダクティブヘルス看護技術） 1
ヘルスプロモーション演習３（シミュレーション） 1
ヘルスプロモーション実習１（個人・家族・集団・地域） 3
ヘルスプロモーション実習２（リプロダクティブヘルス） 2

【健康段階における看護】
＜急性期における看護＞
急性期看護概論 1
急性期小児看護論 1
急性期成人看護論 1
急性期老年看護論 1
急性期精神看護論 1
急性期看護演習１（成人看護・老年看護） 2
急性期看護演習２（小児看護・精神看護） 1
急性期看護演習３（シミュレーション） 1
急性期看護実習１（成人看護・老年看護） 3
急性期看護実習２（小児看護） 1

＜慢性期における看護＞
慢性期看護概論 1
慢性期小児看護論 1
慢性期成人看護論 1
慢性期老年看護論 1
慢性期精神看護論 1
在宅看護論 1
慢性期看護演習１（基本看護技術） 2
慢性期看護演習２（在宅看護技術） 1
慢性期看護演習３（シミュレーション） 1
慢性期看護実習１（成人看護・老年看護） 3
慢性期看護実習２（精神看護） 2

慢性期看護実習３（在宅看護） 1

【集団・地域の健康問題に関わる看護】
地域看護論 2
地域看護論演習 1
地域看護論実習 2
公衆衛生看護管理論 1
公衆衛生看護診断論演習 1 保健師は必修

公衆衛生看護論実習 4
看護
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看護学部看護学科
別表（１）

必修 選択

区 分
学 科

授業科目
単位数

備考

【看護統合】
看護研究１ 1
看護研究２ 3
看護ゼミ 1
災害看護１（基礎編） 1
災害看護２（実践編） 1
エンドオブライフケア 1
看護管理・政策論 1
総合看護演習 1
統合実習 3

【自由選択科目】
［心理コース］
認知心理学１ 2
認知心理学２ 2
カウンセリング論 2
心理療法論 2

［医薬コース］
薬物療法学 1
臨床医薬品概説 2
医療美粧論 1
生薬療法（漢方） 1
一般用医薬品学 1

［養護教諭コース］
養護概説 2
学校保健 2

養護教諭は必修

認定心理士は必修

看護
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別表（１）－３ 　（第１２条関係）
　上限単位数
　文 学 部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
日本文学文化学科 40 44 44 32 160単位

　グローバル学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
グローバルコミュニケーション学科 40 40 40 40 160単位
日本語コミュニケーション学科 40 40 40 40 160単位
グローバルビジネス学科 40 40 40 40 160単位
備考　4月以外に入学した者の履修上限単位数については別に定める。

法学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
法律学科 40 44 44 32 160単位
政治学科 40 40 40 40 160単位

経済学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
経済学科 40 40 40 40 160単位

経営学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
経営学科 40 40 40 40 160単位
会計ガバナンス学科 40 40 40 40 160単位

アントレプレナーシップ学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
アントレプレナーシップ学科 40 40 40 40 160単位

データサイエンス学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
データサイエンス学科 40 42 44 34 160単位

　人間科学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
人間科学科 40 42 42 36 160単位
社会福祉学科 44 42 39 35 160単位

ウェルビーイング学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
ウェルビーイング学科 45 45 40 30 160単位

　工学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
サステナビリティ学科 40 40 40 40 160単位
数理工学科 40 40 40 40 160単位
建築デザイン学科 36 46 46 32 160単位

　教育学部 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合　　計
教育学科 50 58 54 32 194単位
幼児教育学科 47 44 44 32 167単位

薬学部薬学科（６年制）及び看護学部看護学科は履修科目の上限を各学年５０単位以内とする。
ただし、薬学部薬学科（６年制）の１年生については履修上限を５６単位以内とする。

文学部日本文学文化学科及び法学部法律学科に平成30年3月31日以前から在籍している者については、別に定める。

備考　上限単位数に含めない科目は別に定める。

別表(1)-3上限単位数
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別表（２）
　教職関連科目

必修 選択

文学部

工学部 教師論 2

（数理工学科のみ） 教職特殊研究Ａ 2

看護学部 教職特殊研究Ｂ 2

教育原理 2

発達と学習 2

学校の制度 2

特別支援教育 2

教育課程論 2

国語科指導法Ａ 2

国語科指導法Ｂ 2

書道科指導法Ａ 2   　　　必修

書道科指導法Ｂ 2  （免許状取得科目を履修）

数学科指導法Ａ 2

数学科指導法Ｂ 2

国語科教育法Ａ 2

国語科教育法Ｂ 2 　　　一部必修

書道科教育法 2  （免許状取得科目を履修）

数学科教育法Ａ 2

数学科教育法Ｂ 2

道徳教育の理論と方法 2 必修（中１種免）
道徳教育の理論と方法（総合的な学習の時間及び特別活動を含む） 2 必修（看護学部） 

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2 必修（看護学部を除く）

教育方法論（情報通信技術の活用含む） 2

生徒指導・進路指導論 2

教育相談（カウンセリングを含む） 2

教育実習 Ⅰ 3 必修（中１種免・高１種免）

教育実習 Ⅱ 2 必修（中１種免）

養護実習 5 必修（看護学部） 

教職実践演習（中・高） 2 必修（中１種免・高１種免）

教職実践演習（養護教諭） 2 必修（看護学部） 

区 分
学 部

授　　業　　科　　目
単　位　数

備　　考

別表（２）教職
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別表（３）
　司書に関する科目

必修 選択

文学部 〔司書に関する科目〕
グローバル学部 　　生涯学習概論 2
(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科のみ) 　　図書館概論 2

法学部 　　図書館情報技術論 2

経済学部 　　図書館制度・経営論 2
(経済学科のみ) 　　図書館サービス概論 2

人間科学部 　　情報サービス論 2

　　情報サービス演習Ⅰ 1

　　情報サービス演習Ⅱ 1

　　図書館情報資源概論 2

　　情報資源組織論 2

　　情報資源組織演習Ⅰ 1

　　情報資源組織演習Ⅱ 1

　　児童サービス論 2

　　図書館情報資源特論 2

　　図書・図書館史 2

　　図書館基礎特論 2

別表（４）

　司書教諭に関する科目

必修 選択

文学部 〔司書教諭に関する科目〕

教育学部 　　学校経営と学校図書館 2

　　学校図書館メディアの構成 2

　　学習指導と学校図書館 2

　　読書と豊かな人間性 2

　　情報メディアの活用 2

単　位　数
備　　考

区 分
学部

授　　業　　科　　目
単　位　数

備　　考

２科目(４単位) 選択必修

区　分
学部

授　　業　　科　　目

別表（３)（４）司書
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別表（６）

必修 選択

グローバル学部 〔日本語教員養成に関する科目〕
【社会・文化・地域】
日本研究（歴史・地域・メディア）Ａ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｂ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｃ 2
日本研究（歴史・地域・メディア）Ｄ 2

【言語と社会】
異文化コミュニケーションＡ 2
異文化コミュニケーションＢ 2

【言語と心理】
第二言語習得理論Ａ 2
第二言語習得理論Ｂ 2

【言語と教育】
日本語教授法概論Ａ 2
日本語教授法概論Ｂ 2
日本語実践教育Ａ 2
日本語実践教育Ｂ 2
日本語教育学各論Ａ 2
日本語教育学各論Ｂ 2
日本語教育実習 4

【言語】
日本語学概論 2
日本語学各論Ａ 2
日本語学各論Ｂ 2
音声学基礎Ａ 2
音声学基礎Ｂ 2
日本語教育文法Ａ 2
日本語教育文法Ｂ 2

(日本語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ学科のみ)

2単位選択必修

４単位選択必修

2単位選択必修

区 分
学 部

授業科目
単位数

備考

別表（６）日本語教員養成
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別表 （７）学費
〔文学部日本文学文化学科〕

　   学　　    費
入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔グローバル学部グローバルコミュニケーション学科、グローバルビジネス学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔グローバル学部日本語コミュニケーション学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔法学部法律学科、政治学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔経済学部経済学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔経営学部経営学科、会計ガバナンス学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔アントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔データサイエンス学部データサイエンス学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔人間科学部人間科学科、社会福祉学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

180,000
770,000
250,000

260,000

金 額

金 額
180,000

1,020,000
275,000

970,000
260,000

金 額
180,000
820,000
178,000

180,000

金 額
180,000
770,000
178,000

金 額
180,000
870,000
250,000

金 額

金 額

180,000

820,000
178,000

180,000
770,000
178,000

金 額
180,000
770,000
178,000

金 額

金 額
180,000
770,000

別表(7)学費
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別表 （７）学費
〔工学部サステナビリティ学科〕

　   学　　    費
入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔工学部数理工学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔工学部建築デザイン学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔教育学部教育学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔教育学部幼児教育学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔薬学部薬学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

〔看護学部看護学科〕
　   学　　    費

入    学    金　　　　 円
授    業    料　　　　 円
教 育 充 実 費 円

金 額

金 額
180,000

1,020,000

820,000

金 額
180,000

1,100,000

180,000

222,000

275,000

1,220,000
300,000

1. 授業料は2年次以降据え置きとし、前期分、後期分の2期に分納する。
2. 教育充実費については、2年次以降 日本文学文化学科、法律学科、政治学科、経済学科、経営学科、会計ガバナ
ンス学科は年額278,000円、グローバルコミュニケーション学科、日本語コミュニケーション学科、グローバルビジネス学科
は年額350,000円、アントレプレナーシップ学科、データサイエンス学科は年額360,000円、社会福祉学科は年額
278,000円、人間科学科は年額278,000円、ウェルビーイング学科、サステナビリティ学科は年額275,000円、数理工学科
は年額325,000円、教育学科、幼児教育学科は年額312,000円、薬学科は年額530,000円、看護学科は400,000円、建
築デザイン学科は、2年次に年額380,000円、3年次以降に年額450,000円を前期分、後期分の2期に分納する。
3. 実費弁償分の実験実習料については、別に定める。
4. （削除）
5. 科目等履修生の履修料は、通年１科目について30,000円(半期及び４学期制の科目は半額)とする。
単位(資格)取得の場合は通年１科目について70,000円(半期及び４学期制の科目は半額)とする。

6． 同一法人卒業生の入学金については別に定める。

470,000

金 額
180,000
990,000
330,000

金 額
180,000
870,000
222,000

金 額
180,000

1,400,000

180,000

325,000

金 額

別表(7)学費
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別表（８）

必修 選択

建築設計製図 基礎デザイン２ 2

設計製図１ 4

設計製図２ 4

設計製図３ 4

設計製図４ 4

建築計画 住居史 2

住居論 2

西洋の建築 2

アジアの建築 2

日本の建築 2

建築景観論 2

設計方法論 2

建築計画 2

建築環境工学 光環境 2

音環境 2

建築と環境 2

建築設備 建築設備１ 2

建築設備２ 2

建築環境論 2

構造力学 構造力学１ 2

構造力学演習１ 2

構造力学２ 2

構造力学演習２ 2

構造力学３ 2

建築一般構造 建築構造 2

建築構造デザイン 2

建築材料 建築材料 2
一級建築士指定科目と
して２単位以上修得

建築生産 建築施工法 2
一級建築士指定科目
として２単位以上修得

二級・木造建築士指定
科目として１単位以上修
得

建築法規 建築法規 2
一級建築士指定科目
として１単位以上修得

二級・木造建築士指定
科目として１単位以上修
得

その他 デザインテクノロジー発展１ 2

デザインテクノロジー発展２ 2

デザインテクノロジー発展３ 2

デザインテクノロジー発展４ 2

住宅衛生 2

インテリアデザイン１ 2

インテリアデザイン２ 2

都市防災 2

都市環境 2

防災まちづくり論 2

建築文化論 2

一級建築士並びに二級建築士及び木造建築士受験資格取得に係る科目

専門分野 授　業　科  目
単位数

備　考

二級・木造建築士指定科目として、上記区分ごとの
単位を含め、実務経験０年は４０単位以上、１年が３
０～３９単位、２年は２０～２９単位修得

一級建築士指定科目として、上記区分ごとの単位を
含め、実務経験２年は６０単位以上、３年は５０～５９
単位、４年は４０～４９単位修得

　一級建築士指定科とし
て３単位以上修得

一級建築士指定科目として７単位以上修得
二級・木造建築士指定科目として３単位以上修
得

一級建築士指定科
目として７単位以上
修得 二級・木造建築士指

定科目として２単位以
上修得

一級建築士指定科目
として２単位以上修得

一級建築士指定科目
として２単位以上修得

一級建築士指定科目
として４単位以上修得

二級・木造建築士指
定科目として３単位以
上修得

別表 (８）建築士
1/1

学則-145



別表（９）

必修 選択

仏教（生き方を考える）基礎 2 30 1 講義

仏教（生き方を考える）発展 2 30 3 講義

データサイエンス基礎 1 30 1 演習

人工知能基礎 1 30 1 演習

英語基礎Ａ 2 30 1 演習

英語基礎Ｃ 2 30 1 演習

体育（講義） 1 体育講義 1 15 1 講義

体育（実技） 1 スポーツと身体科学 1 30 1 実技

保育原理（講義） 保育原理 2 30 1 講義

教育原理（講義） 教育原理１（保・幼） 2 30 1 講義

子ども家庭福祉（講義） 子ども家庭福祉 2 30 2 講義

社会福祉（講義） 社会福祉 2 30 1 講義

子ども家庭支援論（講義） 子ども家庭支援論 2 30 3 講義

社会的養護1（講義） 社会的養護１ 2 30 2 講義

保育者論（講義） 教職論（保育者論） 2 30 1 講義

保育の心理学（講義） 発達心理学１（保・幼） 2 30 1 講義

子ども家庭支援の心理学（講義） 発達心理学２（保・幼） 2 30 2 講義

子どもの理解と援助（演習） 子どもの理解と援助 1 30 3 演習

子どもの保健（講義） 子どもの保健 2 30 2 講義

子どもの食と栄養（演習） 子どもの食と栄養 2 60 3 演習

保育の計画と評価（講義） 教育課程論（保・幼） 2 30 2 講義

保育内容総論（演習） 保育内容総論 1 30 1 演習

保育内容（健康） 1 30 1 演習

保育内容（人間関係） 1 30 2 演習

保育内容（環境） 1 30 2 演習

保育内容（言葉） 1 30 2 演習

保育内容（表現） 1 30 1 演習

プレ実習（保育内容の理解と方法） 1 30 1 演習

保育内容指導法（身体表現）1 1 30 2 演習

保育内容指導法（造形表現）1 1 30 2 演習

保育内容指導法（音楽表現）1 1 30 2 演習

児童文化 1 30 2 演習

乳児保育Ⅰ（講義） 乳児保育１ 2 30 2 講義

乳児保育Ⅱ（演習） 乳児保育２ 1 30 3 演習

子どもの健康と安全（演習） 子どもの健康と安全 1 30 3 演習

障害児保育（演習） 特別支援教育（保・幼） 2 60 3 演習

社会的養護Ⅱ（演習） 社会的養護２ 1 30 3 演習

子育て支援（演習） 子育て支援 1 30 3 演習

保育実習１（保育所） 2 90 3 実習 配属実習45時間(1単位あたり)

保育実習１（施設） 2 90 2 実習 配属実習45時間(1単位あたり)

保育実習指導１（保育所） 1 30 3 演習

保育実習指導１（施設） 1 30 2 演習

総合演習 保育実践演習（演習） 保育・教職実践演習（幼） 2 60 4 演習

保育の本質・目
的に関する科目

仏教保育論 2 30 1 講義

保育の対象の理
解に関する科目

地域子育てネットワーク論 2 30 4 講義

児童文学 2 30 3 講義

保育内容指導法（健康） 2 30 3 講義
保育内容指導法（人間関係） 2 30 3 講義
保育内容指導法（環境） 2 30 3 講義

保育内容指導法（言葉） 2 30 3 講義

保育内容指導法（身体表現）２ 1 30 2 演習

保育内容指導法（造形表現）２ 1 30 2 演習

保育内容指導法（音楽表現）２ 1 30 2 演習

音楽１ 2 60 1 演習

音楽２ 2 60 3 演習

造形１（保・幼） 1 30 1 演習

造形２（保・幼） 1 30 1 演習

造形３（保・幼） 1 30 3 演習

造形４（保・幼） 1 30 3 演習

体育１（保・幼） 1 30 1 演習

体育２（保・幼） 1 30 2 演習

体育３（保・幼） 2 30 3 講義

保育実習２ 2 90 3 実習 　配属実習45時間(1単位あたり)

保育実習３ 2 90 3 実習 　配属実習45時間(1単位あたり)

保育実習指導２ 1 30 3 演習

保育実習指導３ 1 30 3 演習

1

2

2

2

教

養

科

目

必

修

科

目

保育の本質・目
的に関する科目

保育の対象の理
解に関する科目

保育の内容・方
法に関する科目

2

保育内容演習（演習） 5

保育内容の理解と方法（演習） 4

2

外国語、体育以外の科目

10以上

6以上

外国語（演習） 2以上

2

2

2

2

2

2

2

1

保  育  士  資  格  課  程  科  目

告示
※
による教科目

授 業 科 目 名
単位数 授業

時間数
(時間)

開講
学年

授業
形態

備     考
系 列 教科目 単位数

必

修

科

目

保育の内容・方
法に関する科目

1

保育実習

保育実習Ⅰ（実習） 4

保育実習指導Ⅰ（演習） 2

2

2

2

1

1

1

保育実習２・保育実習指導２
（３単位）又は保育実習３・
保育実習指導３（３単位）を
含め、９単位以上

保育実習

保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲ 2以上

保育実習指導Ⅱ又は保育実習指導Ⅲ 1以上

※児童福祉法施行規則第６条の２第１項第３号の指定保育士養成施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法（厚生労働省告示第百九十八号）

選

択

必

修

科

目

各指定保育士養成施設において設定 18以上

保育の内容・方
法に関する科目

別表（９）保育士
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別表(10)

必修 選択

人･社会･生活と福祉の理解に関する知識と方法

医学概論 医学概論 講義 2 30
心理学と心理的支援 心理学と心理的支援 講義 2 30
社会学と社会システム 社会学と社会システム 講義 2 30
社会福祉の原理と政策 社会福祉の原理と政策１ 講義 2 30

社会福祉の原理と政策２ 講義 2 30
社会福祉調査の基礎 社会福祉調査の基礎 講義 2 30

総合的かつ包括的な相談援助の理念と方法に関する知識と技術

ソーシャルワークの基盤と専門職 ソーシャルワークの基盤と専門職１ 講義 2 30
ソーシャルワークの基盤と専門職(専門) ソーシャルワークの基盤と専門職２ 講義 2 30
ソーシャルワークの理論と方法 ソーシャルワークの理論と方法１ 講義 2 30

ソーシャルワークの理論と方法２ 講義 2 30
ソーシャルワークの理論と方法(専門) ソーシャルワークの理論と方法３ 講義 2 30

ソーシャルワークの理論と方法４ 講義 2 30
地域福祉の基盤整備と開発に関する知識と技術

地域福祉と包括的支援体制 地域福祉と包括的支援体制１ 講義 2 30
地域福祉と包括的支援体制２ 講義 2 30

福祉サービスの組織と経営 福祉サービスの組織と経営 講義 2 30
サービスに関する知識

社会保障 社会保障１ 講義 2 30
社会保障２ 講義 2 30

高齢者福祉 高齢者福祉 講義 2 30
障害者福祉 障害者福祉 講義 2 30
児童・家庭福祉 児童・家庭福祉 講義 2 30
貧困に対する支援 貧困に対する支援 講義 2 30
保健医療と福祉 保健医療と福祉 講義 2 30
権利擁護を支える法制度 権利擁護を支える法制度 講義 2 30
刑事司法と福祉 刑事司法と福祉 講義 2 30

実習・演習
ソーシャルワーク演習 ソーシャルワーク演習１ 演習 2 30
ソーシャルワーク演習(専門) ソーシャルワーク演習２ 演習 2 30

ソーシャルワーク演習３ 演習 2 30
ソーシャルワーク演習４ 演習 2 30
ソーシャルワーク演習５ 演習 2 30

ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習指導１ 実習 2 30
ソーシャルワーク実習指導２ 実習 2 30
ソーシャルワーク実習指導３ 実習 2 30

ソーシャルワーク実習 ソーシャルワーク実習 実習 5 240

備考

社  会  福  祉  士  受  験  資  格  取  得  に  係  る  科  目

指　定　科　目　名 開  講  科  目  名
授業
形態

単位 必要
時間数(h)

別表（１０）社会福祉士
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別表(11)

必修 選択

共通科目

医学概論 医学知識（人体の構造と機能及び疾病） 講義 2 30
心理学と心理的支援 心理学概論Ⅰ 講義 2

心理学概論Ⅱ 講義 2
社会学と社会システム 社会学 講義 2 30
社会福祉の原理と政策 社会福祉の原理と政策Ⅰ 講義 2 30

社会福祉の原理と政策Ⅱ 講義 2 30
地域福祉と包括的支援体制 地域福祉論Ⅰ 講義 2 30

地域福祉論Ⅱ 講義 2 30
社会保障 社会保障Ⅰ 講義 2 30

社会保障Ⅱ 講義 2 30
障害者福祉 障害者福祉論 講義 2 30
権利擁護を支える法制度 権利擁護を支える法制度 講義 2 30
刑事司法と福祉 刑事司法と福祉 講義 2 30
社会福祉調査の基礎 社会調査法 講義 2 30

専門科目
精神医学と精神医療 精神医学(精神疾患とその治療)Ⅰ 講義 2 30

精神医学(精神疾患とその治療)Ⅱ 講義 2 30
現代の精神保健の課題と支援 メンタルヘルス論Ⅰ 講義 2 30

メンタルヘルス論Ⅱ 講義 2 30
ソーシャルワークの基盤と専門職 ソーシャルワーク論 講義 2 30
精神保健福祉の原理 精神保健福祉の原理Ⅰ 講義 2 30

精神保健福祉の原理Ⅱ 講義 2 30
ソーシャルワークの理論と方法 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 講義 2 30

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 講義 2 30
ソーシャルワークの理論と方法（専門） ソーシャルワークの理論と方法(専門)Ⅰ 講義 2 30

ソーシャルワークの理論と方法(専門)Ⅱ 講義 2 30
精神障害リハビリテーション論 精神障害リハビリテーション論 講義 2 30
精神保健福祉制度論 精神保健福祉制度論 講義 2 30

実習・演習
ソーシャルワーク演習 ソーシャルワーク演習 演習 1 30
ソーシャルワーク演習（専門） ソーシャルワーク演習(専門)Ⅰ 演習 1 30

ソーシャルワーク演習(専門)Ⅱ 演習 1 30
ソーシャルワーク演習(専門)Ⅲ 演習 1 30

ソーシャルワーク実習指導 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 実習 1 30
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 実習 2 60

ソーシャルワーク実習 ソーシャルワーク実習 実習 4 210

「心理学概論Ⅰ」
「心理学概論Ⅱ」に
ついては両方履修
することで1科目とみ
なす
※「心理学概論Ⅰ」
「心理学概論Ⅱ」は
学科指定科目

30

精　神　保　健  福  祉  士  受  験  資  格  取  得  に  係  る  科  目

指　定　科　目　名 備考開  講  科  目  名
授業
形態

単位 必要
時間数(h)

別表（１１）精神保健福祉士
1/1

学則-148



別表(12)

必修 選択

公衆衛生看護学概論 地域看護論 2
ヘルスプロモーション概論１（個人・家族・集団・地域） 1
ヘルスプロモーション概論2(リプロダクティブヘルス・小児期) 2
ヘルスプロモーション概論3(成人期・老年期) 2
ヘルスプロモーション各論２（家族） 1
ヘルスプロモーション演習１（基本看護技術） 1
ヘルスプロモーション演習３（シミュレーション） 1
在宅看護論 1
地域看護論演習 1
公衆衛生看護管理論 1
公衆衛生看護診断論演習 1
災害看護１（基礎編） 1
災害看護２（実践編） 1

疫学 疫学総論 2
保健統計学 保健統計学 2

保健医療福祉行政論 2
保健医療福祉行政論２ 1
公衆衛生看護論実習 4
地域看護論実習 2

保健医療福祉行政論

臨地実習

備考指定規則に定める科目

保  健  師  受  験  資  格  取  得  に  係  る  科  目

授　業　科　目
単位数

公衆衛生看護学

別表（１２）保健師
1/1

学則-149
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ア. 学則変更（収容定員変更）の内容 

ＶＵＣＡ（変動性、不確実性、複雑性、曖昧性）の時代と称されるよう、先行きが不

透明かつ将来の予測が困難な未来を迎えている中、経済先進国において、経済的な豊か

さのみならず、精神的な豊かさや健康までを含めて幸福や生きがいを捉えるウェルビー

イング（Well-being）の考え方が重視されてきている。このような時代において、一人

一人の多様な幸せと社会全体の幸せを実現するウェルビーイングという総合的概念につ

いての社会学・心理学的知見や、新たに創造的なデザインを行うため問題発見・課題解

決できる実践的な能力を身につけ、今後のあるべきウェルビーイング社会の創造に主体

的に取り組んでいく人材を養成するため、令和６年度より武蔵野キャンパス（東京都西

東京市）にウェルビーイング学部ウェルビーイング学科（以下「本学部」という。）を

設置し、入学定員 80人、２年次編入学定員 10人、収容定員 350人とする。 

これにより、全体の収容定員を 10,289 人から 10,639 人に増加する。なお、有明キャ

ンパス（東京都江東区）の収容定員に変更はないことから、特定地域内学部収容定員に

変更は生じない。 

（単位：人） 

【変更前（令和５年度）】      【変更後（令和６年度）】 

対象 

学部学科 
入学定員 

編入学 

定員 
収容定員 

 入学定員 

（増減） 

編入学 

定員(増減) 

収容定員 

（増減） 

ウェルビー

イング学部 

ウェルビー

イング学科 

－ － － 

 

80 2年次 10 350 

武蔵野キャ

ンパス 

(東京都西東

京市)計 

840 2年次  9 3,677 

 

920 

（80） 

2年次 19 

（10） 

4,027 

（350） 

有明キャン

パス  

(東京都江東

区) 計 

1,635 
2年次 14 

3年次 15 
6,612 

 

1,635 
2年次 14 

3年次 15 
6,612 

大学全体 

合計  
2,475 

2年次 23 

3年次 15 
10,289 

 
2,555 

（80） 

2年次 33 

（10） 

3年次 15 

10,639 

（350） 

 

イ. 学則変更（収容定員変更）の必要性 

経済協力開発機構（OECD）の「OECD ラーニング・コンパス 2030（学びの羅針盤

2030）」においては、個人と社会のウェルビーイングは「私たちの望む未来」であり、

社会のウェルビーイングは共通の目的地とされている【資料１】。また、次期教育振興
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基本計画（令和５年度～令和９年度）の答申において、社会の現状や変化への対応と今

後の展望として「社会の多様化が進む中、障害の有無や年齢、文化的・言語的背景、家

庭環境などにかかわらず、誰一人取り残すことなく、誰もが生き生きとした人生を享受

することのできる共生社会の実現を目指し、その実現に向けた社会的包摂を推進する必

要がある」と言われている。さらに、今後の教育政策に関する基本的な方針として、

「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」が次期計画のコンセプトの一つとして

掲げられており、概念整理の中で「ウェルビーイングの実現とは、多様な個人それぞれ

が幸せや生きがいを感じるとともに、地域や社会が幸せや豊かさを感じられるものとな

ることであり、教育を通じて日本社会に根差したウェルビーイングの向上を図っていく

ことが求められる。」と述べられていることから【資料２】、今後、多様な個人がそれ

ぞれ幸せや生きがいを感じるとともに、個人を取り巻く場や地域、社会が幸せや豊かさ

を感じられる良い状態、すなわちウェルビーイングな状態を、個人、地域、企業等で創

造することが求められており、ウェルビーイングの向上に寄与するために、ウェルビー

イングを理解、推進し、ウェルビーイング社会を創造できる人材の育成が重要であると

考える。 

実際に、企業・自治体においては、従業員のウェルビーイングを高める健康経営や、

ウェルビーイングを成長戦略の中心に位置づけるところが出てきており、今後、ウェル

ビーイングに関連した様々なビジネスを新たに創出する人材、ウェルビーイング産業の

創造に基づきそれぞれの地域の特徴を活かした地域活性化をリードする人材、ウェルビ

ーイングの研究者、教員等の人材需要は高まっていくと考えられる。 

これからの日本や世界の未来において、ウェルビーイングの向上に寄与する人材を育

成するため、令和６年４月にウェルビーイング学部ウェルビーイング学科を設置し、入

学定員 80 人、２年次編入学定員 10 人、収容定員 350 人とする。これにより、全体の収

容定員を 10,289人から 10,639人に増加する。 

 

ウ. 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

（ア）教育課程の変更内容 

本学部の教育課程は、全学共通基礎課程である「共通科目」及び専門教育を行う

「学科科目」から成る。 

 

① 共通科目の教育課程について 

共通科目は大学全体で令和３年度より「武蔵野ＩＮＩＴＩＡＬ」と呼ばれる全学共

通基礎課程を導入しており、本学部も他学部等と同様に「武蔵野ＩＮＩＴＩＡＬ」を

導入する（ただし、後述のとおり一部科目群のみ変更）。「武蔵野ＩＮＩＴＩＡＬ」

は、全学生が１年次から履修し、社会の中核として活躍する 2050 年の未来を想定し

て、世界の諸課題を担い解決していける人材となるための学びとして展開している。
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学科の専門課程の学びと融合されることで、社会で活躍するためのアクティブな知の

獲得を目指す。具体的には、主に１年次に『建学』『スポーツ・身体』『情報』『外

国語』『ＣＨＰ（Creating Happiness Program）』『フィールド・スタディーズ』等

の科目群を配置し、２年次以降の学科の専門教育の基礎となる能力を育てる。少人数

制のゼミナールや授業を通じてグループワークやプレゼンテーション等の訓練を重

ね、より実践的なコミュニケーション力やチームワーク形成力等を養う。 

本学部は、他学部以上に建学の精神を教学の基盤とする学部であるため、共通科目

「武蔵野ＩＮＩＴＩＡＬ」のうち『建学』科目群の２科目（必修科目４単位）を開講

せず、学科科目の『基盤科目群』の『建学の精神』で開講する９科目（９単位）を必

修科目とし、仏教の真理観（ブッダ・ダルマ）を根幹とする考え方を体系的に学修す

る。なお、『建学の精神』の科目は本学部の専任教員で行うため、他学部等への影響

はない。 

本学部設置に伴い、共通科目の受講者は増加するが、クラス数の増加等により１ク

ラスの人数は現行どおりとするため、他学部等への影響はない。 

 

②学科科目の教育課程について 

学科科目は『基盤科目群』『探究する科目群』『創造する科目群』に分類し、学際

的な科目構成とするとともに、常にウェルビーイングを中心に置き、どの科目におい

てもウェルビーイングに立ち返ることのできる教育課程を体系的に編成する。学科科

目の教育課程は新規に設置する科目であり、収容定員増により、他学部等の教育課程

に影響はない。 

『基盤科目群』は、『建学の精神』『ウェルビーイングデザイン』『ウェルビーイ

ングリテラシー』の科目群で構成され、ウェルビーイングの本質を理解し、学科科目

の基盤となる基礎的な知識や考え方を修得することを目的としている。『建学の精

神』の科目群では、１年次から３年次にかけて、人々が幸せ（平和、安心、生きがい

等々）と受け止められるウェルビーイングな世界を創出するための基盤となる考え方

を修得する。『ウェルビーイングデザイン』の科目群では、１年次から４年次にかけ

て、ウェルビーイングを構成する健康、幸せ、福祉を含めたウェルビーイング学の全

体像と歴史的位置づけを学び、社会心理学、哲学・倫理学、医療、デザイン工学など

の側面からウェルビーイングな社会をデザインするための学びを展開する。また、

『ウェルビーイングリテラシー』の科目群では、ウェルビーイングについて多面的な

理解を深めると共に、自分の興味や適性を知り、社会に出た後にウェルビーイングを

自らの仕事に活かすために必要な感性工学、対人コミュニケーション、ロジカル思

考、システム思考、プロジェクトマネジメント等の手法を学ぶ。 

『探究する科目群』は、『ゼミナール』『自己理解』『自然・環境』『地域・医

療・福祉』『ビジネス』『国際理解』の科目群で構成され、幸せな自己と世界を探究
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するため、ウェルビーイングを学ぶにあたり重要な“自分とは何者なのか”を理解

し、農林水産業分野の現場での学外学修、地域・医療・福祉・ビジネスの現場でのイ

ンターンシップ体験、さらには海外でのインターンシップ体験等を通じて、自分は世

界の関係性のもとに成立していることを体験的に理解することを目的としている。 

“自分とは何者なのか”を理解するために、１～２年次の『ゼミナール』の科目群

では、学生間の交流を活発化して各科目の理解度・進捗度を相互に確認し、深く知り

合うことによって、学びについてフォローをし合う関係性を構築する。また、『自己

理解』の科目群では、自己と対話する基本的手法、ウェルビーイングの高い自己を形

成するために必要な自己受容・他者信頼、対人援助や自分が困難を乗り越えるために

必要なセルフ・コンパッション等を学ぶ。 

自分は世界の関係性のもとに成立していることを体験的に理解するために、学外学

修での実践を中心に事前学修での計画立案、学外学修での実践、事後学習での成果発

表を実践的・体験的に学修し、仮説立案からアウトプットまでの能力を修得する。具

体的には、１～２年次の『自然・環境』の科目群の「自然・環境プロジェクト」科目

にて自然の中で感性、感覚を高めるために農林水産業分野の現場において学外学修を

行い、人類のウェルビーイングと自然との関係について深く学び、２～３年次の『ビ

ジネス』の科目群の「地域・ビジネスプロジェクト」科目にて地域・医療・福祉・ビ

ジネスの現場にてインターンシップ体験を行い、産業の現場でのビジネス体験や福祉

体験、地域活動を通して社会課題を発見するなどして、現代社会の課題と可能性につ

いて実践的に理解する。また、卒業後に海外での活躍を希望する学生については、

『国際理解』の科目群の「海外インターンシップ」科目にて海外でのインターンシッ

プ体験を行い、多様な価値観を尊重し国際的視野を持った、世界で活躍する力を育成

する。 

『創造する科目群』は、『未来デザイン』『応用ゼミ・卒業プロジェクト・卒業論

文』の科目群で構成され、これまで修得してきたスキル・知識を基に、ウェルビーイ

ングな社会をデザインするために各人がテーマを設定し、４年間の集大成として学修

成果をカタチにすることを目的としている。３年次の『未来デザイン』の科目群で

は、「未来デザインプロジェクト」にて、未来の自分の人生のデザイン、未来の製

品・サービスのデザイン、未来の地域社会のデザイン等を対象に、創造的なデザイン

の方法を学び、実践的に新たな提案を行う。具体的には、地域や企業の未知の課題の

発見・解決や、自らの起業アイデアを考える中で、ウェルビーイングな未来をデザイ

ンする方法を学ぶ。３～４年次の『応用ゼミ・卒業プロジェクト・卒業論文』の科目

群では、３年次の学科科目「応用ゼミＡ」「応用ゼミＢ」にて、４年次の学科科目

「卒業論文」で何を創造的にデザインするかを明確化するための活動を行い、４年次

前期の学科科目「卒業プロジェクト」にて、各教員のゼミに所属した学生が、少人数

のチームでウェルビーイングな人生のデザイン、製品・サービスのデザイン、コミュ
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ニティーのデザインまたは教育のデザイン等、チームで決めたテーマに取り組み、各

人の役割の明確化によりプロジェクトマネジメントを徹底のうえ、チームで創造する

ことを目指す。４年次後期の学科科目「卒業論文」では、「卒業プロジェクト」での

成果を踏まえ、これまでに学んだことの個人としての総まとめとして研究成果を学術

論文にまとめ、卒業論文の発表会にて発表を行う。 

  

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

①教育方法について 

共通科目は全学共通の教育課程であり、本学部においても『建学』の科目群を除き

同じ教育課程である。本学部の設置により、武蔵野キャンパス（東京都西東京市）で

は入学定員 80 人、編入学定員 10 人、収容定員 350 人が増加するが、他学部等の学生

に不利益が生じないよう、クラス増や時間割編成を行うため、変更前と比較しても同

等の内容が担保される。 

学科科目は、『基盤科目群』『探究する科目群』『創造する科目群』の科目群を履

修し、今後のあるべきウェルビーイング社会の創造に主体的に取り組んでいく人材を

養成するための体系的な教育課程を配置している。これらの学科科目は本学部生のみ

が履修する新設授業科目であり、他学部等の学生は履修しない。また、学科科目は本

学部専任教員 16 人及び非常勤講師 14 人（うち他学部の専任教員３人）により授業を

実施する。他学部の専任教員３人が担当する授業科目は、３人で計５科目の担当とし

ているため、大幅な負担増ではなく、他学部等への影響はほぼないと考える。 

なお、教育方法については、設置基準上の専任教員数を満たした上で、十分な教育

研究業績をもつ教員により教育を行う。大学全体の施設・設備については、後述のと

おり、教室稼働率等に支障はないため、設置後も他学部等の学生に不利益はない。 

 

②履修指導方法について 

本学では、学生の学修面、生活面において、専任教員がきめ細やかな指導・助言を

行う「アドバイザー制度」を設けている。アドバイザーは、担当クラス（ゼミ、卒業

研究等を含む）の学生の履修登録と成績を把握し、指導や助言を行うとともに、必要

に応じて他の教員や事務局などと連携を取り、学生が有意義で充実した学生生活を送

ることができるよう指導を行っている。また、学生が教員に気軽に相談や質問をでき

るよう、対応が可能な時間「オフィスアワー」をあらかじめ設定している。 

本アドバイザー制度及びオフィスアワーは、全学的に実施しているため、履修指導

方法に変更はなく、本学部でも同様に実施する。 
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（ウ）教員組織の変更内容 

本学部の教員組織は１６人（うち教授１２人）であり、設置基準上の専任教員数１

１人を満たし、且つ、十分な教育研究業績を有する専任教員を配置している。そのう

ち新規採用は１３人、既設の学部学科からの異動は３人となるが、専任教員３人の異

動元となる既設の学部学科（経済学部経済学科、アントレプレナーシップ学部アント

レプレナーシップ学科、人間科学部人間科学科）には既に設置基準を上回る人数の専

任教員（教授）を配置しているため、教員異動後も設置基準教員数を満たしており、

継続して細やかな専門教育・指導ができる。従って、本学部の設置後も他学部等の教

育研究にほぼ影響はないと考える。 

 

【表】当該３学部学科の教員数 

学部学科 

設置基準上の 

専任教員数 

(教授数) 

変更前 

＜令和５年度＞ 

専任教員数 

(教授数) 

変更後 

＜令和６年度＞ 

専任教員数 

(教授数) 

経済学部経済学科 14人（７人） 15人（８人） 14人（７人） 

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ学部 

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ学科 
12人（６人） 20人（19人） 19 人（18人） 

人間科学部人間科学科 11人（６人） 23人（12人） 22 人（11人） 

 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 

本学部は、４年間を通して武蔵野キャンパス（東京都西東京市）において教育研究

を行う。今回の収容定員変更により武蔵野キャンパスのキャンパス収容定員は 350 人

増加し 4,027人となる。 

通常の授業で使用する教室については、武蔵野キャンパスにおいては、令和５年度

予測では、４学期中最も稼働率の高い１学期の教室稼働率は平均 44.5％で５割を下回

っており、収容定員後も教育に支障はない【資料３】。 

ただし、本学部の設置に伴い、新規で採用する専任教員の研究室の整備が必要とな

るため、武蔵野キャンパス２号館３階を研究室として整備し、必要研究室数を確保す

る予定である。 

以 上 
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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

ア 設置又は定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析 

武蔵野大学（以下「本学」という。）は、大正 13 年に東京都中央区の本願寺築地

別院（現在の築地本願寺）境内に武蔵野女子学院として創設された。建学の精神で

ある「仏教の根本精神の四弘誓願（しぐぜいがん／ほとけのねがい）を基礎とする

人格教育」に基づき昭和 40 年度に文学部を設置して以来、時代とともに変遷する

多様な社会ニーズに対応しながら、専門的知識・能力を有する人材を養成し、社会

貢献を行ってきた。平成 16 年度には男女共同参画社会の実現に向けて、全学部を

男女共学とした。平成 24 年４月１日には法人名を学校法人武蔵野大学に変更し、

東京都江東区有明の臨海副都心に有明キャンパスを開設。その立地を活かして企業

や官公庁との産官学連携や国内外の教育研究機関との交流等を推進している。 

近年は、令和元年度にデータサイエンス学部データサイエンス学科、令和３年度

にアントレプレナーシップ学部アントレプレナーシップ学科、そして令和５年度に

工学部サステナビリティ学科を設置し、現在は通学制 12 学部 13 研究科、通信制２

学部３研究科を擁する総合大学として、更なる教育研究の充実に向けた改革を進め

ている。 

平成 28 年度には、仏教の根本精神である四弘誓願の第一の願い「生きとし生け

るものが幸せになるために」を受けて、ブランドステートメント「世界の幸せをカ

タチにする。」を発表している。このブランドステートメントは、2050 年の未来に

向けて本学に課された使命を果たしていく決意の表明であり、ブランドの具現化と

して同年「しあわせ研究所」を設置し、以後、国際シンポジウムの開催等を推進し

ている。平成 31 年３月には「武蔵野大学 SDGs 宣言」を発表し、SDGs の 17 の目標

のうち、各学部・研究科・研究所において、それぞれが担当する領域に根差した活

動を街や現場に出て意識的かつ具体的に行うことで、「世界の幸せをカタチにす

る。」の実現を目指している。 

また、2024 年の創立 100 周年を見据えながら 2050 年の未来を眺望した「武蔵野

大学 2050VISION ５つのチャレンジ」を掲げ、中長期計画[2020 年度～2030 年度]に

おいて具体的な施策とアクションプランに基づいた実践及び教育改革を推進してい

る。 

「武蔵野大学 2050VISION ５つのチャレンジ」 

①チャレンジ１ 自己と世界を問う 

自ら考え、課題を設定し、国内外の他者を巻き込み主体的に取り組むマインドの

醸成 

②チャレンジ２ 未来の世界を創る Creative な実践者の輩出 

教育の質向上と研究力強化による未来の世界を創る実践者、研究者の育成 

③チャレンジ３ ＡＩ世界を先導するＭＵＳＩＣ（※）（Smart Intelligence） 
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最先端の科学・技術・システムを駆使するスキルを修得するプログラムの提供と

支援 

④チャレンジ４ Global & Universal 

世界の全ての他者と響創するための人格の育成 

⑤チャレンジ５ MU-GEN（Musashino University GENerations）につながる

Infinite Linking 

在学生、教職員、卒業生、関係する他者との繋がりの深化 

   ※ＭＵＳＩＣ（Musashino University Smart Intelligence Center）： 

本学における情報・メディア教育推進組織のこと。全ての学生が AI の基礎知識

を学び、いつでもどこでも自分にあった学びを可能とし、”AI-Ready-Universit 

y”を実現するというビジョンのもと、先進的な情報教育を推進していくために

平成 31 年１月に設立。 

 

以上のような改革のもと、本学は幅広い分野の教育研究を推進する総合大学とし

て充実が図られてきた。しかし、現代社会は米中対立、ロシアのウクライナへの軍

事侵攻等による国際情勢の不安定化、感染症のパンデミック、大規模災害や環境破

壊、人口減少と少子高齢化、富の一極集中とその歪み等、多くの予測困難な社会的

変化や複雑な問題を抱えている。これまで確かで強固な価値とされてきた民主主義

や資本主義、成長主義や個人主義等にほころびが生じ、人々はどう生きていけばい

いのか、どうすれば幸福になれるのか、どのように社会や世界と向き合うべきかと

いう切実な悩みを抱えており、経済的な豊かさのみならず、精神的な豊かさや健康

までを含めて幸福や生きがいを捉えるウェルビーイングの考え方が重視されてきて

いる。 

「教育振興基本計画（令和５年６月 16 日閣議決定）」においても、「我が国の教

育をめぐる現状・課題・展望」として、「社会や時代の変化への対応」が教育の普

遍的な使命であり、「新型コロナウイルス感染症の拡大」や「ＶＵＣＡの時代（変

動性、不確実性、複雑性、曖昧性）」等と並び、「精神的豊かさの重視（ウェルビー

イング）」が「社会の現状や変化」に該当する事項の１つとして掲げられている

【資料１】。 

本学では、時代によって変遷する高等教育機関としての社会的使命や国際情勢の

変化への対処等、本学を取り巻く将来環境の見通しを踏まえ、各教学主体の持続可

能性を視座に、学部等の設置構想について審議する「設置検討委員会」を置き、時

代のニーズにあった学部学科の改編計画の検討を行っている。また、設置検討委員

会にて設置計画の妥当性を検討し、理事会にて設置準備が認められた際には、その

開設準備のために学部等ごとに「設置準備委員会」を置き、学部等の設置に係る教

員組織に関する事項、教育課程の編成に関する事項、教室その他の施設、器具、備
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品及び図書等の整備又は配置に関する事項、学生・大学院生の入学に関する事項、

認可申請又は設置届出に関する事項、及びその他設置に関する事項を審議してい

る。 

本設置検討委員会及び設置準備委員会での議論を踏まえ、現代の精神的豊かさを

重視する時代背景において、「生きとし生けるものが幸せになるために」という仏

の願いを受けた本学のブランドステートメント「世界の幸せをカタチにする。」を

実現するため、ウェルビーイングという総合的概念についての社会学・心理学的知

見や、新たに創造的なデザインを行うため問題発見・課題解決できる実践的な能力

を身につけ、今後のあるべきウェルビーイング社会の創造に主体的に取り組んでい

く人材を養成することを目的とするウェルビーイング学部ウェルビーイング学科

を、令和６年度に武蔵野キャンパス（東京都西東京市）に設置する。 

 

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

前述のとおり、産業革命以来、経済的成長を第一に目指してきた人類が、紛争問題、

パンデミックの問題、環境問題、貧困と格差の問題等に直面し、精神的豊かさ（ウェ

ルビーイング）が重視され始めている。総務省の「令和３年度 情報通信白書」第３

章第１部の「我が国及び世界が乗り越えるべき社会課題」によると、「新型コロナウ

イルスの流行によって、経済的な成功よりも生きがいや健康に楽しく生きることを

優先させる「ウェルビーイング」への志向が個人に高まっていると言われる。その志

向の高まりが日常生活や経済活動に変化をもたらし、ひいては社会構造の変革へと

つながる可能性が考えられる。」と述べられている【資料２】。また、内閣府は、内閣

府省庁が連携して Well-being に関する取組を推進するため、令和３年７月に「Well-

being に関する関係府省庁連絡会議」を設置し【資料３】、令和４年 10 月には連絡会

議に参加する関係府省庁の Well-being 関連の基本計画等のＫＰＩ、取組・予算が暫

定的に取り纏められたことから【資料４】、今後、ウェルビーイングに関する取組が

推進され、社会的認知度が向上していくとともにその重要性が高まっていくと考え

られる。 

また、次期教育振興基本計画（令和５年度～令和９年度）の諮問においても、超ス

マート社会（Society5.0）とともにウェルビーイングが創り上げていくべき社会像の

中心に据えられ、それに基づいた教育政策が推進されようとしており【資料５】、「ウ

ェルビーイング」をキーコンセプトとした社会・産業・教育の在り方が注目されはじ

めている。 

さらに、令和５年５月に開催予定のＧ７広島サミット（主要国首脳会議）の関係閣

僚会合として、Ｇ７教育大臣会合がウェルビーイングを推進する富山県及び石川県

で開催されることが決まった【資料６】。永岡桂子文部科学大臣は、ウェルビーイン

グ教育などのポストコロナ教育を意識した両県の招致提案を評価したと令和４年９
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月 16 日文部科学大臣記者会見で述べており【資料７】、Ｇ７教育大臣会合でウェルビ

ーイング教育が話題になる可能性も大いにあることから、自治体等におけるウェル

ビーイングの取り組みについても重要性が高まっていると考えられる。 

これらのウェルビーイングに関する社会的な高まりを踏まえると、今後、ウェルビ

ーイングの向上に寄与するために、ウェルビーイングを理解、推進し、ウェルビーイ

ング社会を創造できる人材の育成が重要であると考えられる。そこで、「ウェルビー

イング」を冠した学部・学科・学位を持つ大学を調査すると、現状、学科及び学位の

名称に「ウェルビーイング」を含む海外大学はいくつかあるが、日本国内においては

実例がない状況である【資料８】。しかし、国内においても「ウェルビーイング」と

題した研究所については、慶應義塾大学ウェルビーイングリサーチセンター、神戸大

学ウェルビーイング推進本部･先端研究センター、同志社大学 Well-being 研究セン

ター、九州大学ウェルビーイング研究部門、東京都市大学ウェルビーイング・リビン

グラボ研究ユニット、関西国際大学 Well-being 研究所、東北工業大学 Well-being 研

究所等が設置され、ウェルビーイングに関する研究が推進されている。また、一般社

団法人ウェルビーイングデザイン、公益財団法人 Well-being for Planet Earth と

いった団体も設置され、人々のウェルビーイング向上のためのコミュニティー運営、

情報収集、情報提供、人材育成、人材交流、学術研究への助成及び普及啓発等を推進

している。これらの研究所や団体の取組は、今後より推進、発展していくと考えられ

る。 

以上のウェルビーイングに関する地域・社会的動向及び教育研究の推進状況を踏

まえると、今後のあるべきウェルビーイング社会の創造に主体的に取り組んでいけ

る人材の育成がより一層必要になると考え、令和６年度にウェルビーイング学部ウ

ェルビーイング学科を設置する。 

 

ウ 新設学科等の趣旨目的、教育内容、定員設定等 

新設学科等の趣旨目的については、ＶＵＣＡ（変動性、不確実性、複雑性、曖昧性）

の時代と称され、先行きが不透明かつ将来の予測が困難な未来を迎えている中、精神

的な豊かさや健康までを含めて幸福や生きがいを捉えるウェルビーイング（Well-

being）な社会の創造に貢献することを目指し、本学部を設置する。本学部は、仏法

の真理観を根幹として、人間の抱える根源的な苦悩からの解放を見据えつつ、学識、

情操、品性にすぐれた人格を育成するとともに、科学や技術の最先端の知見や成果も

取り入れた学際的なアプローチによって、幸せ・生きがい・安心・福祉・健康・平和

など、人々と世界のウェルビーイングをデザインし、創造していく人材を育成してい

くことを目的とする。 

なお、今、本学部を設置する理由については、前述のとおり、令和５年から令和９

年を対象期間と定める「教育振興基本計画」において、「日本社会に根差したウェル
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ビーイングの向上」が計画のコンセプトの一つとして掲げられていること【資料１】、

経済協力開発機構（OECD）の「OECD ラーニング・コンパス 2030（学びの羅針盤 2030）」

においても、2030 年度（令和 12 年度）の未来像を描きながら方向性を示しているこ

とから【資料９】、令和６年度から学部を設置し、社会に貢献できる人材を出来る限

り早期に輩出することが重要であると考える。 

本学部の教育内容については、前述の趣旨目的を実現するために、社会で活躍する

ためのアクティブな知の獲得を目指す全学共通基礎課程に加え、学科科目『基盤科目

群』『探究する科目群』『創造する科目群』を配置し、学際的な科目構成とするととも

に、常にウェルビーイングを中心に置き、どの科目においてもウェルビーイングに立

ち返ることのできる教育課程を体系的に編成する。具体的には、『基盤科目群』では、

ウェルビーイングの本質を理解し、学科科目の基盤となる基礎的な知識や考え方を

修得する。『探究する科目群』では、幸せな自己と世界を探究するため、自然、地域・

福祉・ビジネスの現場、海外等での学外学修を通じて、自分は世界の関係性のもとに

成立していることを体験的に理解する。『創造する科目群』では、これまで修得して

きたスキル・知識をもとに、ウェルビーイングな社会をデザインするために各人がテ

ーマを設定し、４年間の集大成として学修成果を卒業論文にまとめる。 

定員設定については、本学部では、ウェルビーイングな社会を実現するための具体

的な課題を用いたプロジェクト型授業や、実習等の実践を中心とした教育活動を行

うことから、学外学修等を展開できる高度の実務能力及び実経験を有する実務家教

員５人を含めた専任教員を 16 人置き、きめ細やかな学生指導や相談に乗る体制を取

る。そこで、入学定員 80 人、２年次編入学定員 10 人、収容定員 350 人とすること

で、専任教員１人あたり一学年５～６人を担当することになり、きめ細やかな指導や

相談を実施することができると考えた。この定員を充足する見込みについては、後述

のとおり、既設の学部等の定員充足状況が過去５年において十分であること、地域の

人口動態調査、同分野を有する近隣大学の志願動向、及び受験対象者等へのアンケー

ト調査で一定数の志願者数が確保できる予測であることから、定員充足の見込みは

立っている。 

本学部の入学金、授業料等の学生納付金の設定については、収容定員による学納金

収入の見込みに対する教育研究費や施設設備費、教員人件費等の支出の見込みを踏

まえ、学部としての採算性及び永続性を考慮している。また、他大学及び本学他学部

等の学費の状況を踏まえ、受験生や保護者に無理のない設定を行っている。 

具体的には、本学部は初年次納入金を 1,475,000 円（入学金 180,000 円、授業料等

1,295,000 円）と設定している。後述の「近隣競合校」及び「偏差値上位校」の 1,299,000

～1,460,000 円と比べるとやや高いが【資料 10】、本学部は学外学修やプロジェクト

型授業等を中心に教育を展開しており、同様に学外学修等を中心に教育を展開して

いる本学工学部サステナビリティ学科（学位の分野に「社会学・社会福祉学関係」を
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含む）を参考に学費を設定しているため、適切な学費設定であると考える。 

 

エ 学生確保の見通し 

 Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

（ア）入学定員の確保について 

本学部への受験生の志願動向を調査するため、令和４年 12 月～令和５年１月に

アンケート調査を実施した。 

アンケート調査対象校の抽出にあたっては、次の観点から行った。本学の過去３

年間の新入生の出身高校のうち、平均 65.3％が１都３県（東京都、埼玉県、千葉

県、神奈川県）に位置している。特に東京都の出身が 33.8％と最も割合が高い【資

料 11】。このことから、アンケートは、本学への進学実績がある東京都の私立及び

都立高校の高校２年生（令和６年度大学入学生）を対象に実施することとした。 

該当する 60 校にアンケート調査実施の依頼を行い、そのうち 7,638 人から有効

回答を得ることができた。 

アンケートの内容は、本学部についての説明を読んだ上で、入学意向を選択する

ものとした【資料 12】。 

有効回答 7,638 人のうち、本学部への入学意思のある人数を明確にするため、集

計にあたっては、高校２年生のうち①ウェルビーイングについて大学で学ぶこと

への興味、②興味のある学問分野、③進学希望、④受験意向、⑤入学意向の回答結

果をクロス集計し、調査結果を踏まえた分析を行った。クロス集計結果によると、

以下①～⑤のすべての条件を充たす回答をした生徒は合計23人であった【資料13】。 

①ウェルビーイングについて大学で学ぶことに「とても興味がある」または「興味

がある」と回答した生徒（2,502 人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」「社会学・社会福祉学関係」のいずれか

の学問分野に興味があると回答した生徒（931 人） 

③高校卒業後に４年制大学への進学を「希望する」と回答した生徒（818 人） 

④本学部を「ぜひ受験したい」と回答した生徒（33 人） 

⑤本学部に合格した場合、「ぜひ入学したい」と回答した生徒（23 人） 

 

上記アンケート結果により、本学部の入学定員 80 人に対して、クロス集計結果

により「ぜひ入学したい」と回答した生徒が 23 人であったことから、本学部への

入学意向を更に把握するために、令和５年６月～７月に、前回のアンケート調査を

実施していない高校６校の高校３年生（令和６年度大学入学生）、本学部のオープ

ンキャンパス等に参加した高校３年生、及び本学部に興味を持って資料請求した

高校３年生に対してアンケート調査を実施した。前回のアンケート調査では受験

及び入学意思を確認する際の設問で「やや受験したい」及び「やや入学したい」と
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いった表現の選択項目があり、受験及び入学の意思を明確に確認できるものでは

なかったため、今回のアンケートでは入学意向を明確に確認できるよう選択項目

を修正したうえで調査を実施した【資料 14】。 

調査の結果、高校６校の高校３年生については 622 人から、本学部のオープンキ

ャンパス等に参加した高校３年生については 27 人から、本学部に興味を持って資

料請求した高校３年生については 16 人から有効回答を得ることができた。 

有効回答 665 人について、上述の令和４年 12 月～令和５年１月に実施したアン

ケート調査の回答者（当時２年生）と重複がないことを確認し、集計を行った。本

学部への入学意思のある人数を明確にするため、高校３年生のうち①ウェルビー

イングについて大学で学ぶことへの興味、②興味のある学問分野、③進学希望、④

受験意向、⑤入学意向の回答結果をクロス集計し、分析を行った。クロス集計結果

によると、以下①～⑤のすべての条件を充たす回答をした高校３年生は 24 人であ

った【資料 15】。 

①ウェルビーイングについて大学で学ぶことに「興味がある」と回答した生徒（243

人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」「社会学・社会福祉学関係」のいずれか

の学問分野に興味があると回答した生徒（104 人） 

③高校卒業後に４年制大学への進学を「希望する」と回答した生徒（98 人） 

④本学部を「受験したい」と回答した生徒（48 人） 

⑤本学部に合格した場合、「入学したい」と回答した生徒（24 人） 

 

また、外国人留学生の入学意向を確認するために、令和５年６月～７月に本学の

外国人留学生入学試験で志願者が２年連続２人以上あった日本語学校（以下「日本

語学校」という。）61 校の生徒に対してアンケート調査を実施した。アンケートの

内容は、本学部についての説明を読んだ上で、入学意向を選択するものとした【資

料 16】。 

日本語学校 61 校の生徒の有効回答 79 人について、本学部への入学意思のある

人数を明確にするため、集計にあたっては、回答結果をクロス集計し、分析を行っ

た。クロス集計結果によると、以下①～⑤のすべての条件を充たす回答をした生徒

は 20 人であった【資料 17】。 

①ウェルビーイングについて大学で学ぶことに「興味がある」と回答した生徒（64

人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」「社会学・社会福祉学関係」のいずれか

の学問分野に興味があると回答した生徒（30 人） 

③卒業後に４年制大学への進学を「希望する」と回答した生徒（25 人） 

④本学部を「受験したい」と回答した生徒（23 人） 
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⑤本学部に合格した場合、「入学したい」と回答した生徒（20 人） 

 

上述の調査のクロス集計結果をまとめると【表１】、興味のある学問分野、進路

希望、受験意向及び入学意向の回答結果をクロス集計したうえで、入学意向を示し

た生徒は、入学定員 80 人に対して 67 人となった。 

 

【表１】クロス集計結果（興味のある学問分野、進路希望、受験意向及び入学意向） 

で入学意向を示した生徒数 

区分 
クロス集計結果で入学

意向を示した生徒数 

東京都の私立及び都立高校の高校生 

（令和４年 12 月～令和５年１月実施） 
23 人 

高校６校、本学部オープンキャンパス等に参加した

高校生、本学部に興味を持って資料請求した高校生

（令和５年６月～７月実施） 

24 人 

日本語学校の生徒（令和５年６月～７月実施） 20 人 

合計 67 人 

 

次に、令和４年 12 月～令和５年１月で実施した東京都の私立及び都立高校の高

校２年生（令和６年度大学入学生）を対象としたアンケート調査結果（クロス集計

結果）について、④受験意向の設問で本学部を「ぜひ受験したい」または「やや受

験したい」と回答した生徒 420 人のうち、⑤入学意向の設問で本学部を「ぜひ入学

したい」または「やや入学したい」と回答した 373 人の入学の可能性について、分

析を行った。 

「ぜひ受験したい」と回答した者のうち、「ぜひ入学したい」が 23 人、「やや入

学したい」が９人であり、「やや受験したい」と回答した者のうち「ぜひ入学した

い」が 25 人、「やや入学したい」が 316 人であった【表２】。 

 

【表２】東京都の私立及び都立高校の高校２年生（令和６年度大学入学生）を対象

としたアンケート調査結果（クロス集計結果）④受験意向の回答内訳 

 
ぜひ 

入学したい 

やや 

入学したい 
合計 

ぜひ受験したい 23 人 ９人 32 人 

やや受験したい 25 人 316 人 341 人 

合計 48 人 325 人 373 人 
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このうち、「ぜひ受験したい」かつ「やや入学したい」と回答した９人と、「やや

受験したい」かつ「ぜひ入学したい」、及び「やや受験したい」かつ「やや入学し

たい」と回答した生徒 341 人の合計 350 人の生徒は、「ぜひ受験したい」と回答し

た生徒の受験意向までには達してはいないが、受験を検討している段階の生徒で

あり、一部の生徒は今後受験をする可能性があると考える。この 350 人について、

本学部の受験を検討して大学案内等を請求する資料請求者と同等とみなし、受験

の可能性を検討すると、同じ学位の分野を持つ人間科学部人間科学科の資料請求

者（高校３年生）に対する受験者数比率は過去５ヶ年平均 17.2％であるため【表

３】、本学部においても 350 人のうちの 17.2％である 60 人が今後受験をすること

が想定される。 

 

【表３】人間科学部人間科学科の資料請求数及び受験者数（実人数）（単位：人） 

 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 平均 

資料請求

者(a) 
5,597 6,887 8,519 12,338 10,969 8,862 

受験者

(b) 
1,143 1,696 1,713 1,639 1,412 1,521 

受験者/

資料請求

者（b/a) 

20.4％ 24.6％ 20.1％ 13.3％ 12.9％ 17.2％ 

 

 さらに、この受験想定の 60 人について、「ぜひ受験したい」かつ「ぜひ入学した

い」と回答した層よりも入学意向が弱いと考え、併願者（本学の入試において本学

他学科を第一希望とし、本学部を第二希望以降で出願する者）の受験者と同等とみ

なす。併願者の受験者は、合格した場合でも併願先の合否により入学しない可能性

があるため、合格した場合の入学率、すなわち歩留率を踏まえた入学の可能性を検

討すると、同じ学位の分野を持つ人間科学部人間科学科の併願者の歩留率（入学者

数／合格者数）は過去５ヶ年平均 33.6％【表４】であるため、60 人のうちの 33.6％

である 20 人は入学意向があると想定される。 

 

【表４】人間科学部人間科学科併願者（実人数）の歩留率について 

 志願者数 

（a） 

受験者数

（b） 

合格者数 

（c） 

入学者数 

（d） 

歩留率 

（d/c） 

平成 30 年 499 人 484 人 154 人 57 人 37.0％ 

令和元年 757 人 727 人 143 人 54 人 37.8％ 

令和２年 825 人 781 人 169 人 65 人 38.5％ 
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令和３年 712 人 701 人 186 人 58 人 31.2％ 

令和４年 649 人 627 人 220 人 59 人 26.8％ 

合計 3,442 人 3,320 人 872 人 293 人 33.6％ 

 

以上の分析・検討により、令和６年度に本学部に入学意向のある生徒について、

東京都の私立及び都立高校の高校生へのアンケート調査でクロス集計のうえ入学

意向を示した生徒が 23 人、高校６校、本学部オープンキャンパス等に参加した高

校生及び本学部に興味を持って資料請求した高校生へのアンケート調査でクロス

集計のうえ入学意向を示した生徒が 24 人、日本語学校の生徒へのアンケート調査

でクロス集計のうえ入学意向を示した生徒が 20 人、東京都の私立及び都立高校の

高校生で「やや受験したい」「やや入学したい」と回答した生徒から想定される入

学意向者が 20 人、これらを合わせて 87 人の入学意向者が考えられる【表５】。従

って、アンケート調査実施対象以外の高校等にも入学意向者がいることが想定さ

れることから、入学定員 80 人に対して学生確保の見通しはあると考えられる。 

 

【表５】分析・検討結果による入学意向者について 

区分 入学意向者 

東京都の私立及び都立高校の高校生 

（令和４年 12 月～令和５年１月実施） 
23 人 

高校６校、本学部オープンキャンパス等に参加した高校生、本学

部に興味を持って資料請求した高校生 

（令和５年６月～７月実施） 

24 人 

日本語学校の生徒（令和５年６月～７月実施） 20 人 

東京都の私立及び都立高校の高校生（令和４年 12 月～令和５年

１月実施）のうち「やや受験したい」「やや入学したい」と回答

した生徒から想定される入学意向者 

20 人 

合計 87 人 

 

なお、実際の本学部の資料請求者数から受験者数を想定すると、現在の資料請求

者数は、令和５年５月末までの約３ヶ月間（令和５年３月より資料請求開始）で、

高校３年生 1,117 人となっている。同じ学位の分野を持つ人間科学部人間科学科

の高校３年生の資料請求者数については、令和５年５月末までで 6,721 人であり、

上述の「【表３】人間科学部人間科学科の資料請求数及び受験者数（実人数）」で示

した資料請求者数の過去５ヶ年平均が 8,862 人であることから、５月末までの資

料請求数は全体の 75.8％（6,721 人／8,862 人）程度と想定することができる。本

学部の５月末までの資料請求者数が 1,117 人であるため、最終的な資料請求者数
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は、上述の 75.8％を割り返すと合計 1,473 人となる。さらに、上述の「【表３】人

間科学部人間科学科の資料請求数及び受験者数（実人数）」で示した資料請求者数

に対する受験者数（b/a)が 17.2％であることから、本学部の最終的な想定資料請

求者数 1,473 人の 17.2％である 253 人が受験すると想定することもできる。 

また、実際のオープンキャンパスの学科説明会参加者数から受験者数を想定す

ると、本学部の令和５年度初回（６月開催）のオープンキャンパスの学科説明会参

加者数は 118 人となっている。同じ学位の分野を持つ人間科学部人間科学科につ

いては、初回のオープンキャンパスの学科説明会参加者数の過去５ヶ年平均が 208

人、受験者の過去５ヶ年平均が 1,521 人であり【表６】、初回のオープンキャンパ

スの学科説明会参加者から、過去５ヶ年平均で 7.3 倍の受験者を想定することが

できる。したがって、本学部の令和５年度初回（６月開催）のオープンキャンパス

の学科説明会参加者数118人の7.3倍である861人が受験する可能性が考えられ、

上述の資料請求者数から想定される受験者数 253 人について十分確保できると考

えられる。 

上述のとおり、実際の PR 活動である資料請求者数やオープンキャンパスの学科

説明会参加者数からも、学生確保の見通しがあると言える。 

また、PR 活動におけるウェルビーイングの認知度について、自由民主党政務調

査会の日本 Well-being 計画推進特命委員会が令和５年５月 11 日に取りまとめた

「日本 Well-being 計画推進特命委員会 第六次提言」においても、「近い将来、

Well-being の認知度も大きく上昇する可能性がある。」「Well-being に特化した人

材育成が期待される。」と述べられており【資料 18】、認知度向上により、将来に

向けても学生確保の見通しがあると考えられる。 

 

【表６】人間科学部人間科学科の各年度初回のオープンキャンパスの学科説明会 

参加者及び各年度の受験者について 

 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 平均 

学科説明

会参加者

(a) 

223 人 341 人 137 人 139 人 201 人 208 人 

受験者

(b) 
1,143 人 1,696 人 1,713 人 1,639 人 1,412 人 1,521 人 

受験者/

学科説明

会参加者

（b/a) 

5.1 5.0 12.5 11.8 7.0 7.3 
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本学部は、外国人留学生の入学も想定している。近年、本学の留学生の志願者数

及び入学者数は、コロナ禍の令和４年度を除き増加傾向であり、過去５年間の入学

者数平均が 179 人、全入学者数のうち外国人留学生が占める割合が平均 7.5％とな

っている。同じ学位の分野を持つ人間科学部人間科学科においても、安定的に外国

人留学生が入学しており（外国人留学生比率５ヶ年平均 7.0％）、本学部も含め本

学では今後も一定数の外国人留学生の安定的な確保が見込まれる【資料 19】。また、

上述の令和５年６月～７月に日本語学校生徒に実施した本学部への入学意向を調

査するアンケートにおいても、興味のある学問分野、進路希望、受験意向及び入学

意向の回答結果をクロス集計したうえで、入学意向を示した生徒は、20 人いたこ

とから、本学部においても一定数の外国人留学生の確保の見通しがあると考えら

れる。 

 

（イ）編入学定員の確保について 

本学部への編入学の志願動向を調査するため、令和５年６月～７月にアンケー

ト調査を実施した。 

アンケートは、編入学の該当者となる１都３県（東京都、埼玉県、千葉県、神奈

川県）に位置する短期大学、高等専門学校及び専修学校（以下「短期大学等」とい

う。）95 校の学生、本学別科（日本語教育課程）に在籍する学生、並びに平成 18 年

に廃止となった武蔵野女子大学短期大学部卒業生を対象にアンケート調査を実施

した。アンケートの内容は、本学部についての説明を読んだ上で、入学意向を選択

するものとした【資料 20、21、22】。 

短期大学等の学生については 54 人から、本学別科（日本語教育課程）に在籍す

る学生については６人から、武蔵野女子大学短期大学部卒業生については 181 人

から、合計 241 人から有効回答を得ることができた。 

有効回答 241 人について、本学部への入学意向のある人数を明確にするため、集

計にあたっては、①ウェルビーイングについて大学で学ぶことへの興味、②興味の

ある学問分野、③４年制大学への編入学希望、④受験意向、⑤入学意向の回答結果

をクロス集計し、分析を行った。クロス集計結果によると、以下①～⑤のすべての

条件を充たす回答をした者は合計 10 人であった【資料 23】。 

①ウェルビーイングについて大学で学ぶことに「興味がある」と回答した者（157

人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」「社会学・社会福祉学関係」のいずれか

の学問分野に興味があると回答した者（76 人） 

③４年制大学への編入学を「希望する」と回答した者（13 人） 

④本学部の編入学受験を「受験したい」と回答した者（12 人） 

⑤本学部に合格した場合、「入学したい」と回答した者（10 人） 

学生確保（本文）-13



 
 

上記アンケート結果により、本学部の２年次編入学定員 10 人に対して、クロス

集計結果により「入学したい」と回答した者が 10 人であり、編入学定員の学生確

保の見通しはあると考えられる。 

また、クロス集計のうえ「入学したい」と回答した者 10 人のうち、７人が武蔵

野女子大学短期大学部卒業生であったことから、短期大学等を卒業した社会人に

ついても、本学部の需要があることが考えられる。 

さらに、編入学定員 10 人の確保の可能性について、アンケート結果の分析を進

めると、上述のクロス集計結果の②本学部の学位の分野である「文学関係」「社会

学・社会福祉学関係」のいずれかの学問分野への興味について、「文学関係」「社会

学・社会福祉学関係」以外の分野を選択したが、①ウェルビーイングについて学ぶ

ことに「興味がある」③４年制大学への編入学を「希望する」④本学部の編入学試

験を「受験したい」⑤本学部に合格した場合「入学したい」と回答した者が 11 人

いた【表７】。本学部は「文学関係」及び「社会学・社会福祉学関係」の学問分野

を中心に、ウェルビーイングに関するデザイン学、自然環境学等の自然科学や教育

学、経済学等の分野からもウェルビーイングを学際的に学ぶことで、人々がウェル

ビーイング（幸せ・生きがい・安心・福祉・健康・平和など）を感じられる新たな

世界をデザインする学問分野として「ウェルビーイング学」を新たに構築していく

としているため、②興味のある学問分野で「経済学関係」、「教育学・保育学関係」

を選択した５人（下表の回答者Ａ～Ｅ）については【表７】、２年次編入学が開始

する令和７年度入試に向けて、PR 活動を更に強化することで、入学意向になる可

能性があると考える。 

 

【表７】「①ウェルビーイングに興味がある」「③編入学を希望する」「④受験したい」

「⑤入学したい」と回答した者の②興味のある学問分野について 

回答者 ②興味のある学問分野 

回答者Ａ 経済学関係 

回答者Ｂ 教育学・保育学関係、農学関係、家政学関係 

回答者Ｃ 経済学関係 

回答者Ｄ 教育学・保育学関係、獣医学関係、医学関係、美術関係 

回答者Ｅ 教育学・保育学関係、医学関係、薬学関係、家政関係、保健衛生学

関係 

回答者Ｆ 理学関係 

回答者Ｇ 医学関係 

回答者Ｈ 農学関係 

回答者Ｉ 医学関係、美術関係 

回答者Ｊ 保健衛生学関係 

回答者Ｋ 医学関係 
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また、上述のクロス集計結果の③４年制大学への編入学希望について、「希望す

る」が 13 人、「希望しない」が 23 人、「わからない」が 34 人、「その他」が６人で

あった。「わからない」と回答した 34 人は、今後受験を検討する層となる可能性が

あるため、④受験意向及び⑤入学意向を【表８】のとおり分析した。④本学部の編

入学受験を「受験したい」と回答した者が 14 人、「受験したくない」と回答した者

が 19 人であった。この「受験したい」と回答した 14 人について、⑤本学部に合格

した場合、「入学したい」と回答した者が 12 人であった。この 12 人についても、

２年次編入学が開始する令和７年度入試に向けて、PR 活動を更に強化することで、

入学意向になる可能性があると考えられる。 

 

【表８】クロス集計結果③４年制大学への編入学希望で「わからない」と回答した

者の④受験意向及び⑤入学意向について 

 

入学したい 

入学したくない 

（併願校の合否に

より入学を検討す

る者も含む） 

合計 

受験したい 12 人 2 人 14 人 

受験したくない   20 人 

合計 34 人 

 

以上のことから、興味のある学問分野、進路希望、受験意向及び入学意向の回答

結果をクロス集計したうえで、入学意向を示した者が 10 人いることに加えて、「受

験したい」かつ「入学したい」と回答し、学問分野及び進路希望において条件は満

たしていないが入学意向に近い回答をしている 17 人については、本学から適切な

PR 活動を行うことで、入学意向に変わる可能性があり、アンケート調査実施対象

者以外にも入学意向者がいることが想定されることから、編入学定員 10 人に対し

て学生確保の見通しはあると考えられる。 

 

 Ｂ．新設学部等の分野の動向 

同分野を有する近隣大学の志願動向の調査として、本学部と同じ学位分野であ

る「文学関係」、「社会学・社会福祉学関係」を有する首都圏の近隣大学の志願動向

を調べた。 

     本学部と同分野を有する近隣大学の過去３年間の志願者倍率をみてみると、文

学関係の学位分野を持つ大学の志願者倍率は８～16 倍程度、社会学・社会福祉学

関係の学位分野を持つ大学は３～25 倍程度であった【資料 24】。この結果より、本

学部においても同程度の志願者倍率が想定され、定員を充足できる見込みがある

学生確保（本文）-15



 
 

と考えられる。 

 

 Ｃ．中長期的な 18 歳人口の全国的、地域的動向等 

本学の学生の出身高校の都道府県所在地をみると、令和２年度から令和４年度

の３年間で新入生の平均 65.3％が１都３県（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）

の出身であり、割合が高い【資料 11】。また、令和４年度学校基本調査から抜粋し

た人口動態によると、本学部を開設する令和６年度大学入学予定者である現高校

２年生の生徒数は、１都３県計 271,777 人である。また、本学部開設４年後の令和

10 年度大学入学予定者である現中学１年生の生徒数は１都３県計 292,406 人であ

り、令和６年度比約 108％となっている。さらに、本学部開設８年後となる令和 14

年度大学入学予定者である現小学３年生の児童数は１都３県計 286,800 人である

【資料 25】。これらのデータから、少子化の中でも１都３県については 18 歳人口

が学部開設８年後においても、開設年度より減らないことが予想されている。以上

のことから、大学進学率が現状維持であっても、開設時と同様の受験者数が想定さ

れ、定員を充足できる見込みがあると考えられる。 

また、令和４年度学校基本調査の「関係学科別大学入学状況」によると、本学部

が該当する分野である「人文科学・その他」「社会科学・社会学」の令和４年度入

学志願者数は、それぞれ 206,985 人、235,171 人、合計 442,156 人であった。平成

30 年度から令和４年度の５年間の入学志願者数は令和元年度の 559,406 人をピー

クに減少傾向がみられるが、全志願者数に占める「人文科学・その他」「社会科学・

社会学」の志願者数の割合は 10％以上を維持していることから【資料 26】、本学部

が該当する分野の学科を志願する受験生の動向は安定的に推移しており、定員を

充足できる見込みがあると考えられる。 

 

 Ｄ．競合校の状況 

近隣の競合大学を設定し、志願状況を調べた。 

国内においては「ウェルビーイング」を冠した学部学科又は学位を持つ大学がな

いため、「ウェルビーイング」を学べる大学、及び学位の分野が類似する大学を中

心に、「偏差値」「キャンパスの場所」を考慮し以下の方法で抽出した。まず、偏差

値について、「私立大 2023 年度入試難易予想一覧表」（令和５年１月 21 日付河合

塾発表）において、本学部の学位の分野と類似する学位の分野を持つ本学人間科学

部人間科学科（学位の分野「文学関係」「社会学・社会福祉学関係」）の偏差値は 50.0、

と予想されている。したがって、本学の近隣競合校としては、偏差値 45.0～55.0

と予想されている大学を抽出した。次に、キャンパスの場所について、本学部は東

京都西東京市にある武蔵野キャンパスで学ぶことから、本学と同様に首都圏にキ

ャンパスを有する大学を、近隣競合校候補として絞り込みを行った。そしてその中
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から、教育の特徴が類似する大学を「近隣競合校」として３大学抽出した。また、

本学の目指すところとなる偏差値 60.0 前後で、教育の特徴が類似する大学を「偏

差値上位校」として２大学抽出した。 

「近隣競合校」の過去３年間の入学志願状況等を見てみると、入学定員に対する

志願者倍率は安定的に５～13 倍程度となっており、「偏差値上位校」においても８

～14 倍程度となっている【資料 27】。また、入学者数を公表している大学について

は、定員充足率が 0.95～1.05 であり、安定的に入学者を確保できている。 

以上のことから、首都圏にキャンパスを有し、偏差値帯が近く、学位の分野が類

似している本学部についても定員を充足できる見込みがあると考えられる。 

 

 Ｅ．既設学部等の学生確保の状況 

本学の既設学部等の過去５年間の入学志願状況等（志願者数、受験者数、合格者

数、入学者数、定員充足率）は【資料 28】のとおりである。 

本学部は学位の分野が「文学関係」「社会学・社会福祉学関係」であるが、学位

の分野が「文学関係」「社会学・社会福祉学関係」である本学人間科学部人間科学

科の実志願者数（入学定員 215 人（平成 30 年度は 235 人））は、平成 30 年度に

1,193 人、令和元年度に 1,783 人、令和２年度に 1,808 人、令和３年度に 1,716 人、

令和４年度に 1,486 人と、過去５年間の平均は 1,597 人である。実質倍率について

も平成 30 年度に 5.08 倍、令和元年度に 8.29 倍、令和２年度に 8.41 倍、令和３年

度に 7.98 倍、令和４年度に 6.91 倍と、過去５年間の平均は 7.33 倍である。また、

入学定員充足率は平成 30 年度 0.95 倍、令和元年度 0.99 倍、令和２年度 1.00 倍、

令和３年度 1.06 倍、そして令和４年度 1.11 倍と、過去５年間平均は 1.02 であり

安定的に入学者を確保できている。 

以上のとおり、過去５年間の本学の入学志願状況等を踏まえると、本学部と同じ

学位の分野を持つ本学人間科学部人間科学科では、安定的に入学者を確保できて

いることから、本学部についても安定的に志願者数を確保できる見込みがあると

考えられる。 

 

 Ｆ．その他、申請者において検討・分析した事項 

本学部の社会的ニーズや進学ニーズを調査するために、本学への進学実績がある

東京都の私立及び都立高校の 162 校の進路指導担当教員に対してアンケート調査を

依頼し【資料 29】、154 人から回答を得ることができた。 

回答集計結果【資料 30】によると、本学部の養成する人材像を「評価する」また

は「やや評価する」と回答した教員が 128 人（83.1％）、本学部における学修につい

て社会的ニーズが「ある」または「ややある」と回答した教員が 117 人（76.0%）、本

学部への進学を「勧める」または「やや勧める」と回答した教員が 105 人（68.2％）、
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受験生の進学ニーズが「ある」または「ややある」と回答した教員が 107 人（69.5％）

であった。この結果より、進路指導担当教員の視点からも社会的ニーズや高校生の進

学ニーズは概ねあるといえる。 

 

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

   本学では、令和３年１月に「学校法人武蔵野大学入試戦略策定委員会」を設置し、

構成員は理事長を委員長とし、学長、経営企画担当常務理事、大学経営担当常務理事、

中高等経営担当常務理事及び事務局長とした。本委員会において、入学志願者募集に

関する基本方針、入学者選抜に関する基本方針、その他関連する重要事項の調整を審

議・決定している。また、「学校法人武蔵野大学入試戦略策定委員会」のもとに、「武

蔵野大学入試検討委員会」を設け、各学部等の入試戦略の推進に関する施策、入学志

願者募集及び入試広報に関する事項、並びに各学部等の入学者選抜に関する事項を

審議し、学科等の協力を得て大学入試センター事務課が入学者選抜・入学志願者募集

の事務、入試広報を行っている。 

本学部の学生募集及び広報活動は、一般的な取り組みとして、大学ＷＥＢサイトで

の告知、受験生向け大学パンフレット等の配布、各種受験情報誌やＷＥＢサイト、Ｓ

ＮＳサイトへの学部情報・入試情報の掲載、説明会等を行う予定である。また、本学

部独自の取り組みとして、高校生向けのオンラインイベントの実施、学科特設サイト

の開設、プレスリリース発信等、より訴求力の高い募集広報を展開していく。 

主たる広報物の受験生向け大学パンフレットには、学部・学科の概要やカリキュラ

ムをはじめ、担当教員、進路先イメージ等を掲載し、入学後から卒業までの具体的な

イメージが湧くように工夫する。 

学内においては、例年６回（令和４年度実績）のオープンキャンパス（対面及び Web

開催）を実施している。また、Web オープンキャンパスサイトでは、大学・入試説明

や模擬授業の動画、学科紹介サイト等を掲載し、年間通じて大学の学びに触れる機会

を提供する。 

この他、本学教員による出張授業や教職員による高校訪問、進学相談会等も実施し

ている。出張授業や進学相談会は、高校生の視野を広げ、学びへの動機づけや進路に

対する意識を高める機会として活用している。新型コロナウイルスの流行により一

時控えていたが、新しい生活様式での学校教育活動の継続の指針に則り、令和４年度

からは、主に１都３県の高等学校を対象に積極的に実施している。 

以上の取り組みにより、直近５年間の入試において、大学全体の実志願者数が

16,367～22,185 人、実質倍率が 6.65～9.01、定員充足率が 0.93～1.03 で推移してお

り、学生を安定的に確保している【資料 28】。今後は、資料請求者やオープンキャン

パス参加者等の本学の接触者に対し、継続的なアプローチを図り出願への行動喚起

を促進する施策を取り入れ、より効果的な学生募集を行う予定である。 
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（２）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本学部では、ウェルビーイングという総合的概念についての社会学・心理学的知見

や、新たに創造的なデザインを行うため問題発見・課題解決できる実践的な能力を身

につけ、今後のあるべきウェルビーイング社会の創造に主体的に取り組んでいく人材

を養成することを目的とする。また、人文科学、自然科学、社会科学の分野からウェ

ルビーイングに関連する項目を学際的に学ぶことによって、ウェルビーイングについ

ての理解を多面的に深め、社会学・心理学的知見や、新たに創造的なデザインを行う

ための工学的・デザイン学的手法を学ぶことにより、ウェルビーイング社会の実現の

ために問題発見・課題解決できる実践的な能力を身につけることを教育研究上の目的

とする。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な

根拠 

ア 各種統計調査 

我が国の経済社会の構造を人々の満足度（Well-being）の観点から多面的に把握し、

政策運営に活かしていくことを目的に内閣府が行っている「満足度・生活の質に関する

調査報告書 2022（令和４年７月）」において、政策課題の検証等に直結する指標群と活

用が紹介されている。各国政府の事例として、ドイツの Well-being 指標システムやア

イルランドの Well-being フレームワークの開発等の指標群が紹介され、国内における

事例として、岩手県の「いわて幸福関連指標」、東京都荒川区の「荒川区民総幸福度

（GAH）」、三重県の「15 の幸福実感指標」が紹介されている【資料 31】。また、富山県

では、経済成長による物質的な幸せを実感することが難しい時代、収入や健康といった

外形的な価値に囚われず、自分らしく生きられる、そんな「ウェルビーイング」の向上

を目指し、次世代の価値を産む人が育ち集まる富山となるため、成長戦略「幸せ人口１

０００万 ウェルビーイング先進地域、富山を目指して」を掲げ、６つの柱『①真の幸

せ（ウェルビーイング）、②まちづくり、③ブランディング（広報・観光・移住）、④新

産業支援、⑤スタートアップ支援、⑥県庁オープン化』 のもと、県内人口１００万人

の幸せではなく、富山で暮らす人、仕事する人、よく訪れる人、生まれ育った人など富

山に愛着を持って関わるすべての人１０００万人が幸せになる社会形成を目指し、今

後スピード感を持って取り組むこととしている【資料 32】。 

企業においては、HR 総研が企業の人事責任者・担当者を対象に令和４年９月～10 月

に実施した調査「「ウェルビーイングと健康経営」に関するアンケート」（有効回答 221

件）によると、ウェルビーイングの実施状況については、大企業（1,001 名以上）では、

「実施している」と回答した企業の割合は 40％ではあるものの、「実施に向けて検討中

／準備中」まで含めると 78％となっており、今後、実施企業の拡大が期待される状況

である。また、ウェルビーイングが経営戦略や経営方針に位置づけられているかについ

学生確保（本文）-19



 
 

ては、「位置づけられている」と回答した企業の割合は 27％ではあるものの、「位置づ

ける予定である」まで含めると 69％となっており、今後、ウェルビーイングの取り組

みを開始する企業が増加することで、「位置づけられる予定」から「位置づけられてい

る」にボリューム層が移行していくだろうと述べられている【資料 33】。 

このような社会的、地域的な動向を踏まえると、今後、企業、自治体等において、ウ

ェルビーイングを推進し、ウェルビーイング社会の創造に主体的に取り組む人材の需

要が高まっていくことが考えられる。 

したがって、本学部の養成する人材である「ウェルビーイングという総合的概念につ

いての社会学・心理学的知見や、新たに創造的なデザインを行うため問題発見・課題解

決できる実践的な能力を身につけ、今後のあるべきウェルビーイング社会の創造に主

体的に取り組んでいく人材」については、社会的、地域的人材需要の動向等を踏まえた

ものであると考えられる。 

 

イ 企業・関係機関等への採用意向調査 

本学部を卒業した学生の進路は、主に企業（メーカー、商社、医療看護、介護福祉等）

や教育現場でのウェルビーイング推進担当者、ウェルビーイングな地域の創生を目指

す自治体・企業・NPO 法人等の推進担当者、国内外の大学院、研究機関・シンクタンク

職員等を想定している。そこで、令和５年１月～２月に本学部の育成する人材が活用で

きると考えられる企業・関係機関等の新卒採用人事担当者向けにアンケートを実施し

た【資料 34】。ウェルビーイング・健康経営に積極的に取り組む企業や自治体、就職実

績がある企業等を中心に 122 社にアンケートを依頼し、36 人から回答を得られた。回

答結果によると、本学部の養成する人材像を「評価する」と回答した人事担当者が 36

人中 22 人（61.1％）であった。また、本学部で育成する人材を「採用したい」と回答

した人事担当者が 36 人中 17 人（47.2％）であった【資料 35】。その他、「ウェルビー

イング学部ウェルビーイング学科で育成する人材は、特にどの地域で必要だと考える

か」との質問には、17 人中３人（17.6％）が「東京及び首都圏」、14 人（82.4％）が「地

域は問わない」と回答している。 

 

上記アンケート結果により、本学部の入学定員 80 人及び２年次編入学定員 10 人に

対して、「採用したい」と回答した人事担当者が 17 人であったこと、「やや採用したい」

と回答した人事担当者 19 人の採用意向がどの程度か不明瞭であったことから、本学部

が育成する人材の採用意向を更に把握するために、令和５年６月～７月に、本学部の育

成する人材が活用できると考えられる企業・関係機関等（令和５年１月～２月にアンケ

ートを実施した企業等は除く）の新卒採用人事担当者向けに追加でアンケートを実施

した。前回のアンケートでは人材像評価及び採用意向を確認する際の設問で「やや評価

する」及び「やや採用したい」といった表現の選択項目があり、人材像評価及び採用意

学生確保（本文）-20



 
 

向を明確に確認できるものではなかったため、今回のアンケートでは採用意向を明確

に確認できるよう選択項目を修正したうえで調査を実施した【資料 36】。 

ウェルビーイング・健康経営に積極的に取り組む企業や自治体、就職実績がある企業

等を中心に 578 社にアンケートを依頼し、278 人から回答を得られた。回答結果による

と、本学部の養成する人材像を「評価する」と回答した人事担当者が 271 人であった。

また、本学部で育成する人材を「採用したい」と回答した人事担当者が 253 人であった

【資料 37】。その他、「ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科で育成する人材は、

特にどの地域で必要だと考えるか」との質問には、171 人が「地域は問わない」と回答

している。 

また、年間単位での本学部卒業生への人材需要を確認するため、令和５年６月～７月

の調査では、新たにアンケート項目に「本学部で育成する人材を、貴社・貴団体・貴法

人で年単位で何人程度採用したいですか。」を追加した。「採用したい」と回答した 253

人のうち、「１人」採用したいと回答した人事担当者が 145 人、「２人」採用したいと回

答した人事担当者が 47 人、「３人」採用したいと回答した人事担当者が 26 人、「４人」

採用したいと回答した人事担当者が３人、「５人以上」採用したいと回答した人事担当

者が 32 人であった。「５人以上」採用したいと回答した人事担当者については「５人」

採用すると試算した場合【表９】、年間で合計 489 人の人材需要が見込まれる結果とな

った【資料 37】。 

 

【表９】年単位の採用希望人数 

年単位の採用希望数 回答数 年単位の採用希望人数計 

１人 145 人 1×145＝ 145 人 

２人 47 人 2×47＝ 94 人 

３人 26 人 3×26＝ 78 人 

４人 3 人 4×3＝ 12 人 

５人以上 32 人 5×32＝ 160 人 

合計 253 人         489 人 

 

以上の調査結果により、「採用したい」と回答した人事担当者が、令和５年１月～２

月に実施した調査では 17 人、令和５年６月～７月に実施した調査では 253 人、合計 270

人となり、本学部の入学定員 80 人及び２年次編入学定員 10 人を上回る採用意向があ

ると考えられる。 

また、本学部で育成する人材が必要となる地域について、「地域は問わない」と回答

した人事担当者が、令和５年１月～２月に実施した調査では 17 人中 14 人、令和５年

６月～７月に実施した調査では 253 人中 171 人、合計 270 人中 185 人（68.5％）であ

り、「東京及び首都圏」と回答した人事担当者が、令和５年１月～２月に実施した調査
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では 17 人中３人、令和５年６月～７月に実施した調査では 253 人中 69 人、合計 270 人

中 72 人（26.7％）であったことから、ウェルビーイングを推進する人材は地域を問わ

ず必要とされているが、特に本学部のキャンパスがある東京及び首都圏でも必要とさ

れていると考えられる。 

 

ウ 現在又は将来における人材需給に関する調査・研究等 

内閣府は、令和３年 7月に「Well-being に関する関係省庁連絡会議」を設置し、Well-

being に関する取組の推進に向けて情報共有・連携強化・優良事例の横展開をはかるこ

ととしている。令和４年 10 月に公表された「関係府省庁における Well-being 関連の基

本計画等のＫＰＩ、取組・予算（概要）」では、教育振興基本計画（文部科学省）、子供・

若者育成支援推進大網（内閣府）、住生活基本計画（国土交通省）、スポーツ基本計画（文

部科学省）等において、Well-being に関連する KPI がすでに策定されていることが示

されている。また、Well-being 関連の個別分野の事業・取組として、地域毎に Well-

being 指標を定期的に測定し、KPI を設けて恒常的な改善につなげることを目的とした

デジタル庁の「Well-Being 指標管理システム」、健康寿命を延伸するためのライフステ

ージに応じた健康づくりの取り組みを総合的に推進する厚生労働省の「健康日本 21」、

従業員の健康保持・増進に向けた企業の取り組みである健康経営について実施状況を

調査する経済産業省の「健康経営度調査」、妊娠・出産等のライフイベントと仕事の両

立やヘルスリテラシーの向上等、個人の Well-being 実現に向け、働く女性に対しフェ

ムテックを活用したサポートサービスを提供する実証事業を実施する経済産業省の

「フェムテック等サポートサービス実証事業費補助金」が紹介されており、各事業の令

和５年概算要求額は億円単位となっていることから【資料４】、今後も各関係府省庁の

もと、ウェルビーイングに関する取り組みが推進され、企業・自治体等においてもウェ

ルビーイングを推進していくことが求められると考える。 

学術界においては、前述のとおり、慶應義塾大学ウェルビーイングリサーチセンター、

神戸大学ウェルビーイング推進本部･先端研究センター、同志社大学 Well-being 研究

センター、九州大学ウェルビーイング研究部門等において研究が進んでいる。具体的に

は、令和４年 10 月に神戸大学が、誰もが心豊かで幸せを実感できる社会を実現するた

め、各学部・研究科で行われるウェルビーイング関連研究を横断的に支援し連携を強化

する「ウェルビーイング推進本部」と、健康・発達・環境の３領域において最先端の研

究を行い、国内外に向けて情報発信する「ウェルビーイング先端研究センター」を設置

し、人生 100 年時代のいずれのステージにおいても、疾病や障害の有無に関係なく、心

豊かで幸せを実感できる社会の実現を目指している【資料 38】。 

これらの動向等を踏まえると、本学部の養成する人材像であるウェルビーイングに

関連した様々なビジネスを新たに創出する人材、ウェルビーイング産業の創造に基づ

きそれぞれの地域の特徴を活かした地域活性化をリードする人材、ウェルビーイング
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の研究者等については人材需給があると考えられる。 

 

  エ 外国人留学生に関する卒業後の進路を踏まえた人材需要 

2008 年に日本政府により「留学生 30 万人計画」が策定されたこともあり【資料 39】、

本学においては、コロナ禍の令和４年度を除き、外国人留学生が増加傾向にある。本学

の外国人留学生の過去５年間における志願者数の平均は 706 人、入学者数の平均は 179

人となっており【資料 19】、全入学者数のうち留学生を占める比率が５年間平均で 7.5％

となっている。同時に外国人留学生の学部卒業生も増えており、令和元年度に 90 人、

令和２年度に 95 人、令和３年度に 129 人が卒業し、うち令和元年度に 40 人（44.4％）、

令和２年度に 41 人（43.2％）、令和３年度に 37 人（28.7％）が就職又は起業している。

進学は令和元年度に 12 人（13.3％）、令和２年度に９人（9.5％）、令和３年度に 25 人

（19.4％）であった。帰国を含む国外での就職・起業・進学は令和元年度６人（6.7％）、

令和２年度８人（8.4％）、そして令和３年度は５人（3.9％）であった【資料 40】。 

外国人留学生に関する卒業後の想定される進路について、朝日新聞デジタル「藤田康

人のウェルビーイング解体新書【６】」によると、アメリカの健康産業として注目され

ているウェルネス産業では、「ウェルネス領域の調査研究を進める米 NPO「GLOBAL 

WELLNESS INSTITUTE」の調査によると、その市場規模は令和４年時点で約 4.4 兆ドル、

日本円で約 600 兆円」と言われている。さらに、「令和２年には、ウェルビーイング分

野へのスタートアップに対する投資が１兆円を突破し、企業向け遠隔メンタルヘルス

ケア、瞑想アプリ、ビデオ診療など、投資を受けた企業は 350 社を超え、５年前より２

割以上増えており、アメリカのウェルビーイングビジネスは、すでに成長モードに入っ

ているといえると」述べられていることから【資料 41】、今後、米国を中心に他国を含

む海外のウェルビーイングビジネスが大きく展開され、ウェルビーイングに関連した

様々なビジネスを新たに創出する人材が求められると考える。 

また、ウェルビーイングを専門に学ぶ海外の進学先として、ポジティブ心理学創始者

のマーティン・セリグマン氏が在籍するペンシルベニア大学（アメリカ）や、人の幸せ

を前提に考える新しい経済学が学べる大学院として、シューマッハ・カレッジ（イギリ

ス）等も考えられる。 

なお、国際連合が掲げる持続可能な開発目標 SDGs の３番目の項目である「GOOD 

HEALTH AND WELLBEING（すべての人に健康と福祉）」や８番目の項目である「DECENT WORK 

AND ECONOMIC GROWTH（働きがいも経済成長も）」においても、ウェルビーイングに関わ

る内容が世界的な目標として定められていることから、目標を達成するにあたっても、

本学部が育成するウェルビーイング社会の創造に主体的に取り組んでいく人材は、日

本国内のみならず海外においても就職・進学の需要があり、外国人留学生の卒業後の進

路も踏まえたものであると考えられる。 
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以上のことから、本学部において育成する人材は社会的、地域的な人材需要の動向等

を踏まえたものであるといえる。 

以 上 

学生確保（本文）-24



学生確保（資料）-1



学生確保（資料）-2



学生確保（資料）-3

令和５年６月16日閣議決定「新たな教育振興基
本計画【概要】（令和５年度~９年度）」



学生確保（資料）-4



学生確保（資料）-5



第3章 「誰一人取り残さない」
デジタル化の実現に向けて

コロナ以前から少子高齢化等の深刻な社会課題を抱える我が国において、生産性を向上させ、経
済再生を図るにはデジタルを最大限に活用することが必要不可欠と言われてきた。コロナ禍によっ
て社会課題の影響が深刻になる中、社会全体のデジタル化に向けた取組はますます重要となってい
る。
本章では、我が国が抱える社会課題を整理し、コロナ後に求められる社会像について展望する。

コロナ禍を契機として急速に進展するデジタル化は、社会構造にどのような変化をもたらしつつあ
るか考察する。
そして、コロナ後の我が国において、デジタル化による社会課題の克服と経済再生に向けて必要

となる取組について整理する。

1 コロナ後に求められる社会像
コロナ後に求められる社会像について、コロナ禍にある現在、我が国及び世界が直面する乗り越

えるべき課題とともに、有識者に行ったヒアリングの結果を基に整理する。

1 我が国及び世界が乗り越えるべき社会課題

ア 新型コロナウイルス感染症への対応
目下、世界規模での最大の社会課題であり、感染症が収束するまでの間は、感染リスクを抑えな

がら国民生活や経済活動への影響を最小限に食い止めるか、そのために、デジタル技術を活用しな
がら、非接触・非対面での行動様式や社会全体としての行動変容の在り方などを確立させていくか
が重要な課題となっている。

イ 我が国を含む世界的な課題
（ア）持続可能な社会の構築
2015年に国際連合は持続可能な
開発目標（SDGs：Sustainable
Development Goals）を採択し、
持続可能な世界を実現するための
17のゴールと169のターゲットを
掲げた（図表3-1-1-1）。これまで
の人間の活動から生じた様々な課題
（貧困・飢餓、気候変動、差別、環
境破壊等）を解決するために、将来
的な持続可能性を考慮した開発の実
施が世界的な課題となっている。
（イ）グリーン・カーボンニュートラル
（ア）とも重複するが、途上国も含めた経済発展により生じているCO2排出量の増大は地球温
暖化の原因となり、地球規模での生態系の破壊等を招く一因になっていると言われている。そのた

図表3-1-1-1 持続可能な開発目標（SDGs）

（出典）外務省ホームページ
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め、再生可能エネルギーの活用など、温室効果ガスを削減するための様々な取組に注目が集まって
いる。
（ウ）災害の激甚化
世界規模での気候変動は、干ばつや水害等の自然災害の激甚化の一要因と考えられており、各国

で甚大な人的・物的被害をもたらしている。これらの災害による被害を最小化するための取組（観
測、資源管理、情報伝達等）が求められている。
（エ）情報過多、情報独占への対応
デジタル化の進展により距離等の制約を受けることなく、デジタル化された情報が瞬時にオンラ

イン上で流通・共有され、容易に複製される環境が整っている。情報伝達コストの低減により利便
性が上昇する反面、偽情報と呼ばれるフェイクニュースなども瞬時に流通することで社会的混乱を
招くほか、情報操作や世論誘導、プライバシーの侵害への懸念もより深刻となっている。情報の真
偽を見極めるリテラシーの向上のほか、適切な情報を抽出するマッチングやキュレーションといっ
たサービスが求められている。
（オ）嗜好の多様化
デジタル化の進展により、これまでは一定の規模がなければ成立しなかったミクロの取引の成立

が可能となり、利用者の需要にきめ細かく応えることが可能な環境が整うこととなった＊1。このい
わゆる「市場の細粒化」の進展に伴い、供給側もまた、利用者の嗜好の多様化への対応が必要と
なってくる。このことは、新たなビジネスチャンスをもたらす一方、行政分野などでは多様化する
住民ニーズへの対応はコスト増にもつながり得ることから、最適なサービスのあり方を見直す必要
も生じることが考えられる。
（カ）ウェルビーイング志向の高まり
新型コロナウイルスの流行によっ

て、経済的な成功よりも生きがいや健
康に楽しく生きることを優先させる
「ウェルビーイング」への志向が個人
に高まっていると言われる。その志向
の高まりが日常生活や経済活動に変化
をもたらし、ひいては社会構造の変革
へとつながる可能性が考えられる。
なお、我が国の消費者に対して、今

後の社会において重視する事項を尋ね
たところ、「健康な暮らし」が「食べ
るものや金銭的に困らない暮らし」を
僅かではあるが上回る結果となった
（図表3-1-1-2）。

＊1 「市場の細粒化」について、詳しくは、令和元年版情報通信白書を参照のこと。

図表3-1-1-2 今後の社会において重視する事項（複数回答）
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（出典）総務省（2021）「ウィズコロナにおけるデジタル活用の実態と利用者意識の
変化に関する調査研究」
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資料３
本文４ページ参照

令和３年７月30日第１回Well-beingに関する関係府省庁連
絡会議「資料１ Well-beingに関する関係府省庁連絡会議」
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「OECD Learning Compass 2030　仮訳」より抜粋 資料９ 
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学内資料（学外秘）のため省略する書類 

１（書類等の題名） 

武蔵野大学 令和２年度～令和４年度 出身高校都道府県別新入生数 

（【資料 11】２５ページ） 

２（出典） 

学校法人武蔵野大学大学入試部入試課所持データ 

３（その他の説明） 

本内容は、学内資料（学外秘）であり、省略とする。 
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学内資料（学外秘）のため省略する書類 

１（書類等の題名） 

武蔵野大学 外国人留学生の志願者数等推移 

（【資料 19】５５ページ） 

２（出典） 

学校法人武蔵野大学大学入試部入試課所持データ 

３（その他の説明） 

本内容は、学内資料（学外秘）であり、省略とする。 
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学内資料（学外秘）のため省略する書類 

１（書類等の題名） 

武蔵野大学 既設学部等の学生確保の状況（平成 30 年度～令和４年度） 

（【資料 28】７２ページ） 

２（出典） 

学校法人武蔵野大学大学入試部入試課所持データ 

３（その他の説明） 

本内容は、学内資料（学外秘）であり、省略とする。 
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内閣府「満足度・生活の質に関する調査報告書
2022 我が国のWell-beingの動向 」より抜粋 

資料31
本文19ページ参照
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学内資料（学外秘）のため省略する書類 

１（書類等の題名） 

武蔵野大学 外国人留学生の卒業の進路 

（【資料 40】１０２ページ） 

２（出典） 

学校法人武蔵野大学学生支援部キャリアセンター事務課所持データ 

３（その他の説明） 

本内容は、学内資料（学外秘）であり、省略とする。 
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教員名簿-1



 
 

審査意見への対応を記載した書類（７月） 
 

（目次）ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科 

１. 学生の確保の見通し等を記載した書類（本文）の（１）エ「Ａ．学生確保の見通しの

調査結果」において、①ウェルビーイングについて大学で学ぶことへの興味、②興味の

ある学問分野、③進学希望、④受験意向、⑤入学意向の回答結果をクロス集計した結果、

373 人を東京都からの入学志願者とみなし、全国の入学者志願者数として割り返して推

計した 1103 人を根拠に、入学定員 80 名を充足することができることを説明している。

先述の①～⑤の各項目を見ると、④の受験意向については、本学部を「ぜひ受験したい」

と回答した 33 名に「やや受験したい」と回答した 387 名を加えた 420 名を集計してお

り、⑤の入学意向についても、本学部に合格した場合「ぜひ入学したい」と回答した 48

名に「やや入学したい」と回答した 325 名を加えた 373 名を集計している。しかしなが

ら、受験意向や入学意向の強さによって回答する選択肢が分かれていることを踏まえ

れば、「やや受験したい」と回答した者が「ぜひ受験したい」と回答した者と同程度の

受験意向を持っているとは考えがたく、同様に「やや入学したい」と回答した者が「ぜ

ひ入学したい」と回答した者と同程度の入学意向を持っているとは考えがたい。このた

め、「ぜひ受験したい」や「ぜひ入学したい」と回答した者と必ずしも同程度の受験意

向や入学意向を持つとは想定されない回答者を、設定した入学定員を充足することが

できる定量的なエビデンスに含めることが妥当であるとは判断できず、集計結果とし

て示された 373 名を東京都からの入学者数の根拠とすることに疑義がある。さらに、

373 名を基準として、過去３年間の本学への入学者数に対する東京都出身者数の割合の

平均値が 33.8％であったことを踏まえて割り返した 1103 人を全国の入学志願者数と

して示しているが、「ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科」と既設の各学部学

科の教育目的や教育課程学問分野が必ずしも同様ではないことを踏まえると、近隣に

おける競合校の有無や地域性等も学部学科によって異なると考えられることから、単

に本学の過去３年間の入学者数に対する東京都出身者数の割合の平均値を用いて割り

返して得られた人数を入学定員を満たす説明の根拠とすることが妥当であるとは判断

できない。また、同資料の（１）エ「Ａ．学生確保の見通しの調査結果」において、外

国人留学生の入学についても説明がされているが、本学科への入学を確認できる根拠

は見受けられず、本学科の学生確保の見通しとして妥当であるとは判断できない。さら

に、２年次編入学定員（10 人）が設定されているが、この定員を充足することの根拠

についての説明も見受けられない。このため、改めて適切なクロス集計の結果に基づき、

進学を希望する者の数を客観的な根拠に基づき明示するとともに、適切な分析を踏ま

えた上で、本学科の学生確保の見通しについて説明すること。その際、既存のアンケー

ト調査における適切なクロス集計の結果によって学生確保の見通しが十分に説明でき

ない場合は改めてアンケート調査を行うことも含めて必要に応じて対応すること。（是

正事項）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 
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２．学生の確保の見通し等を記載した書類（本文）の（２）②「イ 企業・関係機関等へ

の採用意向調査」において、「本学部の育成する人材が活用できると考えられる企業・

関係期間等の新卒採用人事担当者向け」に行ったアンケートの中で、本学部で育成する

人材を「採用したい」と回答した人事担当者 17 名と「やや採用したい」と回答した人

事担当者 19 名の合計 36 名が全回答者の 100％を占めることをもって、本学部卒業生へ

の採用意向が一定数あることを説明している。しかしながら、これらの「採用したい」

及び「やや採用したい」と回答したそれぞれの企業が、本学科の卒業生をどの程度採用

するのか不明確であることから、本学科に設定された入学定員 80 名及び２年次の編入

学定員 10 名を踏まえた人材需要があるとは判断できない。このため、本学科の養成す

る人材に対する社会的需要が十分にあることについて、改めてアンケート調査を実施

することも含め、客観的かつ具体的なデータ等を適切に示した上で、それらの根拠に基

づき明確に説明すること。（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63
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（是正事項）ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科 

１. 学生の確保の見通し等を記載した書類（本文）の（１）エ「Ａ．学生確保の見通しの

調査結果」において、①ウェルビーイングについて大学で学ぶことへの興味、②興味の

ある学問分野、③進学希望、④受験意向、⑤入学意向の回答結果をクロス集計した結果、

373 人を東京都からの入学志願者とみなし、全国の入学者志願者数として割り返して推

計した 1103 人を根拠に、入学定員 80 名を充足することができることを説明している。

先述の①～⑤の各項目を見ると、④の受験意向については、本学部を「ぜひ受験したい」

と回答した 33 名に「やや受験したい」と回答した 387 名を加えた 420 名を集計してお

り、⑤の入学意向についても、本学部に合格した場合「ぜひ入学したい」と回答した 48

名に「やや入学したい」と回答した 325 名を加えた 373 名を集計している。しかしなが

ら、受験意向や入学意向の強さによって回答する選択肢が分かれていることを踏まえ

れば、「やや受験したい」と回答した者が「ぜひ受験したい」と回答した者と同程度の

受験意向を持っているとは考えがたく、同様に「やや入学したい」と回答した者が「ぜ

ひ入学したい」と回答した者と同程度の入学意向を持っているとは考えがたい。このた

め、「ぜひ受験したい」や「ぜひ入学したい」と回答した者と必ずしも同程度の受験意

向や入学意向を持つとは想定されない回答者を、設定した入学定員を充足することが

できる定量的なエビデンスに含めることが妥当であるとは判断できず、集計結果とし

て示された 373 名を東京都からの入学者数の根拠とすることに疑義がある。さらに、

373 名を基準として、過去３年間の本学への入学者数に対する東京都出身者数の割合の

平均値が 33.8％であったことを踏まえて割り返した 1103 人を全国の入学志願者数と

して示しているが、「ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科」と既設の各学部学

科の教育目的や教育課程学問分野が必ずしも同様ではないことを踏まえると、近隣に

おける競合校の有無や地域性等も学部学科によって異なると考えられることから、単

に本学の過去３年間の入学者数に対する東京都出身者数の割合の平均値を用いて割り

返して得られた人数を入学定員を満たす説明の根拠とすることが妥当であるとは判断

できない。また、同資料の（１）エ「Ａ．学生確保の見通しの調査結果」において、外

国人留学生の入学についても説明がされているが、本学科への入学を確認できる根拠

は見受けられず、本学科の学生確保の見通しとして妥当であるとは判断できない。さら

に、２年次編入学定員（10 人）が設定されているが、この定員を充足することの根拠

についての説明も見受けられない。このため、改めて適切なクロス集計の結果に基づき、

進学を希望する者の数を客観的な根拠に基づき明示するとともに、適切な分析を踏ま

えた上で、本学科の学生確保の見通しについて説明すること。その際、既存のアンケー

ト調査における適切なクロス集計の結果によって学生確保の見通しが十分に説明でき

ない場合は改めてアンケート調査を行うことも含めて必要に応じて対応すること。 
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（対応） 

 学生の確保の見通しについて、改めて適切にクロス集計を行うとともに、追加調査を行

い、客観的な根拠に基づき適切な分析を踏まえたうえで、以下のとおり見通しを説明す

る。 

 

１．入学定員の確保について 

 まず、令和４年 12 月～令和５年１月に実施した東京都の私立及び都立高校の高校２年

生（令和６年度大学入学生）を対象としたアンケート結果について、より適切な分析を行

うため、受験及び入学の意思が明確であるとは判断できない「やや受験したい」「やや入

学したい」の回答を除くこととし、改めて、「学問分野のうち文学関係又は社会学・社会

福祉学関係に興味がある」「進学を希望する」「ぜひ受験したい」「ぜひ入学したい」の回

答のみを抽出してクロス集計を行った。 

 さらに、令和４年 12 月～令和５年１月のアンケートを実施していない高校６校の高校

３年生（令和６年度大学入学生）、本学部のオープンキャンパス等に参加した高校３年

生、及び本学部に興味を持って資料請求した高校３年生に対し、令和５年６月～７月に追

加調査を実施し、クロス集計を行った。 

 加えて、外国人留学生の入学意向を確認するために、本学の外国人留学生入学試験で志

願者が２年連続２人以上あった日本語学校 61 校の生徒に対し、令和５年６月～７月にア

ンケート調査を実施し、クロス集計を行った。 

 以上のアンケート調査のクロス集計結果から入学意向がある生徒を加算すると、入学定

員 80 人に対し 67 人となった。 

 次に、令和４年 12 月～令和５年１月に実施した東京都の私立及び都立高校の高校２年

生を対象としたアンケートの調査結果について、「ぜひ受験したい」かつ「やや入学した

い」、「やや受験したい」かつ「ぜひ入学したい」、及び「やや受験したい」かつ「やや入

学したい」と回答した生徒の入学の可能性を分析した。これらの生徒は受験意向までには

達してはいないが、受験を検討している段階の生徒であるため、本学部の受験を検討して

大学案内等を請求する資料請求者と同等とみなし、本学部と同じ学位の分野を持つ人間科

学部人間科学科の資料請求者に対する受験者比率及び併願者（本学の入試において本学他

学科を第一希望とし、本学部を第二希望以降で出願する者）に対する歩留率を基に入学の

可能性を検討したところ、想定される入学意向者は 20 人となった。 

 以上の分析・検討により、入学意向がある生徒 67 人及び想定される入学意向者 20 人の

合計が 87 人となり、アンケート調査実施対象以外の高校等にも入学意向者がいることが

想定されることから、入学定員 80 人に対して学生確保の見通しはあると考えられる。 

  

２．編入学定員の確保について 

 本学部への編入学の動向を調査するため、令和５年６月～７月にアンケート調査を新た

に実施した。調査は、編入学の該当者となる短期大学、高等専門学校、専修学校及び本学
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別科（日本語教育課程）に在籍する学生、並びに平成 18 年に廃止となった武蔵野女子大

学短期大学部卒業生を対象に実施し、回答結果をクロス集計したうえで入学意向を示した

者が 10 人であった。アンケート調査実施対象以外にも入学意向者がいることが想定され

ることから、本学部の２年次編入学定員 10 人に対して、編入学定員の学生確保の見通し

はあると考えられる。 

さらに、編入学定員 10 人の確保の可能性について、アンケート結果の分析を進める

と、上記の 10 人以外で「受験したい」かつ「入学したい」と回答している者のうち、学

問分野においてウェルビーイング学部の学位の分野である「文学関係」及び「社会学・社

会福祉学関係」以外の「経済学関係」、「教育学・保育学関係」を選択している者が５人で

あった。本学部の学問分野は「文学関係」及び「社会学・社会福祉学関係」を中心に、ウ

ェルビーイングに関するデザイン学、自然環境学等の自然科学や教育学、経済学等の分野

からもウェルビーイングを学際的に学ぶことで、人々がウェルビーイング（幸せ・生きが

い・安心・福祉・健康・平和など）を感じられる新たな世界をデザインする学問分野とし

て「ウェルビーイング学」を新たに構築していくとしているため、「経済学関係」、「教育

学・保育学関係」を選択している者も入学の可能性があると考えられる。また、「文学関

係及び社会学・社会福祉学関係に興味がある」かつ「受験したい」かつ「入学したい」と

回答している者のうち、進路希望において「わからない」と選択している者が 12 人であ

った。この 12 人は、進路に迷われている状態であるため、進学に必要な条件が整えば入

学意向に変わる可能性があると考えられる。 

これらの全ての条件は満たしていないが入学意向に近い 17 人について、本学から適切

な PR 活動を行うことで、入学意向に変わる可能性があることからも、編入学定員 10 人の

学生確保の見通しはあると考えられる。 

 

以上の分析に基づき、以下のとおり「学生確保の見通し等を記載した書類」を修正す

る。 

 

（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類（本文）（７～15 ページ） 

新 旧 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）学生の確保の見通し及び申請者と

しての取組状況 

（略） 

エ 学生確保の見通し 

Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

（ア）入学定員の確保について 

本学部への受験生の志願動向を調査す

るため、令和４年 12 月～令和５年１月に

学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）学生の確保の見通し及び申請者と

しての取組状況 

（略） 

エ 学生確保の見通し 

Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

 

本学部への受験生の志願動向を調査す

るため、令和４年 12 月～令和５年１月に
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アンケート調査を実施した。 

アンケート調査対象校の抽出にあたっ

ては、次の観点から行った。本学の過去３

年間の新入生の出身高校のうち、平均

65.3％が１都３県（東京都、埼玉県、千葉

県、神奈川県）に位置している。特に東京

都の出身が 33.8％と最も割合が高い【資料

11】。このことから、アンケートは、本学へ

の進学実績がある東京都の私立及び都立

高校の高校２年生（令和６年度大学入学

生）を対象に実施することとした。 

該当する 60 校にアンケート調査実施の

依頼を行い、そのうち 7,638 人から有効回

答を得ることができた。 

アンケートの内容は、本学部についての

説明を読んだ上で、入学意向を選択するも

のとした【資料 12】。 

有効回答 7,638 人のうち、本学部への入

学意思のある人数を明確にするため、集計

にあたっては、高校２年生のうち①ウェル

ビーイングについて大学で学ぶことへの

興味、②興味のある学問分野、③進学希望、

④受験意向、⑤入学意向の回答結果をクロ

ス集計し、調査結果を踏まえた分析を行っ

た。クロス集計結果によると、以下①～⑤

のすべての条件を充たす回答をした生徒

は合計 23 人であった【資料 13】。 

①ウェルビーイングについて大学で学ぶ

ことに「とても興味がある」または「興味

がある」と回答した生徒（2,502 人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」

「社会学・社会福祉学関係」のいずれかの

学問分野に興味があると回答した生徒

（931 人） 

③高校卒業後に４年制大学への進学を「希

望する」と回答した生徒（818 人） 

④本学部を「ぜひ受験したい」と回答した

アンケート調査を実施した。 

アンケート調査対象校の抽出にあたっ

ては、次の観点から行った。本学の過去３

年間の新入生の出身高校のうち、平均

65.3％が１都３県（東京都、埼玉県、千葉

県、神奈川県）に位置している。特に東京

都の出身が 33.8％と最も割合が高い【資料

11】。このことから、アンケートは、本学へ

の進学実績がある東京都の私立及び都立

高校の高校２年生（令和６年度入学生）を

対象に実施することとした。 

該当する 60 校にアンケート調査実施の

依頼を行い、そのうち 7,638 人から有効回

答を得ることができた。 

アンケートの内容は、本学部についての

説明を読んだ上で、進学意向を選択するも

のとした【資料 12】。 

有効回答 7,638 人のうち、本学部への入

学意思のある人数を明確にするため、集計

にあたっては、高校２年生のうち①ウェル

ビーイングについて大学で学ぶことへの

興味、②興味のある学問分野、③進学希望、

④受験意向、⑤入学意向の回答結果をクロ

ス集計し、調査結果を踏まえた分析を行っ

た。クロス集計結果によると、以下①～⑤

のすべての条件を充たす回答をした生徒

は合計 373 人であった【資料 13】。 

①ウェルビーイングについて大学で学ぶ

ことに「とても興味がある」または「興味

がある」と回答した生徒（2,502 人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」

「社会学・社会福祉学関係」のいずれかの

学問分野に興味があると回答した生徒

（931 人） 

③高校卒業後に４年制大学への進学を「希

望する」と回答した生徒（818 人） 

④本学部を「ぜひ受験したい」または「や
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生徒（33 人） 

⑤本学部に合格した場合、「ぜひ入学した

い」と回答した生徒（23 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記アンケート結果により、本学部の入

学定員 80 人に対して、クロス集計結果に

より「ぜひ入学したい」と回答した生徒が

23 人であったことから、本学部への入学意

向を更に把握するために、令和５年６月～

７月に、前回のアンケート調査を実施して

いない高校６校の高校３年生（令和６年度

大学入学生）、本学部のオープンキャンパ

ス等に参加した高校３年生、及び本学部に

興味を持って資料請求した高校３年生に

対してアンケート調査を実施した。前回の

アンケート調査では受験及び入学意思を

確認する際の設問で「やや受験したい」及

び「やや入学したい」といった表現の選択

項目があり、受験及び入学の意思を明確に

確認できるものではなかったため、今回の

アンケートでは入学意向を明確に確認で

きるよう選択項目を修正したうえで調査

を実施した【資料 14】。 

調査の結果、高校６校の高校３年生につ

いては 622 人から、本学部のオープンキャ

ンパス等に参加した高校３年生について

は 27 人から、本学部に興味を持って資料

請求した高校３年生については 16 人から

有効回答を得ることができた。 

有効回答 665 人について、上述の令和４

や受験したい」と回答した生徒（420 人） 

⑤本学部に合格した場合、「ぜひ入学した

い」または「やや入学したい」と回答した

生徒（373 人） 

本学への全入学者のうち、東京都出身者

は過去３年間平均で 33.8％であったこと

から、この 373 人を東京都からの入学志願

者数とみなし、全国の入学志願者数として

割り返して推計すると、1,103 人となり、

入学定員 80 人は十分充足されるものと考

える。 
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年 12 月～令和５年１月に実施したアンケ

ート調査の回答者（当時２年生）と重複が

ないことを確認し、集計を行った。本学部

への入学意思のある人数を明確にするた

め、高校３年生のうち①ウェルビーイング

について大学で学ぶことへの興味、②興味

のある学問分野、③進学希望、④受験意向、

⑤入学意向の回答結果をクロス集計し、分

析を行った。クロス集計結果によると、以

下①～⑤のすべての条件を充たす回答を

した高校３年生は24人であった【資料15】。

①ウェルビーイングについて大学で学ぶ

ことに「興味がある」と回答した生徒（243

人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」

「社会学・社会福祉学関係」のいずれかの

学問分野に興味があると回答した生徒

（104 人） 

③高校卒業後に４年制大学への進学を「希

望する」と回答した生徒（98 人） 

④本学部を「受験したい」と回答した生徒

（48 人） 

⑤本学部に合格した場合、「入学したい」と

回答した生徒（24 人） 

 

また、外国人留学生の入学意向を確認す

るために、令和５年６月～７月に本学の外

国人留学生入学試験で志願者が２年連続

２人以上あった日本語学校（以下「日本語

学校」という。）61 校の生徒に対してアン

ケート調査を実施した。アンケートの内容

は、本学部についての説明を読んだ上で、

入学意向を選択するものとした【資料 16】。 

日本語学校 61校の生徒の有効回答 79人

について、本学部への入学意思のある人数

を明確にするため、集計にあたっては、回

答結果をクロス集計し、分析を行った。ク
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ロス集計結果によると、以下①～⑤のすべ

ての条件を充たす回答をした生徒は 20 人

であった【資料 17】。 

①ウェルビーイングについて大学で学ぶ

ことに「興味がある」と回答した生徒（64

人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」

「社会学・社会福祉学関係」のいずれかの

学問分野に興味があると回答した生徒（30

人） 

③卒業後に４年制大学への進学を「希望す

る」と回答した生徒（25 人） 

④本学部を「受験したい」と回答した生徒

（23 人） 

⑤本学部に合格した場合、「入学したい」と

回答した生徒（20 人） 

 

上述の調査のクロス集計結果をまとめ

ると【表１】、興味のある学問分野、進路希

望、受験意向及び入学意向の回答結果をク

ロス集計したうえで、入学意向を示した生

徒は、入学定員 80 人に対して 67 人となっ

た。 

 

【表１】クロス集計結果（興味のある学問

分野、進路希望、受験意向及び入学

意向）で入学意向を示した生徒数 

区分 

クロス集

計結果で

入学意向

を示した

生徒数 

東京都の私立及び都立高

校の高校生 

（令和４年 12 月～令和５

年１月実施） 

23 人 
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高校６校、本学部オープ

ンキャンパス等に参加し

た高校生、本学部に興味

を持って資料請求した高

校生（令和５年６月～７

月実施） 

24 人 

日本語学校の生徒（令和

５年６月～７月実施） 
20 人 

合計 67 人 

 

次に、令和４年 12 月～令和５年１月で

実施した東京都の私立及び都立高校の高

校２年生（令和６年度大学入学生）を対象

としたアンケート調査結果（クロス集計結

果）について、④受験意向の設問で本学部

を「ぜひ受験したい」または「やや受験し

たい」と回答した生徒 420 人のうち、⑤入

学意向の設問で本学部を「ぜひ入学した

い」または「やや入学したい」と回答した

373 人の入学の可能性について、分析を行

った。 

「ぜひ受験したい」と回答した者のう

ち、「ぜひ入学したい」が 23 人、「やや入学

したい」が９人であり、「やや受験したい」

と回答した者のうち「ぜひ入学したい」が

25 人、「やや入学したい」が 316 人であっ

た【表２】。 

 

【表２】東京都の私立及び都立高校の高校

２年生（令和６年度大学入学生）

を対象としたアンケート調査結

果（クロス集計結果）④受験意向

の回答内訳 
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ぜひ 

入学し

たい 

やや 

入学し

たい 

合計 

ぜひ受験

したい 
23 人 ９人 32 人 

やや受験

したい 
25 人 316 人 341 人 

合計 48 人 325 人 373 人 

 

このうち、「ぜひ受験したい」かつ「やや

入学したい」と回答した９人と、「やや受験

したい」かつ「ぜひ入学したい」、及び「や

や受験したい」かつ「やや入学したい」と

回答した生徒 341 人の合計 350 人の生徒

は、「ぜひ受験したい」と回答した生徒の受

験意向までには達してはいないが、受験を

検討している段階の生徒であり、一部の生

徒は今後受験をする可能性があると考え

る。この 350 人について、本学部の受験を

検討して大学案内等を請求する資料請求

者と同等とみなし、受験の可能性を検討す

ると、同じ学位の分野を持つ人間科学部人

間科学科の資料請求者（高校３年生）に対

する受験者数比率は過去５ヶ年平均

17.2％であるため【表３】、本学部において

も 350 人のうちの 17.2％である 60 人が今

後受験をすることが想定される。 

 

【表３】人間科学部人間科学科の資料請求

数及び受験者数（実人数）（単位：
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人） 

 平

成

30

年 

令

和

元

年 

令

和

２

年 

令

和

３

年 

令

和

４

年 

平

均 

資

料

請

求

者

(a) 

5,5

97 

6,8

87 

8,5

19 

12,

338 

10,

969 

8,8

62 

受

験

者

(b) 

1,1

43 

1,6

96 

1,7

13 

1,6

39 

1,4

12 

1,5

21 

受

験

者/

資

料

請

求

者

（b

/a) 

20.

4％ 

24.

6％ 

20.

1％ 

13.

3％ 

12.

9％ 

17.

2％ 

 

 さらに、この受験想定の 60 人について、

「ぜひ受験したい」かつ「ぜひ入学したい」

と回答した層よりも入学意向が弱いと考

え、併願者（本学の入試において本学他学

科を第一希望とし、本学部を第二希望以降

で出願する者）の受験者と同等とみなす。

併願者の受験者は、合格した場合でも併願

先の合否により入学しない可能性がある

ため、合格した場合の入学率、すなわち歩

留率を踏まえた入学の可能性を検討する

と、同じ学位の分野を持つ人間科学部人間
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科学科の併願者の歩留率（入学者数／合格

者数）は過去５ヶ年平均 33.6％【表４】で

あるため、60 人のうちの 33.6％である 20

人は入学意向があると想定される。 

 

【表４】人間科学部人間科学科併願者（実

人数）の歩留率について 

 志願

者数 

（a

） 

受験

者数

（b

） 

合格

者数 

（c

） 

入学

者数 

（d

） 

歩留

率 

（d/

c） 

平成

30 年 

499

人 

484

人 

154

人 

57

人 

37.0

％ 

令和

元年 

757

人 

727

人 

143

人 

54

人 

37.8

％ 

令和

２年 

825

人 

781

人 

169

人 

65

人 

38.5

％ 

令和

３年 

712

人 

701

人 

186

人 

58

人 

31.2

％ 

令和

４年 

649

人 

627

人 

220

人 

59

人 

26.8

％ 

合計 
3,44

2 人 

3,32

0 人 

872

人 

293

人 

33.6

％ 

 

以上の分析・検討により、令和６年度に

本学部に入学意向のある生徒について、東

京都の私立及び都立高校の高校生へのア

ンケート調査でクロス集計のうえ入学意

向を示した生徒が 23 人、高校６校、本学部

オープンキャンパス等に参加した高校生

及び本学部に興味を持って資料請求した

高校生へのアンケート調査でクロス集計

のうえ入学意向を示した生徒が 24 人、日

本語学校の生徒へのアンケート調査でク

ロス集計のうえ入学意向を示した生徒が

20 人、東京都の私立及び都立高校の高校生

で「やや受験したい」「やや入学したい」と
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回答した生徒から想定される入学意向者

が 20 人、これらを合わせて 87 人の入学意

向者が考えられる【表５】。従って、アンケ

ート調査実施対象以外の高校等にも入学

意向者がいることが想定されることから、

入学定員 80 人に対して学生確保の見通し

はあると考えられる。 

 

【表５】分析・検討結果による入学意向者

について 

区分 

入学

意向

者 

東京都の私立及び都立高校の高

校生 

（令和４年 12 月～令和５年１月

実施） 

23

人 

高校６校、本学部オープンキャ

ンパス等に参加した高校生、本

学部に興味を持って資料請求し

た高校生 

（令和５年６月～７月実施） 

24

人 

日本語学校の生徒（令和５年６

月～７月実施） 

20

人 

東京都の私立及び都立高校の高

校生（令和４年 12 月～令和５年

１月実施）のうち「やや受験し

たい」「やや入学したい」と回答

した生徒から想定される入学意

向者 

20

人 

合計 
87

人 

 

なお、実際の本学部の資料請求者数から

受験者数を想定すると、現在の資料請求者

数は、令和５年５月末までの約３ヶ月間

（令和５年３月より資料請求開始）で、高
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校３年生 1,117 人となっている。同じ学位

の分野を持つ人間科学部人間科学科の高

校３年生の資料請求者数については、令和

５年５月末までで 6,721 人であり、上述の

「【表３】人間科学部人間科学科の資料請

求数及び受験者数（実人数）」で示した資料

請求者数の過去５ヶ年平均が 8,862 人であ

ることから、５月末までの資料請求数は全

体の 75.8％（6,721 人／8,862 人）程度と

想定することができる。本学部の５月末ま

での資料請求者数が 1,117 人であるため、

最終的な資料請求者数は、上述の 75.8％を

割り返すと合計 1,473 人となる。さらに、

上述の「【表３】人間科学部人間科学科の資

料請求数及び受験者数（実人数）」で示した

資料請求者数に対する受験者数（b/a)が

17.2％であることから、本学部の最終的な

想定資料請求者数1,473人の17.2％である

253 人が受験すると想定することもでき

る。 

また、実際のオープンキャンパスの学科

説明会参加者数から受験者数を想定する

と、本学部の令和５年度初回（６月開催）

のオープンキャンパスの学科説明会参加

者数は 118 人となっている。同じ学位の分

野を持つ人間科学部人間科学科について

は、初回のオープンキャンパスの学科説明

会参加者数の過去５ヶ年平均が 208 人、受

験者の過去５ヶ年平均が 1,521 人であり

【表６】、初回のオープンキャンパスの学

科説明会参加者から、過去５ヶ年平均で

7.3 倍の受験者を想定することができる。

したがって、本学部の令和５年度初回（６

月開催）のオープンキャンパスの学科説明

会参加者数 118 人の 7.3 倍である 861 人が

受験する可能性が考えられ、上述の資料請

求者数から想定される受験者数 253 人につ
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いて十分確保できると考えられる。 

上述のとおり、実際の PR 活動である資

料請求者数やオープンキャンパスの学科

説明会参加者数からも、学生確保の見通し

があると言える。 

また、PR 活動におけるウェルビーイング

の認知度について、自由民主党政務調査会

の日本 Well-being 計画推進特命委員会が

令和５年５月 11 日に取りまとめた「日本

Well-being 計画推進特命委員会 第六次

提言」においても、「近い将来、Well-being

の認知度も大きく上昇する可能性があ

る。」「Well-being に特化した人材育成が期

待される。」と述べられており【資料 18】、

認知度向上により、将来に向けても学生確

保の見通しがあると考えられる。 

 

【表６】人間科学部人間科学科の各年度初

回のオープンキャンパスの学科

説明会参加者及び各年度の受験

者について 

 平

成

30

年 

令

和

元

年 

令

和

２

年 

令

和

３

年 

令

和

４

年 

平

均 

学

科

説

明

会

参

加

者

(a) 

223

人 

341

人 

137

人 

139

人 

201

人 

208

人 

受

験

者

1,1

43

人 

1,6

96

人 

1,7

13

人 

1,6

39

人 

1,4

12

人 

1,5

21

人 
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(b) 

受

験

者/

学

科

説

明

会

参

加

者

（b

/a) 

5.1 5.0 
12.

5 

11.

8 
7.0 7.3 

 

本学部は、外国人留学生の入学も想定し

ている。近年、本学の留学生の志願者数及

び入学者数は、コロナ禍の令和４年度を除

き増加傾向であり、過去５年間の入学者数

平均が 179 人、全入学者数のうち外国人留

学生が占める割合が平均 7.5％となってい

る。同じ学位の分野を持つ人間科学部人間

科学科においても、安定的に外国人留学生

が入学しており（外国人留学生比率５ヶ年

平均 7.0％）、本学部も含め本学では今後も

一定数の外国人留学生の安定的な確保が

見込まれる【資料 19】。また、上述の令和

５年６月～７月に日本語学校生徒に実施

した本学部への入学意向を調査するアン

ケートにおいても、興味のある学問分野、

進路希望、受験意向及び入学意向の回答結

果をクロス集計したうえで、入学意向を示

した生徒は、20 人いたことから、本学部に

おいても一定数の外国人留学生の確保の

見通しがあると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学部は、外国人留学生の入学も想定し

ている。近年、本学の留学生の志願者数及

び入学者数は、コロナ禍の令和４年度を除

き増加傾向であり、過去５年間の入学者数

平均が 179 人、全入学者数のうち外国人留

学生が占める割合が平均 7.5％となってい

る。同じ学位の分野を持つ人間科学部人間

科学科においても、安定的に外国人留学生

が入学しており（外国人留学生比率５ヶ年

平均 7.0％）、本学部も含め本学では今後も

一定数の外国人留学生の安定的な確保が

見込まれる【資料 14】。 
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（イ）編入学定員の確保について 

本学部への編入学の志願動向を調査す

るため、令和５年６月～７月にアンケート

調査を実施した。 

アンケートは、編入学の該当者となる１

都３県（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川

県）に位置する短期大学、高等専門学校及

び専修学校（以下「短期大学等」という。）

95 校の学生、本学別科（日本語教育課程）

に在籍する学生、並びに平成 18 年に廃止

となった武蔵野女子大学短期大学部卒業

生を対象にアンケート調査を実施した。ア

ンケートの内容は、本学部についての説明

を読んだ上で、入学意向を選択するものと

した【資料 20、21、22】。 

短期大学等の学生については 54人から、

本学別科（日本語教育課程）に在籍する学

生については６人から、武蔵野女子大学短

期大学部卒業生については 181 人から、合

計 241 人から有効回答を得ることができ

た。 

有効回答 241 人について、本学部への入

学意向のある人数を明確にするため、集計

にあたっては、①ウェルビーイングについ

て大学で学ぶことへの興味、②興味のある

学問分野、③４年制大学への編入学希望、

④受験意向、⑤入学意向の回答結果をクロ

ス集計し、分析を行った。クロス集計結果

によると、以下①～⑤のすべての条件を充

たす回答をした者は合計 10人であった【資

料 23】。 

①ウェルビーイングについて大学で学ぶ

ことに「興味がある」と回答した者（157 人） 

②本学部の学位の分野である「文学関係」

「社会学・社会福祉学関係」のいずれかの

学問分野に興味があると回答した者（76

人） 
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③４年制大学への編入学を「希望する」と

回答した者（13 人） 

④本学部の編入学受験を「受験したい」と

回答した者（12 人） 

⑤本学部に合格した場合、「入学したい」と

回答した者（10 人） 

 

上記アンケート結果により、本学部の２

年次編入学定員 10 人に対して、クロス集

計結果により「入学したい」と回答した者

が 10 人であり、編入学定員の学生確保の

見通しはあると考えられる。 

また、クロス集計のうえ「入学したい」

と回答した者 10 人のうち、７人が武蔵野

女子大学短期大学部卒業生であったこと

から、短期大学等を卒業した社会人につい

ても、本学部の需要があることが考えられ

る。 

さらに、編入学定員 10 人の確保の可能

性について、アンケート結果の分析を進め

ると、上述のクロス集計結果の②本学部の

学位の分野である「文学関係」「社会学・社

会福祉学関係」のいずれかの学問分野への

興味について、「文学関係」「社会学・社会

福祉学関係」以外の分野を選択したが、①

ウェルビーイングについて学ぶことに「興

味がある」③４年制大学への編入学を「希

望する」④本学部の編入学試験を「受験し

たい」⑤本学部に合格した場合「入学した

い」と回答した者が 11 人いた【表７】。本

学部は「文学関係」及び「社会学・社会福

祉学関係」の学問分野を中心に、ウェルビ

ーイングに関するデザイン学、自然環境学

等の自然科学や教育学、経済学等の分野か

らもウェルビーイングを学際的に学ぶこ

とで、人々がウェルビーイング（幸せ・生

きがい・安心・福祉・健康・平和など）を
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感じられる新たな世界をデザインする学

問分野として「ウェルビーイング学」を新

たに構築していくとしているため、②興味

のある学問分野で「経済学関係」、「教育学・

保育学関係」を選択した５人（下表の回答

者Ａ～Ｅ）については【表７】、２年次編入

学が開始する令和７年度入試に向けて、PR

活動を更に強化することで、入学意向にな

る可能性があると考える。 

 

【表７】「①ウェルビーイングに興味があ

る」「③編入学を希望する」「④受

験したい」「⑤入学したい」と回答

した者の②興味のある学問分野

について 

回答

者 

②興味のある学問分野 

回答

者Ａ 
経済学関係 

回答

者Ｂ 

教育学・保育学関係、農学関係、

家政学関係 

回答

者Ｃ 
経済学関係 

回答

者Ｄ 

教育学・保育学関係、獣医学関係、

医学関係、美術関係 

回答

者Ｅ 

教育学・保育学関係、医学関係、

薬学関係、家政関係、保健衛生学

関係 

回答

者Ｆ 
理学関係 

回答

者Ｇ 
医学関係 

回答

者Ｈ 
農学関係 

回答

者Ｉ 
医学関係、美術関係 
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回答

者Ｊ 
保健衛生学関係 

回答

者Ｋ 
医学関係 

 

また、上述のクロス集計結果の③４年制

大学への編入学希望について、「希望する」

が 13 人、「希望しない」が 23 人、「わから

ない」が 34 人、「その他」が６人であった。

「わからない」と回答した 34 人は、今後受

験を検討する層となる可能性があるため、

④受験意向及び⑤入学意向を【表８】のと

おり分析した。④本学部の編入学受験を

「受験したい」と回答した者が 14 人、「受

験したくない」と回答した者が 19 人であ

った。この「受験したい」と回答した 14 人

について、⑤本学部に合格した場合、「入学

したい」と回答した者が 12 人であった。こ

の 12 人についても、２年次編入学が開始

する令和７年度入試に向けて、PR 活動を更

に強化することで、入学意向になる可能性

があると考えられる。 

 

【表８】クロス集計結果③４年制大学への

編入学希望で「わからない」と回

答した者の④受験意向及び⑤入

学意向について 

 

入学し

たい 

入学し

たくな

い 

（併願

校の合

否によ

り入学

を検討

する者

も含

合計 
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む） 

受験し

たい 
12 人 2 人 14 人 

受験し

たくな

い 

  20 人 

合計 34 人 

 

以上のことから、興味のある学問分野、

進路希望、受験意向及び入学意向の回答結

果をクロス集計したうえで、入学意向を示

した者が 10 人いることに加えて、「受験し

たい」かつ「入学したい」と回答し、学問

分野及び進路希望において条件は満たし

ていないが入学意向に近い回答をしてい

る 17 人については、本学から適切な PR 活

動を行うことで、入学意向に変わる可能性

があり、アンケート調査実施対象者以外に

も入学意向者がいることが想定されるこ

とから、編入学定員 10 人に対して学生確

保の見通しはあると考えられる。 

 

審査意見（7月）（本文）-22



学
生
確
保
（
資
料
）
-2
8

学
生
確
保
（
資
料
）
-2
8

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-23



学
生
確
保
（
資
料
）
-2
9

学
生
確
保
（
資
料
）
-2
9

新
旧

審査意見（7月）（本文）-24



学
生
確
保
（
資
料
）
-3
0

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
0

新
旧

審査意見（7月）（本文）-25



.

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
1

.

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
1

新
旧

審査意見（7月）（本文）-26



学
生
確
保
（
資
料
）
-3
2

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
2

新
旧

審査意見（7月）（本文）-27



 

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
3

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
3

新
旧

審査意見（7月）（本文）-28



学
生
確
保
（
資
料
）
-3
4

10
0.

0%
 

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
4

新
旧

審査意見（7月）（本文）-29



 
 

  

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

  

 
 

 
 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
5

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-30



学
生
確
保
（
資
料
）
-3
6

新
旧

審査意見（7月）（本文）-31



 

 

　
　
　
　
　

 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
7

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-32



 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
8

新
旧

審査意見（7月）（本文）-33



 

  

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
9

新
旧

審査意見（7月）（本文）-34



.
 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-4
0

新
旧

審査意見（7月）（本文）-35



 

 

 

 

 

  

 

 

　

 
 

 

 学
生
確
保
（
資
料
）
-4
1

新
旧

審査意見（7月）（本文）-36



 

 

 

 

 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-4
2

新
旧

審査意見（7月）（本文）-37



 
 

  

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

  

 
 

 
 

学
生
確
保
（
資
料
）
-4
3

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-38



学
生
確
保
（
資
料
）
-4
4

新
旧

審査意見（7月）（本文）-39



 

 
 

 

  

学
生
確
保
（
資
料
）
-4
5

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-40



 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-4
6

新
旧

審査意見（7月）（本文）-41



  

 

.
 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-4
7

新
旧

審査意見（7月）（本文）-42



 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

 
 

 

 学
生
確
保
（
資
料
）
-4
8

新
旧

審査意見（7月）（本文）-43



 

 

 

 

 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-4
9

新
旧

審査意見（7月）（本文）-44



自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
 日
本
We
ll
-b
ei
ng
 計
画
推
進
特
命
委
員
会

「
日
本
We
ll
-b
ei
ng
 計
画
推
進
特
命
委
員
会
　
第
六
次
提
言
」
抜
粋

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

新
旧

学
生
確
保
（
資
料
）
-5
0

審査意見（7月）（本文）-45



学
生
確
保
（
資
料
）
-5
1

新
旧

審査意見（7月）（本文）-46



学
生
確
保
（
資
料
）
-5
2

新
旧

審査意見（7月）（本文）-47



学
生
確
保
（
資
料
）
-5
3

新
旧

審査意見（7月）（本文）-48



学
生
確
保
（
資
料
）
-5
4

新
旧

審査意見（7月）（本文）-49



学
生
確
保
（
資
料
）
-5
5

学
生
確
保
（
資
料
）
-3
5

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-50



   
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

　　
 

 

　　
 

 

 

　　
　　

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
生
確
保
（
資
料
）
-5
6

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-51



学
生
確
保
（
資
料
）
-5
7

新
旧

審査意見（7月）（本文）-52



   
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　 　
 

 
 

 

 

　　
 

 

 
 

 

　　
　　

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-5
8

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-53



学
生
確
保
（
資
料
）
-5
9

新
旧

審査意見（7月）（本文）-54



   
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

　　
 

 

　　
　　

 　
　　

 

 

　　
　　

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

学
生
確
保
（
資
料
）
-6
0

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-55



学
生
確
保
（
資
料
）
-6
1

新
旧

審査意見（7月）（本文）-56



 

  

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 学
生
確
保
（
資
料
）
-6
2

新
旧

（
新
旧
対
照
表
）
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
資
料
）

審査意見（7月）（本文）-57



 
 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-6
3

新
旧

審査意見（7月）（本文）-58



 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-6
4

新
旧

審査意見（7月）（本文）-59



  

 

.
 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-6
5

新
旧

審査意見（7月）（本文）-60



 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

 
 

 

 学
生
確
保
（
資
料
）
-6
6

新
旧

審査意見（7月）（本文）-61



 

 

 

 

 

 

 

学
生
確
保
（
資
料
）
-6
7

新
旧

審査意見（7月）（本文）-62



 
 

（是正事項）ウェルビーイング学部ウェルビーイング学科 

２．学生の確保の見通し等を記載した書類（本文）の（２）②「イ 企業・関係機関等への

採用意向調査」において、「本学部の育成する人材が活用できると考えられる企業・関係

期間等の新卒採用人事担当者向け」に行ったアンケートの中で、本学部で育成する人材を

「採用したい」と回答した人事担当者 17 名と「やや採用したい」と回答した人事担当者

19 名の合計 36 名が全回答者の 100％を占めることをもって、本学部卒業生への採用意向

が一定数あることを説明している。しかしながら、これらの「採用したい」及び「やや採

用したい」と回答したそれぞれの企業が、本学科の卒業生をどの程度採用するのか不明確

であることから、本学科に設定された入学定員 80 名及び２年次の編入学定員 10 名を踏

まえた人材需要があるとは判断できない。このため、本学科の養成する人材に対する社会

的需要が十分にあることについて、改めてアンケート調査を実施することも含め、客観的

かつ具体的なデータ等を適切に示した上で、それらの根拠に基づき明確に説明すること。 

 

（対応） 

 本学部の養成する人材に対する社会的需要が十分にあることについて、追加調査を実施

し、根拠に基づく適切な分析を踏まえ、以下のとおり説明する。 

 

令和５年１月～２月に実施した企業・関係機関等への採用意向調査の結果では、本学部

で育成する人材を「採用したい」と回答した人事担当者は 17 人であったことから、令和

５年６月～７月に追加のアンケート調査を実施した。ウェルビーイングや健康経営に積極

的に取り組む企業、自治体、本学卒業生の就職実績がある企業を中心に回答が得られ、そ

のうち「採用したい」と回答した人事担当者は 253 人であり、令和５年１月～２月に実施

した調査及び令和５年６月～７月に実施した調査の合計で 270 人となった。 

 さらに、年間単位での人材需要を確認するため、令和５年６月～７月に実施した調査で

は、アンケート項目に「本学部で育成する人材を、貴社・貴団体・貴法人で年単位で何人

程度採用したいですか。」という設問を新たに追加したところ、「採用したい」と回答した

253 人から、年間で合計 489 人の人材需要が見込めることが分かった。 

 また、本学部で育成する人材が必要とされる地域に関する質問では、「地域は問わな

い」と回答した人事担当者が、令和５年１月～２月に実施した調査で 14 人、令和５年６

月～７月に実施した調査で 171 人であり、「東京及び首都圏」と回答した人事担当者が、

令和５年１月～２月に実施した調査で３人、令和５年６月～7月に実施した調査で 69 人で

あったことから、ウェルビーイングを推進する人材は地域を問わず必要とされているが、

特に本学部のキャンパスがある東京及び首都圏でも必要とされていると考えられる。 

 これらの調査結果により、入学定員 80 人及び２年次編入学定員 10 人の合計 90 人を上

回る採用見込みがあり、本学部の養成する人材に対する社会的需要は十分であると考えら

れる。 
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以上に基づき、以下のとおり「学生の確保の見通し等を記載した書類」を修正する。 

 

（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類（本文）（20～22 ページ） 

新 旧 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動

向等を踏まえたものであることの客観的

な根拠 

 

イ 企業・関係機関等への採用意向調査 

本学部を卒業した学生の進路は、主に企

業（メーカー、商社、医療看護、介護福祉

等）や教育現場でのウェルビーイング推進

担当者、ウェルビーイングな地域の創生を

目指す自治体・企業・NPO 法人等の推進担

当者、国内外の大学院、研究機関・シンク

タンク職員等を想定している。そこで、令

和５年１月～２月に本学部の育成する人

材が活用できると考えられる企業・関係機

関等の新卒採用人事担当者向けにアンケ

ートを実施した【資料 34】。ウェルビーイ

ング・健康経営に積極的に取り組む企業や

自治体、就職実績がある企業等を中心に

122 社にアンケートを依頼し、36 人から回

答を得られた。回答結果によると、本学部

の養成する人材像を「評価する」と回答し

た人事担当者が 36 人中 22 人（61.1％）で

あった。 

 

また、本学部で育成する人材を「採用し

たい」と回答した人事担当者が 36 人中 17

人（47.2％）であった【資料 35】。その他、

「ウェルビーイング学部ウェルビーイン

グ学科で育成する人材は、特にどの地域で

必要だと考えるか」との質問には、17 人中

３人（17.6％）が「東京及び首都圏」、14 人

（82.4％）が「地域は問わない」と回答し

（２）人材需要の動向等社会の要請 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動

向等を踏まえたものであることの客観的

な根拠 

 

イ 企業・関係機関等への採用意向調査 

本学部を卒業した学生の進路は、主に企

業（メーカー、商社、医療看護、介護福祉

等）や教育現場でのウェルビーイング推進

担当者、ウェルビーイングな地域の創生を

目指す自治体・企業・NPO 法人等の推進担

当者、国内外の大学院、研究機関・シンク

タンク職員等を想定している。そこで、本

学部の育成する人材が活用できると考え

られる企業・関係機関等の新卒採用人事担

当者向けにアンケートを実施した【資料

25】。ウェルビーイング・健康経営に積極

的に取り組む企業や自治体、就職実績があ

る企業等を中心に 122 社にアンケートを

依頼し、36 人から回答を得られた。回答結

果によると、本学部の養成する人材像を

「評価する」と回答した人事担当者が 36

人中 22 人（61.1％）、「やや評価する」が

14 人（38.9％）であり、「評価する」「やや

評価する」をあわせると 100％であった。

また、本学部で育成する人材を「採用した

い」と回答した人事担当者が 36 人中 17 人

（47.2％）、「やや採用したい」が 19 人

（52.8％）であり、「採用したい」「やや採

用したい」をあわせると 100％であり、本

学部卒業生への採用意向は一定数あると

考えられる【資料 26】。その他、「ウェルビ

ーイング学部ウェルビーイング学科で育
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上記アンケート結果により、本学部の入

学定員80人及び２年次編入学定員10人に

対して、「採用したい」と回答した人事担

当者が 17 人であったこと、「やや採用した

い」と回答した人事担当者 19 人の採用意

向がどの程度か不明瞭であったことから、

本学部が育成する人材の採用意向を更に

把握するために、令和５年６月～７月に、

本学部の育成する人材が活用できると考

えられる企業・関係機関等（令和５年１月

～２月にアンケートを実施した企業等は

除く）の新卒採用人事担当者向けに追加で

アンケートを実施した。前回のアンケート

では人材像評価及び採用意向を確認する

際の設問で「やや評価する」及び「やや採

用したい」といった表現の選択項目があ

り、人材像評価及び採用意向を明確に確認

できるものではなかったため、今回のアン

ケートでは採用意向を明確に確認できる

よう選択項目を修正したうえで調査を実

施した【資料 36】。 

ウェルビーイング・健康経営に積極的に

取り組む企業や自治体、就職実績がある企

業等を中心に 578 社にアンケートを依頼

し、278 人から回答を得られた。回答結果

によると、本学部の養成する人材像を「評

価する」と回答した人事担当者が 271 人で

あった。また、本学部で育成する人材を「採

用したい」と回答した人事担当者が 253 人

であった【資料 37】。その他、「ウェルビー

イング学部ウェルビーイング学科で育成

成する人材は、特にどの地域で必要だと考

えるか」との質問には、36 人中 30 人

（83.3％）が「地域は問わない」と回答し

ており、ウェルビーイングを推進する人材

は特定の地域ではなく、広く全国で必要で

あると考えられる。 
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する人材は、特にどの地域で必要だと考え

るか」との質問には、171 人が「地域は問

わない」と回答している。 

また、年間単位での本学部卒業生への人

材需要を確認するため、令和５年６月～７

月の調査では、新たにアンケート項目に

「本学部で育成する人材を、貴社・貴団体・

貴法人で年単位で何人程度採用したいで

すか。」を追加した。「採用したい」と回答

した 253 人のうち、「１人」採用したいと

回答した人事担当者が 145 人、「２人」採

用したいと回答した人事担当者が 47 人、

「３人」採用したいと回答した人事担当者

が 26 人、「４人」採用したいと回答した人

事担当者が３人、「５人以上」採用したい

と回答した人事担当者が 32 人であった。

「５人以上」採用したいと回答した人事担

当者については「５人」採用すると試算し

た場合【表９】、年間で合計 489 人の人材

需要が見込まれる結果となった【資料37】。 

 

【表９】年単位の採用希望人数 

年単位の

採用希望

数 

回答

数 

年単位の採用

希望人数計 

１人 145 人 1×145＝145 人 

２人 47 人 2×47＝ 94 人 

３人 26 人 3×26＝ 78 人 

４人 3 人 4×3＝  12 人 

５人以上 32 人 5×32＝ 160 人 

合計 253 人 489 人 

 

以上の調査結果により、「採用したい」

と回答した人事担当者が、令和５年１月～

２月に実施した調査では 17 人、令和５年

６月～７月に実施した調査では 253 人、合

計 270 人となり、本学部の入学定員 80 人
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及び２年次編入学定員 10 人を上回る採用

意向があると考えられる。 

また、本学部で育成する人材が必要とな

る地域について、「地域は問わない」と回

答した人事担当者が、令和５年１月～２月

に実施した調査では 17 人中 14 人、令和５

年６月～７月に実施した調査では 253 人

中 171 人、合計 270 人中 185 人（68.5％）

であり、「東京及び首都圏」と回答した人

事担当者が、令和５年１月～２月に実施し

た調査では 17 人中３人、令和５年６月～

７月に実施した調査では 253 人中 69 人、

合計 270 人中 72 人（26.7％）であったこ

とから、ウェルビーイングを推進する人材

は地域を問わず必要とされているが、特に

本学部のキャンパスがある東京及び首都

圏でも必要とされていると考えられる。 
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